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＃Ｐａｓｔ　Ｔｉｍｅ　１



　前庭の桜の青葉が色いろ褪あせ始め、秋が深まる頃ころ。ひっそりと静まりかえった校舎。遠くで響く部活の掛け声。そんないつもの放課後、いつもの秘密基地。中央に固めて並べた机を囲うように、いつもの面子めんつ、輝かぐ夜や、錦にしき織おり、六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの五人が椅い子すに座っている。

「ふわあ」

　錦織は欠伸あくびをし、両手を頭の後ろで組んだ。

（なんて穏やかな午後なんだ）

　そんなことを思いながら、周囲を見まわす。輝夜を含め、女の子たちが皆、ゆったりと充実した午後の時間を過ごしている。輝夜は雑誌を机の上に広げ、六道が数学の宿題と睨にらめっこをし、米倉は小説を読み、弓削は手鏡を覗のぞきこみながら化粧の練習。そして錦織は、特にやることもなくボケーとしている。秘密基地がいつもこんなに平和だったらいいのだが、と錦織は考える。そうであれば、心の平穏が保てる。

　だが、今日は特別なのだ。全員が揃そろってはいるが、あの不思議な会議のために輝夜が特に召集したわけではない。何か示し合わせたわけでもなく、全員、バラバラに自主的に集まった。輝夜が普段から秘密基地に来ているように、誰だれもが特に理由もなくここを訪れた。

（ったく、用もなくこんな所に来るなんてみんな物好きだよな。オレも含めて）

　そんなことを思い、錦にしき織おりは小さく肩をすくめる。

（輝かぐ夜やが臨時で会議を始める……、とか言い出さなくて本当によかった）

　チラリと輝夜に目を向ける。

　机に置いた雑誌のページをめくっている。なにかの情報誌のようだ。輝夜が読むには意外な媒体に思えたが、尋たずねれば「情報収集のためだ」と返事があることが容易に想像できる。機嫌はよさそうだった。髪を耳にかけたりしながら、ジッと見つめている。楽しそうには見えないが、少なくとも怒ってはいない。

（やっぱ、可愛かわいいよな）

　錦織は改めて思う。時々、瞬まばたきする長い睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみ。整った鼻び梁りよう。きつく閉じられた血色のよい口。間違いなく可愛い女の子だ。

（あれで性格がなあ……。ってか、何度目だこの感想？）

　自分にツッコミを入れていると、横から肘ひじで小突かれた。

「なに、閣かつ下かに見とれてんの？　ぷぷぷっ」

　嫌らしく目を細めた六りく道どうが囁ささやいた。

「べ、べつに見とれてなんて、い、いないぞっ!!　とリアクションするとでも思ったか？」

　と、鼻を鳴らす。

「ええ――、リアクションしないの？　じゃあ、むしろ認めちゃう？　おいどんは閣下に見とれていたとですよ？」

「なぜ唐とう突とつに鹿か児ご島しま弁なんだよ。つーか、見とれてないから。……ただ、なんか平和な午後だから、ボーとしていたんだよ。今日はなんか平和でいい感じじゃないか？」

「そだね」

　六道も目を細めて、まったりとした顔になる。

「いつもこんなだったらいいのにね」

「だな」

　二人で笑っていると、顔を上げた米よね倉くらも微笑ほほえんでいた。

　その時、

　バタン――。

　突然、本が激しく閉じられる音がした。輝夜が机の上に雑誌を叩たたきつけていた。眉まゆの端をキュッと上げた険しい顔で、錦織を睨にらみつけている。

（なんか理由は分からないが、やべっ）

　錦織はビクッと体を震わせた。特に後ろめたいことがなくても、輝夜に睨まれると緊張する。パブロフの犬的な生理現象だ。

（まさか、オレが六道とのんびりトークしていたのが癪しやくに障さわったのか？）

　そんなことを考えていると、

「……ハラグロ」

　輝かぐ夜やが唸うなるような低い声を出した。

「は、はいっ」

　錦にしき織おりは張り詰めた様子で答える。ゴクリと唾つばを飲みこむ。何を言いだされてもいいように、グッと拳こぶしを握りしめる。他の女の子たちも、各おの々おのやっていたことを中断して緊張の面持ちになっていた。

「ハラグロよ、お前……」

「はあ」

「……女子会って、知っているか？」

「はっ？」

　錦織はパカッと口を開いた。

　ジョ・シ・カ・イ――。

　輝夜の口から出たのは、そんな言葉のように聞こえた。一瞬、錦織は聞き間違いかと思った。輝夜からそんな言葉が出てくるとは予想だにしていなかった。そんな物と一番縁遠そうな人間ではないか。

「フッ。どうやら、その顔は知らないようだな」

　輝夜はバカにするように笑って前髪をかきあげる。



    

  
    
      



    

  
    
      「これだから情報弱者は！　それでも参さん謀ぼうか!?」

「い、いや、知ってるって！　というか、言葉通りで、し、知らないとか知っているとか、そういう次元のものじゃないだろ……って、いや、ちょっと、なに、そんな憐れん憫びんを含んだ目でオレ見てんの？」

「いや、あんまり言い訳が見苦しいから。ここは“〝ハラグロ憐あわれみの令”〟を発令だなと」

「ちょっ、なに、その侮ぶ蔑べつ的な法律は!?　ってか、哀れまなくてもいいよ。女子会、マジで存じているから。あれだろ。女の子が集まって、だべるヤツだろ？」

「ぬうっ、知っていたのか、女子会！」

　少し不満そうな顔をする。

「だが、そうだ。その通りだ。それが女子会。そしてこれが流は行やっているようなのだ」

　輝かぐ夜やは雑誌を持って、表紙をポンと叩たたいた。女子会特集という文字が躍っている。錦にしき織おりは「またそういうのに騙だまされる」、と首を振った。

「特に今、流行っている、ということはないと思うよ。女の子が集まって喋しやべるって昔からやっていたよね？」

　弓ゆ削げが手鏡を置いて、話に参加してくる。

「そうですね。なんとなく今までにも日常的に行われていたことに名前がついて一般化した、ということではないでしょうか」

　米よね倉くらもコクコクと首を縦に振る。

「だがハラグロですら知っているのだから、メジャーな文化なのは間違いない。ただ、一つ気になることがある」

　輝夜は再び錦織を睨にらみつける。

「知っているのなら、さっきのあのリアクションはなんだったんだ？　口をバカみたいに開けていたじゃないか。あれはフェイクか？　わざと知らないフリをしたのか？」

「なんの為ためにそんなことをしないといけないんだ。あまりに閣かつ下かに似つかわしくない言葉だから驚いていただけだって」

「あん？　私に似つかわしくないだと？」

　難癖をつける不良高校生のように顎あごを突き出し、威圧的に目を剥むいてみせた。錦織はその迫力に顔を仰のけ反ぞらせる。

「なぜだ？　私だって女子だぞ。女子会に興味を持ってもおかしくないじゃないか」

「い、いや、閣下が女子なのは否定しないって」

「当たり前だ」

「だけど、女子会って新世界構築と関係なさそうだろ？　閣下には縁がないかなと……」

「んぐっ」

　輝夜は痛いところを突かれたという風に、口をへの字に曲げた。

「だから閣かつ下かの口から女子会なんて言葉が出てくるのは変だと。みんなも思ったよな？」

　錦にしき織おりは米よね倉くらたちの方を向く。女子たちは輝かぐ夜やに遠慮がちに小さく頷うなずいていた。

「そ、そんなことはないっ!!」

　輝夜はブンブンと長い漆しつ黒こくの髪を揺らして顔を振った。

「新世界構築と女子会は確かに関係なさそうに見える。だが、全く関係ないということはないだろう。新世界を構築しても、世界の半数は女だ。いわば女子だ。女子のトレンドというものは、常に追っておく必要がある。人心を掌握するためにな！」

「それを言うなら、半分は男子だから男子のトレンドも追わないといけないような……」

「女子会と称して、全国の女子たちが、密室で、新世界の秩序について議論している可能性だってあるじゃないか！」

「それはまずないと思うぞ」

「とにかくっ！」

　ブツブツという錦織のツッコミを遮り、輝夜は声を張り上げた。

「私は女子会に興味を持った！　どのような物か気になる。これは調査が必要なのだ！」

「へーいへい。とにかく、気になるわけね」

　錦織は「ハア」とため息を吐つくと、隣の六りく道どうの方を向く。

「また閣下の中で不思議なマイブームが始まりつつあるぞ。何か閣下に言ってやってくれよ。閣下がこの面子めんつで女子会なんて意味ないって。変だって」

　耳元で囁ささやいた。

「う――ん。そんなに変、かな？」

「えっ？」

　眉まゆをひそめる錦織を横目に、六道が挙手した。

「閣下！　調査するためには実際に女子会を開くのが一番だと思います！」

「おまっ、まじかよ」

　錦織は六道を軽く睨にらむ。

「ほう。サイクロンも女子会に興味があるようだな」

　ニヤリと笑う輝夜。

「だが、サイクロン。我々のような革命の徒であってもできるのか？　この女子会は？」

「そりゃできるでしょ。女子会ってあれでしょ？　おやつとジュースを持ってきて、食べて飲んで喋しやべればいいんでしょ？」

　弓ゆ削げが乗り気な様子で口を挟む。

「カラオケに行ってやるのもありなんじゃない？」

「ろくちゃん、それいいじゃん。このメンバーでカラオケなんて行ったことないもんね」

　女子二人は指差し合う。

「お前らなあ……」

　錦にしき織おりが呆あきれたように、苦言を呈しようとした時、

「いいですね。私もやってみたいですね。女子会」

「えええっ？」

　錦織が目を丸くして、微笑ほほえむ米よね倉くらを見る。

「よ、米倉まで乗り気なの？　女子会なんて大手広告代理店が作ったようなブームに？」

「ええ。というのも、今まで閣かつ下かと私たちの会話といえば、新世界構築がらみの話ばかりでしたから。時には、もっと女の子らしい、普通の話もしたいと思っていました」

「そ、その気持ちは分かるけど」

　錦織は複雑な顔をする。

「ふむ。セクシーも賛成か」

　輝かぐ夜やが満足そうに腕を組む。

「じゃあ、もうやるしかないでしょ。あたしもまだこのメンバーに加わって短いから、色々みんなのこと知りたいんだよね」

　弓ゆ削げがうんうんと首を縦に振る。

「いや、ちょっと待てよ。仮にやるとしても、お前は参加できないだろう？」

　錦織は不審の表情で弓削を指差した。

「ええ―――、なんで？　どうして？　ホワ――イ？」

「いや、なんで、もなにも。お前、女子じゃないじゃん？」

「心は女子だよ！　心が女子なら女子会に出てもいいんだよ」

　弓削はパットで膨らんだ双そう丘きゆうを押さえて、目を閉じてみせる。

「物は言いようだな。そんなんでいいのか？」

　錦織はため息をついて、米倉や輝夜の方を見る。二人とも特に気にしてない様子だった。

「うむ。とにかくそういうことなら、いっちょやってみるか。女子会とやらを」

　輝夜が腕を組んだまま頷うなずくと、六りく道どうと弓削が「やったー」と歓声を上げた。

「では、サイクロンが女子会全体のセッティングをしてくれ」

「はっ。了解です」

　六道は敬礼ポーズで応こたえる。

「セクシーは飲食物の準備を頼む。あと何をするか、企画を立てて欲しい」

「分かりました」

「場所はどこでもいいですか、閣下？」

「やっぱ、カラオケですよ。アイドルみっちーの美声をみんなに聴かせたい」

「私は煩うるさいのは嫌いだ。場所はここがいいな」

「ええ―――」

　女の子たちはワイワイと女子会の計画を立て始める。そんな中、一人錦にしき織おりだけがポツンと取り残されていた。

「ええっと、ちょっといいか？」

　控えめに手を挙げた。女の子たちが話すのを止やめる。

「オレは何をすればいいかな？」

　やや恥ずかしそうに言う。

「まさか、お前……、女子会に出るつもりじゃなかろうな？」

　輝かぐ夜やは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「い、いや、そういうわけじゃないが。なんか準備くらいは協力できることがあろうかと」

「ない」

　素そっ気け無く言い放つ。

「女子会にハラグロは全く関係ないぞ」

「そうだよ。にしぽんこそ、体も心も男じゃん」

「ま、まあ。そうなんだけど……」

　錦織はやや不満そうに口を尖とがらせる。

「それより閣かつ下か、時期はいつ頃ごろがいいですかあ？」

「それは早い方がいいと思います。来週頃から、クラスの文化祭出展の話し合いや、その準備が始まりますし」

「やっぱり場所は違うところにしようよお――」

「う――――む」

　女の子たちは再び女子会の計画の話し合いに戻ってしまう。

　盛りあがっている中で、錦織はポツーンと一人黙って女の子たちを眺めていた。そして机に片かた肘ひじをついて、こっそり「チェッ」と舌打ちをした。



    

  
    
      
１　美紀と舞



　時間がゆっくりと流れている、と錦にしき織おりは感じた。

　音の無い空間に放ほうりこまれたような、鼓膜が硬直したかのような、そんな感覚に脳が支配されている。

　だがそれは、あくまで体感であって現実は違う。ここは休日のそれも昼時のファミリーレストランなのだ。客や店員の声、自動ドアの開閉の音、皿が運ばれる音、スピーカーから流れる流行の洋楽。沢山の音が、錦織の周りに満ちている。ただ錦織に、それが伝わっていないだけなのだ。

　ブラウンの合皮のボックスシート。テーブルには口のつけられていないホットコーヒーが三つ置かれている。その窓側の席で、錦織はまっすぐ前を向く。目の前には二人の女の子がいる。一人は明るい、ふんわりとした髪型の女の子。めったにいないような、可愛かわいい顔立ちだ。だが今は、長い睫まつ毛げの大きな瞳ひとみは細められ、桃色の唇くちびるはキッと結ばれている。雪のように白い頬ほおは少し赤味を帯び、形のよい小さな鼻はやや上を向く。

　その横には、真っ黒な髪の女の子が座っている。同じくよく整った顔を、隣の女の子よりもさらに険しくさせている。鋭えい利りなナイフのような緊張感のある目つきで、錦織を睨にらみつける。

　二人の女の子は、美み紀きと舞まいだ。その前で、錦織は黙々と話していた。錦織と輝かぐ夜やの関係について……。

　輝夜を追って電車に入りこみ、思いを伝えた後のことだ。輝夜に話しているところを美紀に見つかり次の駅で一緒に降りた。そして、そのまま近くのファミレスに連行されたのだった。

「以上がオレの輝夜に関する全すべてです」

　錦織はハッキリという。

　美紀と舞の空気に飲みこまれているが、後ろめたい気持ちはない。むしろ、頭の中はすっきりとしている。たった今、輝夜に言いたかったことを伝えたばかりなので、その余勢を駆って、全部を吐き出すことができた。

「ふう……」

　美紀が結ばれた唇を解ほどき、ため息をつく。その表情には小さな悲しみがある。瞳が少し、赤くなっていた。

「まさか……。まさか、錦織くんが裏切り者だったなんてね」

「いや、裏切り者ってわけじゃ……、いや、裏切りものですね」

　錦にしき織おりも同じように息を吐き出した。

「いくつか確認しておきたい、かな」

　美み紀きは真剣な表情になると、前髪をかきあげる。

「一つ、弱みを握られて輝かぐ夜やさんの協力を始めたというのは、本当？　実は喜んでやっていたんじゃないの？」

「そ、そんなことはないですよ！」

　錦織は首を振った。

「本当に？　じゃあ聞くけど、その弱みというのはなんなの？　完かん璧ぺきな優等生の錦織くんに、一体どんな弱みがあるっていうの？」

「それは……」

　唾つばを飲みこんだ。

「あの輝夜さんにずっと従っていたのだから、よっぽどのことなんでしょう。人には言えない、プライベートなこと？」

「……プライベートなことには違いないです」

「じゃあ、別に言わなくてもいいけど……」

「いえ。話します」

　錦織は舞まいをチラリと見る。舞は怖い表情を崩してはいない。

「それは、オレが実は腹の黒い人間だってことです！」

　大きな声で、はっきりと言った。

「腹黒い？」

「そうです。オレは爽さわやかな優等生ってことになっていますが、実はそうじゃない。学校でトップになるために、色んなことをやっている。学校の人間のデータを記録したりもしている。弱みというのは、その証拠です」

「錦織くんが？」

　美紀が怪しむように目を細める。

「それ本当なの？　今作ったいいわけじゃなくて？　私には錦織くんがそんな生徒には思えないのだけど……」

「いや、それがね、美紀」

　コホンと、舞が咳せき払ばらいをした。

「今の、錦織くんの発言、本当のことよ」

「はあっ？　なんで舞がそんなこと知ってんの？」

　美紀がキッと横の舞を睨にらむ。

「まさか、舞もグルなの!?」

「実はそうなのよ」

　舞まいはニヤリと笑う。美み紀きは「えええっ、舞まで!?」っと、口を引ひき攣つらせる。

「いやいや、そーじゃないでしょ！」

　錦にしき織おりは慌てたように手をパタパタとさせた。

「舞さんには、途中でバレちゃったんですよ。オレがハラグロで、それを理由に輝かぐ夜やの仲間をしているって」

「そうなの？　なんでもっと早くに教えてくれなかったの！」

「いつ気がつくのかなあ、と思って、私が美紀を観察していたかったのよ」

「なっ！」

　澄ました顔で言う舞に、美紀が目を吊つり上げる。

「それも違うでしょ!!」

　錦織は再び手を振った。

「事実を知ると美紀さんがショックを受けると思って。それで話さなかったんでしょ！」

　舞は、わざと変なことを言って、美紀の錦織への当たりを和らげようとしている。だが、その気持ちに甘えるわけにはいかない、と錦織は思う。

　美紀は衝撃を受けた顔でしばらく固まっていたが、また、ハアとため息をついた。

「つまり知らなかったのは、私だけなんだ。滑こつ稽けいね」

　両手に顎あごを載せ、シニカルな笑みを浮かべる。

「一応、もう一つ聞いておくけど。じゃあ、錦織くんは今まで、弱みを握られていたからという理由だけで、輝夜さんに協力してきたの？」

「いえ」

　はっきりと答える。

「確かに、最初は脅されて、イヤイヤ。脅されてそれに従っているだけでした」

「最初は――、ってことは、今は違うってこと？」

「ええ。最近は、輝夜と一緒にいるのが楽しかった。それが、正直なオレの気持ちです」

　楽しかった、という言葉に、美紀の眉まゆが微かすかに上がる。何度も何度も、「ハア」という音が聞こえてくる。

「なるほど。そういうことね。なんとなく、分かった」

「すみません。今まで黙っていて」

「ちなみに、いつからなの？　輝夜さんと行動を共にし始めたのは？」

「五月……です」

「じゃあ、私と錦織くんが知り合うよりも前じゃない」

「…………そうなります」

「じゃあ、私が輝夜さんを調べて欲しいって、錦織くんにお願いしたのは、とんだピエロだったってことになるじゃない」

「いや、そんな。ピエロだなんて」

　錦にしき織おりは小刻みに首を振った。

「こういうと言い訳にしか聞こえないかもしれませんけど、オレは一度も、先輩が不利になるような情報を、輝かぐ夜やに流したことはないです。オレが内偵を頼まれたことも、輝夜には言いませんでした。裏切ることにならないように、したつもりです」

　美み紀きがムッと口を結ぶ。

「それで言い訳してるつもり？　あのね。輝夜さんとの関係を私に話さなかった時点で、それは裏切りなのよ」

「は、はい。それは、間違いないです」

　錦織は肩を縮こまらせる。

（そうだよな。オレの言ってることは、言い訳にもなっていない）

　美紀先輩に嘘うそをついていることを、ずっと気にしていた。でも気にするだけで、何もしてこなかった。それは裏切り以外の何物でもない。

「……」

「……」

「……」

　再び、無言の時間になる。錦織は美紀の顔をジッと見つめたまま、美紀は苦悩に顔を歪ゆがめ、舞まいは無表情で虚こ空くうを見つめている。

「まあ、いいわ」

　ややあって、美紀がパンと手を叩たたいた。

「事実は事実なんだから、仕方がない」

　顔を縦に揺らす。

「錦織くんが言っていることも、本当だと思う。もし、錦織くんが本当に裏切っていたら、輝夜さんは絶対に生徒会に何か仕掛けてきていたはずだもの。でも、今のところ何もない。事実、生徒会はなんの被害もなく、無事、運営が続いている」

「何も仕掛けてないかは知らないけどね」

　肩をすくめる舞を無視して、美紀は続ける。

「それは錦織くんが巧うまく、輝夜さんを食いとめてくれていたんじゃないかと、私は考えることにする。実際、そうじゃないの？」

「え、ええ。はい。そうです。そういうことは何度もありました」

　錦織は遠慮深げに頷うなずく。

「錦織くんが既に輝夜さんの仲間だったのは運が悪かっただけだし、そのことを私に言えなかったのも、脅迫されていた立場を考えたら理解できる」

　美み紀きは自分に言い聞かせるように話す。

「だから錦にしき織おりくんの裏切りは許してあげる。でも、それでも、これだけはどうしてもはっきりして欲しいの。これを私は錦織くんに訊きかないといけない。私は訊いてもいいと思う」

　ジッと、錦織を見る。真っ白な頬ほおが少し火ほ照てっていた。

（なんのことだろう？）

　錦織は身構えた。

「正直に答えて」

「は、はい。なんでしょう」

「錦織くんにとって、輝かぐ夜やさんはどういう存在なの？　好きなの？　憧あこがれているの？　恐れているの？　そこのところをはっきりさせて」

　ドキン――。

　錦織の心臓が急激に高鳴った。

（オレにとって輝夜とはなにか？）

　ここ最近、錦織が何度も自問し、そして答えが見つかっていない質問である。

「慎重に、でも本当のことを聞かせて。大事なことなの」

　美紀は怖いというより、悟りを開いたような顔をしている。むしろそれが、錦織には恐怖だった。美紀の横では、舞まいが「どうしてそれを訊くかな」、という風に額を押さえている。

「分かりました。はっきり言います」

「う、うん」

　美紀も緊張した様子で、唾つばを飲みこんでいた。

「よく分かっていません」

「はあ!?」

　美紀は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「この期ごに及んで、分からないですって!?」

　勢いよく立ちあがり、錦織を指差す。

「錦織くん、それ、嘘うそなんでしょ！　また、私を騙だまそうとしている！」

「そ、そんなこと――」

　首を振る錦織の言葉を掻かき消すように、美紀は続ける。

「本当は、輝夜さんのことが好きなんじゃないの？　でもそれを言ったら、私が怒るから、生徒会にいられなくなるから、そんなことを言ってるんじゃ？」

「違いますっ！」

　錦織もテーブルを叩たたいて、立ちあがった。

「そんなんじゃないんです！　確かに、輝夜のことが気になってます。好きかもしれない、と思っていた時期もありました。でも、まだ確信できてないんです！　理由は、輝かぐ夜やが記憶を失ってしまっているからです」

「そ、そんな理由」

　美み紀きは体を震わせて口を大きく開く。だが、言葉は発せられることはなく、そのまま閉じて、ソファーに腰を下ろした。錦にしき織おりも同じように、ソファーに座る。

「輝夜さんの記憶喪失。あれは演技ではないのね」

　少し落ちついた声になる。

「ええ、あれは演技ではありません。本当に輝夜は今、別人のようになっています」

「そう」

　美紀はイライラしたように前髪をかきあげる。

「つまり、輝夜さんの記憶が戻るまで、錦織くんの気持ちは分からないってこと？」

「はい……。すみません。はっきりしなくて」

　錦織は唇くちびるを噛かむ。美紀はやるせなさそうに首を振る。

「それで……、記憶喪失はいつ治りそうなわけ？」

「いや、ちょっとちょっと。美紀。今の錦織くんの説明で、納得するわけ？　記憶が戻るまで分からないなんて、いかにも時間稼ぎじゃない？」

　今度は舞まいが、少し意外そうな声を出す。

「いいの。だって本人が分からない、って言うんだから。仕方がないでしょ？」

「あ――、もう。これだから恋する乙女は」

　肩をすくめる。

「記憶喪失がいつ治るか、なんですが……」

　錦織は頭を掻かきながら、美紀を見る。

「記憶を戻す方法は、一応、あてがあって。仲間で色々と対策を打っている状態です。可能性はあるかな、と。あと輝夜自身も、今、両親の家に戻って、情報を集めていて」

「ふーん。脈はありそうなんだ」

　美紀は腕を組むと、しばらく考えるような表情をしていた。その後、突然、パチンと指を鳴らした。

「分かったわ。私も輝夜さんの記憶を取り戻すのを手伝う」

「へっ？」

「えっ？」

　錦織と舞は、同時に目を瞬まばたきさせる。

「私たちも協力するって言ってるの。輝夜さんの愉快な仲間たちに加わるわ」

「いや、その、へっ？　な、なんでそんな話に？」

「しかも、いつの間にか私も協力することに!?」

　惚ほうけた顔の二人に対し、美み紀きは勝ち誇った表情になる。

「だって、記憶が戻るまでは結論がでないんでしょ？　答えられないんでしょ？　だったら、それを手伝うわよ。一応、これでも元生徒会長なのよ。絶対に役に立つわ」

「そ、そうかもしれませんが、記憶喪失を治すのと生徒会長の経験にはあまり関係が……」

「それによ！」

　発言を妨げて、美紀は錦にしき織おりを指差した。

「輝かぐ夜やさんは、仲間の錦織くんを生徒会に送りこんでいるのに、私が輝夜さんの組織に入ってないのは、不公平というものよ。お互いに入りこんで、共有化する。これが、新しい安全保障のあり方ってやつでしょ！」

「ほ、本気ですか、美紀先輩！」

　錦織は口の端をピクピクとさせる。

「もちろん。私はいつだって本気よ！」

　自信たっぷりな笑いを浮かべた。

「じ、自分から仲間になろうとした人は、先輩が初めてなんですが。いや、でも。もし、輝夜の記憶が戻ったら、その時がなんか怖いんですが……」

　錦織は想像して、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「観念なさい！　本当なら裏切りものとして生徒会に連絡して公開裁判のところよ。それを、協力するっていうんだから。これほど優しい元生徒会長はいないでしょ？」

「それはそうなんですけど」

　米よね倉くらたちに相談してみます、とは言える雰囲気ではない。

「分かりました。じゃあ、今度、秘密基地に来てください。一緒に、輝夜の記憶を取り戻す方法を考えましょう」

「オッケー、了解、分かったわ！　明日、行くわね！」

「あ、明日？」

「そりゃそうよ。だって、善は急げって言うじゃない」

　美紀はそう言うと、今度はニッコリと微笑ほほえむ。

　少し赤くなった目を、嬉うれしそうに細めていた。





「あんなもんで済んでよかったじゃない」

　ファミレスのレジ前でトイレに行った美紀を待っている間、舞まいがポツリと言った。

「えっ？」

　錦織は不安そうに、舞の顔を見返す。舞は彫刻のように固まった無表情で、トイレを見ている。その顔は喜んでいるようには見えない。ただ、ホッとしているように思えた。

「美み紀きはそこまで絶望していないわ。少なくとも、表面上は」

「ええ。でも、なんか無理させちゃってたりしないか、心配です」

「無理できるくらいの希望があるんなら十分よ」

　淡々と言う。それから、見た者を凍りつかせるような冷たい瞳ひとみを、錦にしき織おりへ向ける。

「もし、美紀が絶望していたら、錦織くん。私はあなたのことを絶対に許さなかった。私の持つ全すべての力を使って、あなたを破滅に追いこんでいた」

「……」

　錦織はブルブルッと体を震わせる。舞まいの怖さはよく知っている。単調な声の向こうには、獰どう猛もうな牙きばのようなものが隠されているのだ。

「錦織くんの曖あい昧まいな返事のお陰で、仮かり初そめの平穏を得ることはできた。でも、だからっていつまでも延ばしたりして、それで美紀の気持ちを裏切ったりしたら……」

「ええ、分かってます。分かってますって！」

　錦織は顔を横に振るしかなかった。



　　　　☆



「全員、揃そろったみたいね！」

　明けた月曜の午後のこと。紫し苑おん高校校舎三階の生物資料室奥、秘密基地と呼ばれている小部屋に元気のよい声が飛んでいた。

「じゃあ始めちゃいましょうか」

　声の主、松まつ島しま美紀は集めた机の一番前に立ち、機嫌よさそうに前髪をかきあげる。

　それを錦織、六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの四人が見守り、美紀の背後、少し離れたところで舞がパイプ椅い子すに座って脚を組んでいた。

「これから『新世界構築』会議あらため、『第２生徒会』会議を行うわよ！」

　美紀は満足そうに笑い、秘密基地内を見まわす。

「いや、いや、いや、ちょっと！」

　六道がパタパタと手を振る。

「なんですか六道さん。ええっと、これによると、サイクロン？」

　美紀は手元のノートを見ながら言う。記憶を失った輝かぐ夜やのため、『新世界構築会議』の説明用に錦織が作った資料。それをそのまま美紀に渡したのだ。

「いや、なんというか……。ここに前生徒会長が当たり前のようにいるのが、ものすごく不思議なんですけど。どういう展開？　ってか、分かってないの、また六道だけ？」

　不安そうにキョロキョロと周囲を見ている。

「いえ。私も分かっていません」

　米よね倉くらが首を振る。

「どういうことなの？」

　米倉、六りく道どう、弓ゆ削げの三人は、一斉に視線を錦にしき織おりへ向けた。

「えっと、それは」

　錦織は言葉を詰まらせながら、美み紀きの方をチラチラと見る。

「それはね。私が輝かぐ夜やさんの一派に入ったからよ！」

　美紀が誇らしげに胸を張ってみせた。

「入った!?　マジで？」

「本当ですか？」

　六道と米倉は驚きの声を上げる。

「ふっふっふ。驚くのも無理はないわね。でも、ホントのことよ。私は今日から、みんなの仲間になるから。以後、よろしく」

「一応、私も」

　後ろの方で、舞まいが会釈をする。

「どういうこと、にしぽん！」

　弓削が理解できない、という目で錦織を見る。

「いや、そ、それはだな」



    

  
    
      



    

  
    
      　三人の女子に疑惑の視線を向けられ、錦にしき織おりは言葉を詰まらせる。

「まあ、なんつーか、美み紀き先輩の言う通りなんだ。色々あって、美紀先輩と舞まい先輩は、閣かつ下かの記憶回復に協力してくれることになった」

「なにがどう色々あると、そういう展開になるわけ？」

　六りく道どうが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「詳しく話すと長くなるから簡単に説明すると、オレが閣下とつるんでいることがばれた」

「そりゃ、ここに二人が来てるんだから分かるけど」

　弓ゆ削げは肩をすくめる。

「やれやれ。なんでばれるかな。ドジだねえ。だから、あの二人には気をつけろって、六道、あれだけ言ってたじゃん」

「そんなことを言われた覚えはないぞ。あと、ドジだなんて六道にだけは言われたくない」

「ただ、松まつ島しま先輩に事実を知られたことと、先輩が私たちに協力してくれる、というのは、単純には結びつかないと思うのですが」

　米よね倉くらが不思議そうな顔をしていた。

「そうだよ。美紀先輩にとって、閣下はライバルでしょ？　なんで、ライバルが戻ってくることを、先輩が協力するのか謎なぞ過ぎだよ」

　女の子たちは揃そろって顔をしかめている。

「その疑問はもっともだと思う。思うんだが……」

　錦織は頷うなずくと、ヘルプを求めるように再び美紀へアイコンタクトを送る。

「そ、それはね」

　美紀が少し顔を赤くして口くち篭ごもる。

「それは元生徒会長として、我が校の生徒は健康であって欲しい、と願っているからよ」

　舞が助け舟を出す。

「そうそう。それよっ！」

　ビシッと舞を指差す。

「確かに輝かぐ夜やさんはライバル。生徒会にとっては最大の脅威かもしれない。でも、それでも、紫し苑おん高校の生徒には違いないもの。錦織くんに聞くと、あなたたちは輝夜さんの記憶を戻そうと努力しているって言うから。協力を申し出たのよ」

　再び、胸を張って見せた。

「なるほど。矛盾はないですが」

　米倉は納得してなさそうに、何度も首を傾かしげている。

「閣下の記憶を取り戻す理由は分かりましたが、今までの閣下と美紀先輩の関係や、錦織くんが実は閣下の味方だった、という事実が発覚したにもかかわらず、そこまで協力してくれる理由がやっぱり見えないのですけど」

「なにか、にしぽん、美み紀き先輩と裏取引してるんじゃないの？」

「し、してないって！」

　錦にしき織おりは慌てて手をバタバタと振った。

「怪しいなあ」

　六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの三人は、一様に信じてなさそうだった。

「錦織くん、あなた、あまり仲間に信用されてないみたいね」

　美紀にジロリと見られ、錦織は「はあ」と恐縮するしかない。

「納得できないのは分かるわ。今までの事情だってよく知っているわけだしね」

　美紀は米倉たちに向かってゆっくりと語りかける。

「色々と怪しいと思う気持ちも分かる。実際、話してないこともあるのは認めるわ。でも、一つだけ、間違いなく本当のことがある。それは、私は輝かぐ夜やさんの記憶を本気で取り戻すつもり、ということ。だから自分にできる精一杯のことをする。これは本当。約束する」

　凛りんとした声が、小さな部屋の中に響く。ハッとするような緊張感のような物が、秘密基地を満たした。米倉や六道たちの美紀を見る目の色が、その瞬間、変わった気がした。

（さすが、美紀先輩……）

　錦織は心の中で賞賛する。さすが自分が尊敬してきた人だ、と思う。

「そうですね……」

　米倉が静かに口を開く。

「そういうことなら、私たちとしては異議はありません。閣かつ下かの記憶が戻って欲しいのは、私たちだって同じですから」

「そだね」

「それはそうかな」

　女の子たちは頷うなずきあった。

「ただ一つ確認ですが、仮に閣下の記憶が戻った後、先輩たちは私たちに対し、どうなさるつもりなんですか？　強制解散ですか？」

　心配そうに目を細める。

「そうね。まだ決めてないけど、たぶんそんなことはしない。それで迷惑がかかる人がいるかもしれないし。だからむしろ、ずっと一緒に行動して、監視しようと思うかもね」

「それじゃあ、美紀先輩も閣下の仲間みたいじゃん。一緒に新世界構築しますか？」

　六道がピースサインをつくると、

「それもいいかもしれないわね」

　美紀は微笑ほほえみで答えた。

（まじかよ、美紀先輩）

　錦織は恐こわ々ごわと美紀を見る。事実を知ってしまってから、何か吹っ切れたかのように見える。

「分かりました。では一緒に協力していきましょう。ここにはいませんが、閣かつ下かも記憶を無くしている今の状態なら、たぶん賛成すると思います」

　米よね倉くらの言葉に、六りく道どう、弓ゆ削げも拍手する。錦にしき織おりはホッと安あん堵どのため息をついた。

「よおっし。じゃあ、そうと決まれば、私と舞まいに今の状況を教えてよ。どうやって、輝かぐ夜やさんの記憶を戻そうとしているのか」

「う――ん。これには話すと長い事情があるのですが……」

　錦織は米倉たちと顔を見合わせる。

「輝夜の周りで発生する不思議現象から説明しないといけないんで……」

「不思議現象？」

「？」

　美み紀きと舞は顔をしかめる。

「もしかしたら、信じてもらえないかもしれないのですが……」

　錦織は耳の後ろを掻かくと、美紀たちの方を向いた。



「う――――ん。にわかには信じられないわね」

　錦織の話が終わると、美紀は腕を組んだ。

　輝夜の周りで決まった条件が重なると変なことが起きていることを話した。記憶喪失の原因も、その可能性があるということも。

「不思議現象ねえ」

　美紀はしきりに首を傾かしげる。横で聞いていた舞は、興味深そうに目を細めている。

「以前、美紀先輩や舞先輩が遊園地にいた時、火事がありましたよね」

　錦織は美紀の表情をうかがう。

「あったわね。原因不明の」

「ああいう不可解なことが、今までにも何度も起きているんです。それも大抵、輝夜が大ピンチになったり、興奮したりした時に」

「でも、偶然の可能性もあるんじゃない？」

　美紀は信じられないというような顔をしている。

「偶然っていうにはあまりに不自然なくらい起きています。ですから、閣下が関係している確率は高いと私たちは判断しました」

「…………」

　追加で説明する米倉の横で、錦織は軽く唇くちびるを噛かんだ。

（もしかしたら、オレ自身も関係しているかもしれないんだよな）

　輝夜の乗った電車を自転車で追いかけている時にも起きた奇跡のような現象――。

　輝かぐ夜やが全すべての原因なら、あれは説明できない気がする。ただ、この場でそれを言うと、話が複雑になるので止やめておいた。

「その真偽はいいわ。だけど、その現象と輝夜さんの記憶を戻すのと、どう関係があるの？」

「記憶を無くした時と同じく、興奮させて、奇跡を起こさせて、記憶を戻せないかなと」

　弓ゆ削げがやや自信なさげに言う。

「なるほど」

　美み紀きは腕を組んだまま、柔らかそうな桃色の唇くちびるを結んだ。

「異常現象を使うかどうかはともかく、記憶喪失の治し方として、輝夜さんに刺激を与えるのはいいと思うわ。記憶喪失の本にも、刺激がきっかけで、脳の記憶の回路が復帰して、記憶が戻った例は、古今東西、沢山あるもの」

「ああ、なるほど」

　錦にしき織おりは頷うなずき、それからホッとする。それなら、たとえ不思議なことが美紀に信じてもらえなくても、作戦の変更はしなくてすむかもしれない。錦織としては、まだ今のやり方を諦あきらめる気にはなれない気がするのだ。

「まあ、そういうわけで、六りく道どうたちは色々と興奮させようと試みたのだけど、何をやってもイマイチで。今の閣かつ下かは、あんまり動じないんだよね」

「なるほど。状況は分かった、かな」

　美紀は首を縦に振る。組んだ腕を解ほどき錦織の方を見た。

「とにかく輝夜さんを興奮、あるいは精神的に揺さぶるようなことを考えればいいわけね」

「そう。そういうことです。さすが元生徒会長。理解が早い」

　六道はおだてるように美紀を指差した。

「輝夜さんが興奮するようなことねえ」

　美紀は顎あごに手をあてて「う――――ん」と考え始める。

「怒らせるのはどう？　いやがるようなことをやって」

「それは考えたのですが……、今の閣下は仏様のように心が穏やかになってしまって。ちょっとやそっとじゃ、怒ったりしません」

　米よね倉くらが首を横に振る。

「そうそう。昔みたいに、そうそうキレたりしないんだよねえ」

　六道がしみじみという。

「だったら、もっと大ピンチにしたら？　危機的状況にするの。屋上から突き落とすとか」

「はいっ！　それ、六道が以前に提案しましたが、錦織くんに却下されました！」

「なんで却下なの？　錦織くん」

　美紀が少し怖い顔で錦織を見る。

「いや、だって物理的にピンチにするのは、一歩間違えたら大おお怪け我がしそうじゃないですか。さすがにそれはまずいでしょ？」

　錦にしき織おりはパタパタと手を振る。

「そうね。事故はまずいわ。でも巧うまくやればいいんじゃない。ロープをつけて落とすとか」

「どうしてつきおとす前提なんですか！　しかも、それはまたしても、六りく道どうのアイディアと同じレベルです」

「なんですってっ!?」

「えっ？　なんで生徒会長、ショックを受けた顔で六道を見てるんですか!?」

　六道は不満そうに口を尖とがらせた。

「そ、それはともかく。でも、物理的が駄目なら精神的に衝撃を与えるしかないじゃない。様々な方法で揺さぶりをかけたり」

「それも色々やったんだけどね」

　弓ゆ削げが思い出すようにため息をつく。

「記憶を無くした後の閣かつ下かは米よね倉くらの言う通り、落ちついちゃって。あまり動揺しないんです。こっちでドキドキのシチュを用意してもみたんですが、全然巧くいかなくて」

　錦織も首を横に振る。

「なるほどね。既に色々と試した後なわけね」

　美み紀きは真剣な顔で、「う――ん」と声を出した。

「一つ教えて欲しいのだけど」

　それまで黙っていた舞まいが、急に手を挙げた。

「昨日、輝かぐ夜やさんは電車に乗ってどこに行こうとしてたの？　なんだか遠くへ行きそうな感じに見えたけど。今日もお休みってことは、結構、大事な用件なんでしょう？」

「あ、そうだった。みんなにも言うのを忘れていたんだけど」

　錦織は手を打った。

「実は輝夜、東京に住んでいる両親の所へ、記憶を取り戻す手がかりを探しに行ったんだ」

「手がかり？」

　米倉と六道は顔を見合わせる。

「ってか、かぐやんの両親って、そんな近くに住んでいたんだ」

　弓削が意外そうな声を出した。

「てっきり六道は、両親は仕事の都合で海外在住中だと思ってた。閣下は多感な時期でもあるし、おばあちゃんのところに預けられているのかと」

「オレは、そこまでは妄想を広げてはいなかったけどな」

「ご両親の所へ行けば手がかりを掴つかめると輝夜さんが思ったのはなぜ？　理由は？」

　舞は少しイライラした口調で言う。

「それはですね。どうも、輝夜がパパママと離れて暮らすようになったのは、理由があるらしいんです。閣かつ下かのばあちゃんの話だと、それは閣下にとって、すごく大事な記憶だったらしいんです。新世界構築の話を始めたのも、その頃ころからとか」

「ふ――ん」

　舞まいは興味深そうに目を細める。

「閣下も記憶を取り戻そうと思っていて……。離れて暮らすようになった理由を両親に尋たずねに行ったみたいです」

「ちょっと待ちなさい。もしかして、それはものすごく大事な情報なんじゃないの？」

　美み紀きがキランと目を光らせる。

「というと？」

「あのね、錦にしき織おりくん。分かってないわね」

　美紀は細くて長い人差し指をスッと立てた。

「輝かぐ夜やさんの異常さって、結構、すごいわよ」

「ええ。それはオレも分かりますが」

「あんな濃いキャラになるには、それなりの理由があるわ。いや、あるに決まってるの！」

「それは、そうかも……」

「かもじゃなくて絶対にそうよ！　現代社会で普通に育った子供が、新世界を構築しようなんて、考えるようになる？　あんな風になったのには、何かきっかけがあったはず」

「はあ。なるほど」

　錦織はいまいちピンと来ていない顔をする。

「それでね。今の話を聞いて思ったけど、そのきっかけは、輝夜さんが両親と離れてこっちに住んでいる理由と関係あるはずよ。つまり、その小さい時にあった事件というのは、その後の思想に影響を与えるくらい、大きな事件だったってこと。もう、分かった？」

　美紀は立てた指を横に揺らす。

「もしかして……、その事件を利用したら、閣下を精神的に動揺させられるんじゃないか……。そういうことでしょうか？」

　米よね倉くらが固い表情で言う。

「その通り！」

　米倉を指差す。

「名づけて“〝魔王のルーツを探せ！”〟」

「なるほど」

　錦織はポンと手を打つと、米倉たちに「どう思う？」と視線を配る。

「いいかもしんない」

「閣下が新世界構築を目差すようになった理由かあ。確かに、どうして今までそこに気がつかなかったんだろうね」

　六りく道どうと弓ゆ削げは頷うなずきあう。

「可能性はあるとは思いますが……」

　米よね倉くらは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ただ……、記憶を治すためとはいえ、個人の過去を暴くというのは少し抵抗がありますが。しかもそれを利用するというのは……」

「そんなこと言ってる場合じゃない。どんなことをしてでも、記憶が戻った方がいいに決まってるでしょ！」

「う―――ん。それはそうなんですが……」

　米倉は唸うなりながら、錦にしき織おりをチラリと見る。

「今更ですが、やはり、そこまでして閣かつ下かの記憶を戻そうとする先輩に違和感を覚えます」

　錦織はギクッと唾つばを飲みこんだ。

「でも……、おっしゃっていることは間違いないと私も思います。私も閣下の記憶は戻って欲しいですから。分かりました。ルーツ作戦に、私も異議は無いです」

　ようやく頷く。六道、弓削も続いた。

「じゃあ、みんな賛成ってことで。ただ、問題はどうやって調べるかじゃないですか？　オレたちの調査で、そんな個人の過去を調べられますかね？」

　錦織は心配そうに美み紀きを見る。

「そういうことなら私に任せなさい」

　美紀はパンと胸を叩たたき、それから立ち上がる。鞄かばんから出した腕章を勢いよく腕につけた。腕章には『報道部』の文字がデカデカと刺し繍しゆうされていた。

「私は元報道部部長よ。個人のルーツなんて、簡単に、洗いざらい調べられるわよ！」

　誇らしく腕を振り上げる。

「以後、私のことはキャップと呼びなさい」

　美紀は高らかに声を張り上げる。

　その横で、舞まいが額に指を当てていた。



　　　　☆



　茜あかね色いろの夕空に、千ち切ぎれた雲がポツポツと浮かんでいる。森へ戻るカラスの群れの鳴き声が、物悲しい秋の空に響き渡る。

「本当は……。何があったのですか？」

　歩きながら、米倉はポツリと言った。

　会議の後のこと。錦織、六道、米倉の三人は、いつもの帰り道を歩いていた。

「何があったって、昨日の話だよね？」

　錦にしき織おりは口の端をピクピクと震わせながら米よね倉くらの顔を見る。米倉は無言で頷うなずいた。

「閣かつ下かの乗った電車を追いかけて、追いついて、行かないで欲しいと言っていたら。背後に美み紀き先輩がいてさ。まさかって感じだった」

　錦織は「ハハハ」と乾いた笑い方をする。

「でも、それと先輩たちが仲間になってくれたことが、どうしても結びつかないんです」

「そ、そうね」

　錦織はコメカミをピクピクと動かす。米倉の疑問はもっともだ。美紀から告白されたこと。輝かぐ夜やの記憶が戻らないと、本当に気持ちが分からないと答えたこと……。それを説明しない限り、納得できないだろう。だがそれを、米倉に言うわけにはいかない。

「六りく道どう的には、錦織くんが先輩と裏取引を結んだと確信しているけどね」

　六道が目を糸のように細めている。

「ほお。一体、どんな裏取引なんだ？」

「錦織くんの裏切り行為を責めない代わりに、生徒会長は閣下の記憶を戻す？」

「それ、代わりになってねえぞ。美紀先輩が単に善人じゃね？」

「あれ？　そういえばそっか。じゃあ、錦織くんの裏切り行為を責めない代わりに、錦織くんは以後生徒会長の手下になって、生徒会長は閣下の記憶を戻す？」

「だからそれも生徒会長が一人、損をしてるって！」

　錦織は六道にチョップをする。

「錦織くんの裏切りを知っても尚なお、閣下の記憶を戻したい理由があると思うんですけどね」

「いや、な、ないよ」

　手をパタパタとやりながら、錦織は「鋭い」と思っていた。

「ただ、目的は違うかもしれませんが、先輩も私たちも、閣下の記憶を取り戻したいという気持ちに変わりなさそうですから。一緒に知恵を出し合えば、巧うまくいくかもしれません」

　米倉は強い意志を示すように唇くちびるを強く閉じた。

「そうなって欲しいよな」

　錦織は空を見上げる。根拠はまったくなかったが、このメンバーなら輝夜の記憶を取り戻せるんじゃないか。そんな楽観的な予感がなぜかある。

「ところで―――――――！！！」

　急に六道が錦織と米倉の前に回りこんだ。

「閣下のことはひとまずおいておいて！」

「おいておいて？」

　錦織と米倉は足を止めて、眉まゆ根ねを寄せる。

「今週末はいよいよ、アレですよ！」

「アレってなんだよ」

「もう！　アレと言えば、文化祭に決まってるじゃないですか。他にありますか？」

　紫し苑おん高校の文化祭が土日の日程で行われる。一年Ａ組は演劇を披露することが既に決まっている。題目は「かぐや姫」。

　錦にしき織おりと米よね倉くらは顔を見合わせる。

「そうだけど？」

「そうですね」

「なっ！　なんでお二人ともそんなに余裕!?」

　六りく道どうは信じられないという風に、目を見開いた。

「ふ、二人とも分かってんのかな？　いや、もしかしたら分かってないんじゃない？　この重要さを。だって、六道たちにとっては、この学校で初めての文化祭なんだよ？　ファースト・ブンカ・フェスティバルなんだよ」

「どうして一部日本語なんだよ」

「そんなことはどうでもいいんだっ！」

　六道はクワッと口を開いた。

「うわっ。英語の語ご彙いの少なさを、勢いで誤ご魔ま化かそうとしたなっ！」

「六道が言いたいのはね。もっと気合を入れて、主体的に参加しようとしないと、何もなく終わってしまいそうってこと!!」

「ってか、オレ、生徒会の文化祭の手伝いで、イヤと言うほどやってるから」

「私も演劇の演出とサークルの出展をしていますけど」

「みんな、ちょうしゅたいてきだったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――!!」

　六道はムンクの叫びのように頬ほおを両手で押さえて叫ぶ。

「つーか、主体的に参加していないのは、六道、お前だけじゃないのか？」

「参加してなくないもん。焼きそば店で売り子するもん」

「ああ、焼きそばね。うんうん、焼きそば焼きそば……（ぷっ）」

　錦織は横を向いて口を押さえる。

「ああっ！　錦織くん、焼きそばをバカにしたな！　焼きそば店だって大事な模擬店なんだよ？　文化祭に来てくれた皆様の胃袋を満たすんだよ？」

「焼きそばをバカにはしてねえよ。でも、それって剣道部が毎年やってるヤツだろ？　六道は言われて売り子するだけじゃん」

「ガガ――――ン。確かに」

「だから前から言ってるじゃないか。自分から動こうとしないと、高校生活はいつの間にか過ぎ去っていく。夜空を横切る流れ星のように……って」

「そんなクサイこと、初めて言われたよ――――!!」

　六道は叫びを繰り返す。

「よ――し。じゃあじゃあじゃあ、今から主体的に動くよ。動けばいいんでしょ？　フン」

「なに、突然、逆ギレしてんだよ」

　六りく道どうはポケットからＡ４の文化祭の予定表を出して開く。

「ええっ、初日の午後は空いてないから、午前、三人で文化祭をまわるのは？」

「主体的に動くって、見てまわるだけかよ。まあ、いいけど」

　ツッコミを入れながら、錦にしき織おりは自分の予定を確認する。

「生徒会があるから、午前中全部ってのは確実に無理だけど、短時間だな」

「残念ながら、私は『郷土史研』のプレゼンがあるので……」

「えええ――――」

　六道は口をアヒルのように結んだ。

「主体的に動いている生徒には、あんま暇がないんだよ」

「ショックな上に、イヤミまで！」

　叫ぶ六道に米よね倉くらは申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんなさい。私も午後なら空いているのですが」

「オレも午後は何箇所か空きがあるな」

　錦織と米倉は顔を見合わせる。

「だったら、一緒にまわりますか？」

「いいね。今までオレたちが“〝主体的”〟に“〝準備”〟してきた文化祭が最終的にどのような物に仕上がったのか、二人の目で確かめようぜ」

「ちょ、ちょっと！　あてつけのように六道を無視して、お二人は文化祭デートですかそんなに冷たいですか？　焼きそば娘には文化祭を回る権利もないと!?」

　衝撃を受けたように六道の体がグラリと揺れる。

「別に無視ってわけじゃあない。ただ、ちょっと、運が悪かったな」

「運が悪いの一言じゃ済まされないよぉ、このいけずぅぅぅぅぅ!!　グルグルグルグルグル」

　六道は錦織の耳元で唸うなり続ける。錦織は耳を塞ふさいで、嫌そうな顔をした。

「鬱うつ陶とうしいなあ……。だったら、初日の午前、本当に短時間なら都合がつくから、二人でまわるか？　米倉はいないけど」

「ホントに!?」

　六道は嬉うれしそうな声を出した。

「でも、いいの？　忙しくない？」

「忙しいが、小こ一時間くらいならなんとか。だが、あくまで今のところの予定だからな。もしかしたら、その後、突発的な仕事が入って、いけなくなる可能性もある」

「また、そういうイケズなことを言う」

　と言いつつ、六りく道どうの目は嬉うれしそうだった。

「オッケー。じゃあ、午前に六道、午後に米よね倉くらと文化祭な」

　錦にしき織おりは予定表に書き加えながら、ハタと思い出したように走らせるペン先を止める。

「米倉。文化祭まであと四日だけど、今更だが、Ａ組の劇の方は大丈夫なのか？　主役は明日まで休みなわけだが」

「大丈夫です。閣かつ下かのパートはもうだいぶ前から完成していますから。今は、他の人のレベルを上げることが大事ですね」

　米倉は安心させるように頷うなずく。

「そっか。それならいいんだけどな」

　肩をすくめて、赤く染まる空を見上げる。

「閣下、本当に帰ってくるのかな？」寂しそうに目を細める。なんとなく不安な気持ちになるのは、たぶん、あの空の色のせいだと、錦織は思った。
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「やっぱここにあったかあ！」

　数日が経たち、再び放課後のことである。錦織は無人の秘密基地で胸を撫なで下ろしていた。机の上に積み重ねられた雑誌の山の中から、一冊のノートを抜き出す。行方不明になっていた数学Ａのノート。秘密基地で六りく道どうに貸したまま、忘れていたのだ。

「ったく。借り物くらいちゃんと管理して欲しいよ」

　その場にいない六道に文句を吐きながらノートを鞄かばんに収める。そして、「ふう」と溜ため息いきを吐き出し、秘密基地内を見まわす。

　薄暗い、誰だれもいない小さな空間。なんとなく物寂しく感じる。

「秘密基地に一人っていうのもなんか、妙な感じだな」

　独りごちて肩をすくめると、扉へ向かって歩こうとする。

　その足が急に止まる。壁際に置かれたロッカーをジッと見つめて、そのまま固まる。閉じられた扉の端から、半ズボンのような物がはみ出している。黒か紺のようなダークな色で、サイドに白いストライプ。端部はゴムによって妙な皺しわが入っている。

「こ、これは……」

　その怪しげなマテリアルに、錦織は見覚えがある。ブルマである。以前、体力向上のため運動公園で運動した時に、輝かぐ夜やが着用していた。

「むむう」

　錦にしき織おりは唸うなり声を上げながら、眉まゆ根ねを寄せてロッカーに近づく。さりげなく扉を開く。挟まっていたブルマが、ハラリと床に落ちた。

「！」

　錦織は息を飲んだ。ロッカーの中にはその他、体操服だけでなく、メイド服、スクール水着など、過去に輝夜たちによって着られた衣装が無造作に積み重ねられていたのだ。

「あ、あいつこんな所に保管していたのか」

　狼ろう狽ばいした様子で錦織は腰を下ろすと、床に落ちたブルマを拾う。両手で三角形の両端を持って、顔面まで持ち上げた。

　ドキドキと心臓が高鳴る。思わず唾つばを飲みこんでしまう。ブルマというものをこうもまじまじと見たり、触ったりしたのは、錦織にとって初めての体験である。妙にツルツルとした、しかし伸縮性の高い化学繊維布の触感と、他の追つい随ずいを許さない独特の配色が、なぜか錦織の胸を打った。さらに、これに輝夜の下半身が収まっていた姿を想像して、錦織の興奮はさらに強まる。

「いや、いかん。これはいかん」

　錦織は首を振り、深呼吸をして高ぶった気持ちを落ちつかせる。

「った、たく。ちゃ、ちゃんと収めないといけないだろ？」

　震える手でブルマを持ち、ロッカーへ戻そうとする。

　その時――、

「結局、秘密基地かあ。あたしはカラオケがよかったのになあ」

　隣から女の子の声と、複数の足音が聞こえてきた。

「今の声、弓ゆ削げか？　やばっ」

　錦織は焦る。今、秘密基地に女の子たちが入ってきたら……。無人の秘密基地でブルマを鷲わしづかみ。しかも覗のぞきこんでいる先にはコスプレ衣装の山。こんな所を見られたら変な誤解をされるに違いない。

　一刻の猶予もなかった。錦織は頷うなずくと、ブルマと共にロッカーの中へ身を潜ませた。

　錦織がロッカーの扉を閉じるのと同時に、秘密基地の扉が開かれる。

「場所はともかく、晴れてよかったじゃないか。丁度いい女子会日和だぞ」

「ここにいると、外の天気とかあまり気にならないですけど」

　扉の上部にあるスリット状の穴から、基地に輝夜と米よね倉くらが入ってくるのが見える。

「こんなに晴れていたら、公園にビニールシートを広げてやるのもありだったね」

　大きなビニール袋を両手に抱えた六りく道どうと弓削も現れる。

（女子会？　そうか、今日、だったのか）

　錦にしき織おりは聞かされていなかった。

「む」

　部屋に入ってきた輝かぐ夜やが急に立ち止まり、顔をしかめる。

「明かりがついてるな。そして、少し前まで人がいた気配がする……」

　キョロキョロと用心深げな視線を周囲へ向ける。

（明かりは最初からついていたぞ！）

　錦織は心の中でツッコミをいれる。

「閣かつ下かが消すの忘れてたんじゃない？」

　六りく道どうはビニール袋を机の上に置きながら首を傾かしげる。

「そんなことがあるか？　私がそんなミスを犯すか？」

「来るとつけっぱなしのこと、あるよー」

「本当か。だが、しかし……」

　輝夜は納得がいかないように顎あごに手をあてる。

「明かりはともかく、少し前まで誰だれかがいた気配はする。しかもこれは、男子の匂においだな」

　輝夜はクンクンと鼻を動かす。

（お前の嗅きゆう覚かくは犬並みか！）

　錦織は口を引ひき攣つらせる。

「もしかしたら、スパイが荒らしていたのかもしれないぞ」

「大丈夫だって。スパイだったら、わざわざ忍びこまずに乗りこんでくるって」

　弓ゆ削げが肩をすくめる。

「我々の活動の証拠を集めていたのかもしれないぞ」

「今更そんなことしないよ。そのことはとりあえず忘れて、女子会を始めようよお」

　言いながら、六道はビニール袋の中の紙コップを机の上に配り始める。米よね倉くらがポテチの袋をパーティ開けで開いていた。

「う―――む、まあ……そうだな。何か盗まれた形跡もないしな」

　輝夜も渋々といった具合に頷うなずく。

「よっし、じゃあ始めよう」

「おう」

「ええ」

　六道、弓削、米倉の三人は、いつもの自分の席につく。最後に輝夜が一番奥の椅い子すに腰を下ろすと、六道が立ちあがった。

「では、これよーり、女子会を始めたいと思いま――――す」

　六道の音頭で、女子たちからパチパチという拍手が沸き起こる。互いの紙コップにジュースを注つぎ合い、お菓子に手を伸ばす。

（やべえ。これじゃあ、出るに出られねえ……）

　錦にしき織おりはロッカーの中で額に汗を浮かべた。



    

  
    
      
２　文化祭前夜



「眠い。なんでこんなに眠いんだ、今日は」

　明けた火曜日。錦織は欠伸あくびをかみ殺しながら、登校していた。

　十分な睡眠時間を取れたつもりだったが、なぜか寝足りていない気がする。むしろ、寝すぎて頭がボーッとしている時の感覚に近い。

「錦織、おはよう」

「おはよう」

　朝練に行く運動部のメンバーに声をかけられ、錦織は眠気を封じこめ、爽さわやかに挨あい拶さつを返す。近ちか頃ごろすっかりメッキがはげてきている優等生面づらが反射的に出てしまうのだ。

　錦織が紫し苑おん高校の校門を通りぬけようとしていた時、

「錦織くん、おはよう」

　門の脇わきから、元気のない声が飛んできた。

「おはようございます。ど、どうしたんですか？」

　錦にしき織おりは慌てた。校門の陰に身をひそめるように美み紀きが立っていたのだ。眉み間けんに深い皺しわを寄せた深刻そうな顔で。

「実はね……」

　美紀は生徒会室のある建物の方を向く。錦織は頷うなずくと、美紀と一緒にそちらへ歩き始めた。



「あのね。面倒なことが起きてしまったの」

　無人の生徒会室。美紀は生徒会長席に座ると、机に両りよう肘ひじをついた。錦織は席の前で、不安そうに立っている。

「錦織くんと輝かぐ夜やさんの関係が、私たち以外の人間にバレた」

「ええっ！」

　錦織は目を見開いた。

「な、なんでまた？」

「これは私の監督不行き届きなんだけど……」

　美紀は嘆息する。

「端的に言うと、報道部の人間に真実を知られた」

「報道部って、美紀先輩が部長だった？」

「後輩に七しち条じよう亜あ美みさんって記者がいるの。私の後継者と言われている敏腕よ」

「七条……」

　エア手帳に名前がある。二年生の女子だ。

「その子が、退部する私と舞まいを祝うために、今度の報道部の壁新聞にサプライズ記事を載せようとしてたのよ。『美紀・舞、ドキドキ秘密デート！』という」

「は、はあ」

　それは興味をそそるな、と錦織は思う。

「でね。この前の日曜、電車に乗って外出しようとしていた私と美紀を、家からずっと追いかけていたのよ。七条さんは」

「前の日曜の電車って……、まさか、あ、あの時ですか？」

　ゲゲッと口を歪ゆがませた。

「そうなの。実はあの場にもう一人、紫し苑おん高校の生徒がいたのよ」

「マジ……ですか」

　つまり、七条にあの時の錦織と輝夜、美紀の会話を聞かれた、ということになるのだ。

「七条さん、その後、私たちを追ってファミレスまで来てたのよ。気がつかなかったけど」

「しゅ、取材熱心ですね」

「そりゃね。私の後継者だもの」

　美み紀きはちょっとだけ誇らしげに言うが、錦にしき織おり的にはかなり複雑だった。

「それでね、錦織くんと輝かぐ夜やさんの関係とか、裏切りとか、その辺を敏感に訊きいているみたいなの。ってか、レコーダーに録音した」

「それは……、かなりヤバイッすね」

　錦織はコメカミを引ひき攣つらせる。

「一応、頼みこんで記事にするのは止めてもらってはいる。でも、報道の自由は守られているし、それよりもほら、人の口に戸は立てられないって、言うじゃない。もう、報道部の一部にはこの情報が知れ渡っている」

「そ、そうでしょうね」

「そういうわけだから。変な噂うわさは立つと思う。一応、火消しはがんばるから、錦織くんもあまり尻尾しつぽをださないように」

　美紀はジロッと錦織を睨にらんだ。

「分かりました。でも、先輩も無理はしないで下さい。それはオレが原因ですから……。あと、先輩」

　ゆっくりと首を振った後、錦織は眉まゆをひそめた。

「なに？」

「えっとその……」

　言いい辛づらそうに口をモゴモゴと動かす。

「どうしたの？　はっきりと言いなさい」

「えっと……。先輩の、その、オレに対する告白のことも、ばれているんですか？」

　その瞬間、美紀の顔にパッと紅葉もみじが散った。

「え、ええ、なんとなくは。でもそっちの方は、はっきりと伝わっているわけじゃないわよ。その辺は、報道部もみんな分かっているから。……でも、どうしてそんなことを訊くの？　私の告白が知られたら、迷惑？」

　少し怖い目をした。

「いえ、もしそんな噂が立ったら、美紀先輩に迷惑かなと思って」

「迷惑なんてそんなこと……」

　美紀は更に頬ほおを赤くすると、

「そんなことあるわけないじゃない」

　照れるように言った。





　一年Ａ組の教室に入った瞬間、錦織は視線を感じた。

（うわあ、チョー、見られてる）

　理由は分かっている。錦にしき織おりはクラスメイトにチラチラッと見られる中、自席へ向かう。米よね倉くらと六りく道どう、弓ゆ削げが心配するような瞳ひとみを錦織へ向けている。

「おはよう」

　席につく。横の六道と弓削に声をかける。

「おはよう」

　返ってきた六道の返事は、どこか元気がなかった。

　クラスメイトたちの目は、錦織が席について鞄かばんから教科書を出す間もずっと錦織に向けられている。

　――と、

「おはよう、錦織」

　クラスメイトを代表するように、西にし村むらが席までやってきた。

（ほらきた）

　錦織は爽さわやかに挨あい拶さつを返しながら、顔を上げる。

「どうかした？」

　肩をすくめる。

「なんか、また、変な噂うわさが立っているんだけどさあ」

　西村はわざとらしく、言いい辛づらそうな顔をしている。

「錦織と輝かぐ夜やについてさ」

「どんな？」

「錦織と輝夜って、前からつきあってたって？」

「えっ？」

　錦織は素で驚いた。

（なぜにつきあってる、なんて話に!?）

　この手の噂は正しく伝わらないものだが、今回もかなり曲がって伝わっている。そこまで飛んでしまっていいのか、と思う。

「いや、つきあってないよ。ってか、一体、どこからそんな話が？」

　嘘うそはついていない。どんだけ伝言ゲームなんだよ、とツッコミをいれたくなった。

「いや、どこからかはよく分からないが、そういう噂が流れていてさあ」

「はあ。でも、噂は噂だろ？」

　肩をすくめてみせた。

「それはそうなんだけど、錦織って記憶を失った輝夜とすぐに仲良くなってたじゃん。あれって、前から仲良しだったからじゃないかって意見があってさ」

「はあ、なるほどね」

　胸の中で舌打ちをする。そういうサブ情報のお陰で、噂の信しん憑ぴよう性せいが増すことはよくある。

「とにかく、輝かぐ夜やとつきあってる、なんてことはないから」

　余裕たっぷりに前髪をかきあげた。

「そうだよなあ。変なことを訊きいて悪かった」

　西にし村むらはあっさり引き下がると、男女が数人集まったグループへ戻っていく。

（嘘うそは言ってない）

　つきあっちゃいない。一緒に新世界構築活動をやっていただけだ。

　どんだけいい訳するんだよ、と錦にしき織おりも思う。でも今は、本当のことを言う気にはなれなかった。



「ねえ、どうするの？　錦織くん」

　昼休憩、六りく道どうが小声で話しかけてきた。六道は唇くちびるを噛かみしめ、不安げに瞳ひとみを細めている。いつもの六道らしくない。

「どうするって？」

　錦織は教室のメンバーに注意を払いながら、さり気なく答える。錦織がはっきりと否定したためか、午前ほど噂うわさ話ばなしは盛りあがっていない様子だ。

「放ほうっておくよ。……それより、六道や米よね倉くらたちの話は出てないのか？　二人が閣かつ下かとつるんで、電波な計画をしていたって話は？」

「うん。今のところはないよ」

「今、美み紀き先輩がなんとかしようとしてくれているから、六道は心配しなくていいって。最悪、オレが噂の出元と交渉するから。大丈夫だ」

　錦織が安心させるように言うと、六道はその気持ちを察したように、少し嬉うれしそうな顔をした。

　その時、勢いよく教室の扉が開かれ、見慣れない女子が飛びこんできた。黒髪のショートカット。アップにした前髪をクリップで留めた、おでこちゃんスタイル。大き目の瞳と、犬のような丸い鼻がなかなか可愛かわいい。制服のカラーには紫し苑おん高校の二年生を示す、二本の線。そして、腕には黄色地に黒い刺し繍しゆうの入った腕章。そこには高らかに宣言するように『報道部』と書かれていた。

　女の子は錦織の顔を見ると、一直線に近づいてきた。

「はじめまして！　報道部の七しち条じようです。錦織貴たかしさんですか？」

　元気のいい声を出しながら頭を下げる。

「ええ。僕が錦織ですけど」

　ゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。

（見たことはあったけど、話したのは初めてだな）

　何かをする時のいきいきとした目が、どこか美紀に似ているような気がする。エネルギーのようなものが迸ほとばしっている。

「あの、突然ですが、錦にしき織おりくんの取材をさせてもらっても、いいでしょうか？」

　七しち条じようは強い眼光を放つ瞳ひとみを、容赦なく錦織へ向ける。錦織は緊張する。

「あ、はい。なんについて、でしょうか？」

「取材の内容は大体、分かっていると思いますが……」

　七条は顔を錦織へ近づけ、目を怪しく細める。

「ズバリ、輝かぐ夜やさんと先輩の二ふた股まただったのですか？」

　他のクラスメイトに聞こえないくらい、小さな声で囁ささやくように言う。

「はっ!?」

　錦織は椅い子すから転げ落ちそうになる。

「いや、二股って。なんでそんなことになるんですか？」

「下手な誤ご魔ま化かしは通用しません。私は知っているんですよ」

「知っているって、な、何を？」

「長きに渡る取材の結果、生徒会長と輝夜さんが錦織くんを取り合う修しゆ羅ら場ばに遭遇したんです。だからなんでも知っています」

　七条は錦織の耳元で言う。

「生徒会長と舞まいさんの取材をしていて、たまたま乗り合わせただけでは？」

「な、なぜそれを！　ガガ―――ン」

　七条は衝撃を受けた顔になる。

「生徒会長に聞きました」

「会長が錦織くんにそんなことを！」

　かなりのショックだったらしく、頬ほおを引ひき攣つらせた。

「ごめんなさい。そのことは先輩にも関係することだから、僕は勝手なことは言えないのですが……。ただ、美み紀き先輩と輝夜さんで二股をかけていた、という事実はありません」

　錦織は真剣な顔で七条を見つめた。七条はなぜか一瞬、頬を染めて、「うっ」と言葉を詰まらせる。

「わ、分かった。今日の取材はこれくらいにしておきます。でも、絶対に事実は明らかにしますから。尊敬する先輩を悲しませることは、報道部・七条亜あ美みが許しません」

　グッと拳こぶしを作って決意を見せると、入ってきた時と同じくらいの速さで、教室を出ていった。

「ふう」

　錦織は静かに口から息を吐き出す。

「どうして報道部が錦織を？」

「やっぱり、例の噂うわさが本当ってことじゃないか？」

　一年Ａ組のクラスメイトたちが、コソコソと話しているのを耳にしながら、錦にしき織おりは空うつろな気持ちになってきていた。いっそのこと、このまま洗いざらい真実を話したい、という気さえしてくる。

（閣かつ下か、早く帰ってこないかなあ）

　教室の中で目を泳がせながら、錦織はぼおっと、そんなことを考えた。

「今日は疲れた」

　夕空の帰り道を歩きながら錦織は独りごちた。文化祭の準備は佳境に入っている。生徒会での打ち合わせも日に日にハードさを増していた。

「しかも生徒会にまで噂うわさ、流れているし……」

　予想はしていたが、七しち条じよう発の錦織と輝かぐ夜やと美み紀きに関するゴシップは、生徒会メンバーにも知れ渡っていた。表立って錦織を批判する者はいなかったが、不信の目で見られている感じはした。元々、前生徒会長の美紀を慕っている人間ばかりなのだ。当然関心が高い。

「ここに来て、ますます混こん沌とんとしてきたよな」

　輝夜の記憶喪失に始まり、不思議現象の理由、秘密がばれそうになっていることまで。たて続けに起きるので、頭の回転の速い錦織でもついていけない。ただ、漠然とした不安だけは確かに存在する。

　歩きながら錦織は空を見上げた。昨日も見た橙だいだい色いろの空がどこまでも高い。

「閣下、早く帰ってこないかな」

　昨日くらいから、同じことを何度も思っている。

　記憶が戻っていなくてもいい。久しぶりに輝夜の顔を見たい。そうすれば元気になれるんじゃないか。そんな根拠のない期待にすがりたいくらい、精神的に参っている。

　明日は登校するとのことだ。今晩には戻っていることだろう。

（夜に電話くらいすっか）

　そんなことを思いながら、重い足取りで自宅付近の角を曲がる。

「！」

　立ち止まる。自宅の前に誰だれかが立っていた。

　見慣れた、もう見たくもないと何度も思ったことのある少女。涼しい風で、長い黒髪が小さくなびく。輝夜真ま央おだ。

「閣下！」

　錦織の声に、輝夜は振りかえる。

　キリッとした眉まゆ、涼しげな瞳ひとみが錦織の姿をとらえる。

（もしやっ！）

　錦織は希望に胸を高鳴らせる。記憶が戻ったのかもしれない、と思った。目が以前の、輝夜真央のそれに見えたから。

　錦にしき織おりは輝かぐ夜やに向かって駆ける。

「閣かつ下か！　もしかして――」

　記憶が、と言おうとした時、

「ハラグロくん」

　輝夜はニコリと笑う。

「……」

　その笑顔に錦織は懐かしさを覚えた。だが、この顔は、輝夜真ま央おの本来の姿ではない。

「帰りの予定は今日だったんだよな？　ってか、帰ってきたばかりなのか？」

　輝夜の持つ、大きな旅行鞄かばんに目を向ける。

「そだよ。駅から直接来たところだったりする」

「マジか。ってか、駅から遠いだろ、ここは」

「鞄にコロがついてるから大丈夫。これで人類はピラミッドも作ったのだ。わっはっはっ」

「ピラミッドを作る並みに大変だったのか？」

「できるだけ早く、ハラグロくんに話を聞いて欲しいと思って、来たんだよ」

　輝夜は優しげに目を細める。

「えっ？」

　錦織はドキッと胸を高鳴らせる。

「そ、それって、どういう意味で？」

「言葉通りの意味だけど？　だって、錦織くん、私が行くことを心配してくれていたし」

　あっけらかんと言った。

「ああ……、なるほど。そういう意味ね」

　錦織は少し残念そうな顔をする。

「前もデートの後、ここに来たらハラグロくんに会えたから。今日も来ちゃった。そしたら案の定、また錦織くんに会えたってわけ。狙ねらい通り？　ニヤリ」

「大事なことなら、事前にメールとかしてくれよ。その方が確実だろ？」

「そんな文明の利器に頼っているから、人類の動物的勘みたいなものは退化の一途なんだよ。勘コツが大事だ」

「昔はあれだけメールで号令だしまくっていたくせに」

　錦織は肩をすくめる。

「あ―――、もしかして、ハラグロくん、私の話、聞きたくないって言ってるの？　遠まわしに言ってるんでしょ？　私の動物的勘はビビビとそれを感じとってるよ」

　輝夜はアンテナのように指を頭に立てて、ビビビと連呼する。

「それ勘じゃねえだろ。しかもあってない。オレは閣下の話を聞きたいと思っていたぜ」

「ホント？」

　輝かぐ夜やはニコリとまた嬉うれしそうな顔をしてみせた。その瞳ひとみは純な子供のような輝きと透明感に満ちている。

「ああ。じゃあ、前と同じ公園に行くか」

「うん」

　輝夜は大きく頷うなずいてみせた。



「子供は元気があってよいのお」

　ベンチに座って、陽ひが欠けても公園を走り回る子供たちを眺めながら、輝夜は相好を崩す。そんな横顔を錦にしき織おりはじっと見つめている。

「閣かつ下か、両親に会ってきたんだよな」

「うん」

「どうだった？　なにか記憶の手がかりなんかは？」

「うーん。結論言うと、まあ、こんな感じで――」

　輝夜は両手をパッと広げる。

「パパ、ママに会っただけで、魔法のように記憶が戻ったりはしなかったのです。はい」

「そうみたいだな」

　錦織は口から小さく息を吐き出した。

「ハラグロくんは、治るのを期待してた？」

「ちょっとだけな。でもまあ、さすがに親御さんに会っただけで治ったら、今までのガンバリはなんだったんだ？　って話だもんな」

「まったくその通りで」

　輝夜は「うんうん」と首を縦に振る。

「でも、なんか収穫はあったんだろ？」

「まあまあ、あったかなあ」

　輝夜は唇くちびるの下に指を当てる。

「まあまあ？　なんか中途半端だな」

「というのも、私の両親というのがなんともごく普通の両親で。ものすごく無難な感じで」

「なんだよ無難って。そりゃ、普通が当然だろ？」

「だって、新世界構築を目指す娘を持つ親だよ？　この親にしてこの娘あり、な感じだと思うじゃん。むしろ、私をもっとスケールアップしたような感じかもって期待するじゃん」

「新世界構築をスケールアップしたらどうなるんだ？」

「なんというか、宇宙の再構築？」

「お前の両親はあれか？　情報統合思念体か？」

　錦にしき織おりが鼻で笑うと、輝かぐ夜やは「ぶう」と唇くちびるを尖とがらせる。

「まあ、確かに。事実ごく普通の大人でしたよ。二人とも働いていて、都心のマンションに住んでた。あれはなんだね。タワーマンションってヤツだね。チッ」

「なんでそこで不満げなんだよ」

「だって、ものすごく高いところに住んでいるんだよ。絶対に上から見下ろしながら『這はいつくばれ、下民共！』とか思ってるよ」

「思ってねえよ。それのどこが無難な両親だよ。ってか、なんで実の親を妬そねんでんの？」

　錦織はいぶかるような目で輝夜を見る。

「とにかく私が言いたいのは、両親と対面してもあんまピンとこなかった、ということ」

「う―――ん。そういうものなのか？　だって、親御さんであることに違いないんだろ？　久々に見た時、何か感じなかったか？　頭に電流が流れたりは？」

「うん、そういうのは全然なかった」

　えらくあっさり答える。

「全然？　懐かしいとも感じなかったのか？　だって、久々に会ったんだろ？」

「そうだねえ。そういうのは全然……。記憶喪失のせいなのか、何年も会ってないせいか分からないけど、顔もよく分からなくて」

「顔を忘れるくらい、何年も会ってなかったの？」

「二人によると、十年前から別居していて、ここ五年くらいは、顔も会わせてないって」

「まじか。それはすごすぎるな」

　呆あきれたように言う。一緒に暮らしてなくても、時々、会ったりはしていると思っていた。

「だから、二人とも、私が会いに行ったことを喜んでて。服とか買ってくれたよ。ちょっとラッキー？」

「まあ、いいんじゃないか？　今までなかっただろうし……。ってかさ。両親に記憶喪失の話はしてあるのか？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せた。

「おばあちゃんから、なんとなく伝わってはいるみたいだった。でも、二人ともそれを心配はしてなさそう。むしろ、記憶を失ったままでいて欲しい感じだったよ。このまま一緒に東京に住もう的なノリで」

「まあ、そうか。そりゃあ、そうなるかもな」

　錦織は険しい顔で腕を組む。

「それで……。なんで、そんな風に別れて暮らすようになったか、閣かつ下か、訊きいたのか？　そこんとこが大事なんだが」

　出発前、輝夜は何か重大なことがあったらしいと言っていた。そして美み紀きは、そのことと輝かぐ夜やが『新世界構築』とか言い出したことに、関係があるんじゃないかと考えている。輝夜の記憶を戻すヒントがあるかも、とも。

「う――ん、それがねえ。二人の話を聞いても、よく分からなかったんだな」

　輝夜は首を捻ひねらせる。

「親御さんもよく知らなかった、ということ？」

「知っているのに隠しているのかもしれないけど。とにかく、パパさん、ママさんによると、昔は家族三人でおばあちゃんの家に住んでいたみたいなんだ。その後、パパさんママさんは、仕事で東京に引っ越すことになったのだけど、私はついていかなかったんだって」

「それはなんで？」

「それがよく分からないんだけど、なんか、メッチャ仲のいい女の子の友達がこっちの街にいたから、みたいなことは言ってたかな」

「友達？」

　輝夜にもいたのか、と錦にしき織おりは思う。

「パパさんたちによると、私がよく分からない発言をするようになったのも、私がこっちの街に残ったのも、その友達が関係しているんだって。詳しいことはゴニョゴニョって感じで話してくれなかったけど」

「へえ」

　錦織は考えるように、顎あごに手を当てた。

「パパさんは強引にでも私を連れていきたかったみたいだけど、私が何度も家出するほど嫌がるから、諦あきらめたんだって。その頃ころから折り合いもよくなかったみたいだね。二人とも仕事が忙しそうだったし」

「い、家出？　ちょ、ちょっと待てよ。それはいつ頃の話なんだ？」

「幼稚園くらい」

「幼稚園の時代から家出かよ」

　さすが輝夜だ、と錦織は思う。

「そういうことが背景にあるとは思うんだけど、パパさんもママさんも、私が東京から帰って欲しくないオーラ出しまくりで。ママさんなんて、オンオンと泣いて私の手をとるし」

　輝夜は思い出したように笑う。

「……それでも、閣かつ下かは帰ってきたわけだ」

「だって、記憶を戻さないといけないもん。あそこにいたら、たぶん二度と記憶が戻ることはないと思った」

　輝夜はまじめな顔で頷うなずいた。

　その言葉に、錦織は胸の中で安あん堵どのため息を吐つく。

「話を戻すけどさ。その、閣下の昔の友達なんだけど」

「うん」

「やっぱ、記憶ないよな。どこの誰だれか、とか」

「ないねえ。写真とかも見たことないよ。前にアルバムを漁あさったけど」

「そっか」

　その人物に訊きけば、輝かぐ夜やが新世界構築を目指し始めた理由が分かるかもしれない、と思ったのだ。

「ところでさ、ハラグロくんの方は、私がいない間、大丈夫だったの？」

　輝夜が表情をうかがうように、上目遣いで錦にしき織おりを見た。

「オレ？　大丈夫って、なにが？」

「生徒会長に、私たちが仲良しだってバレてたよね？」

「ああ。そ、そのことね」

　錦織は余裕そうな笑みを浮かべる。ただし、口の端の方がピクピクッと痙けい攣れんしていた。

「まあ、美み紀き先輩の方は一応、納得しては貰もらえた、と思う。それどころか、美紀先輩も閣かつ下かの記憶を取り戻すため、オレたちの活動に協力してくれることになった」

「ホントに？　それは凄すごいっ！」

　輝夜は大げさに驚いてみせる。

「というわけで、秘密基地に美紀先輩も来るようになったんだけど……、別にいいよな？　なんか問題ある？」

「別にいいんじゃん？」

　輝夜はすぐに頷うなずいた。

「じゃんって、そんな軽いノリでいいのかよ」

「私の記憶を取り戻すのを手伝ってくれるというのに、無む下げにはできないでしょ」

「ま、まあ。それはそうなんだが……。だって仮にも閣下が作った秘密基地なわけだし、なんか反応があるかなとちょっとは心配してたんだが」

「反応しないよ。ただし、目もく論ろ見み通り記憶が戻った後のことは保証できないから。どうして、美紀先輩がここにいるんだあ～、ってことになりそうじゃない？　美紀先輩と閣下って、ライバルだったんでしょ？」

「そうだよな。やっぱ、それが心配だな。それを考えると、気分が滅め入いる」

　錦織は胃を押さえる。

「でも、そんな風に、みんなが私の記憶を戻すために頑張っているんだから、私もがんばらないといけないって気がしてくるぽ」

　力こぶを作ってみせる輝夜に、錦織は眩まぶしそうに目を細める。

「あ―――、あとさ。これも閣下がいない間にあったことなんだけど、オレと記憶を無くす前の閣下の関係が、クラスメイトたちにバレそうになっている」

「ふ――ん。別に私はいいけど、錦にしき織おりくん的に大丈夫なの？」

　輝かぐ夜やは少し顔をしかめる。

「あんま大丈夫じゃないかもな。だから、今、美み紀き先輩に火消しをお願いしているところなんだ。そんなわけで、閣かつ下かもあんまり尻尾しつぽを出さないで欲しい。特に、報道部の七しち条じようって女の子に気をつけて」

「はいな。まあ、何を聞かれても答えられないけどね。覚えてないけどね」

「それはそうだな」

　錦織は皮肉っぽい笑みを浮かべる。

（輝夜はオレたちと一緒にやってきたことを、なに一つ、覚えていないんだ）

　そう思うと急に悲しい気持ちになる。絶対に輝夜に記憶を戻したい、と思えてくる。

　錦織はふと、夕日に照らされた公園へ目を向ける。いつの間にか砂場で遊んでいた子供の影と声が消えていた。辺りには錦織と輝夜の他に誰だれもおらず、寂しげな夕刻の公園に姿を変えている。

「なあ、閣下」

　ポツリと言う。

「はいな」

「閣下がいない間、たった二日だったけど、色々あったせいか、なんかオレ、めちゃくちゃしんどかった」

「そだねえ。私も、パパさんママさんは休みを取ってくれていたんだけど、ハラグロくんたちがいないから、なんか息苦しくて。結構、疲れたよ」

「そっか」

　無人の砂場に目を向けながら、錦織は呟つぶやくように言う。

「ただね。私の場合は丁度いい、発散する機会があるんだ」

　輝夜は「ふっふっふ」、と不敵に笑ってみせた。

「発散する場所？」

「週末の文化祭の劇で、晴らしてやろうと」

「劇で鬱うつ憤ぷん晴らすことなんてできるのか？　むしろ、ストレスがたまったりしないのか？」

「大丈夫。ストレスなんて感じない。観客からの拍はく手しゆ喝かつ采さいで、私の心は解放されるのだあ！」

「閣下って、そういうキャラだっけ？」

　苦笑を浮かべながら、錦織は横目で輝夜を見た。

「ええっと、その文化祭なんだけどさ」

「うん」

「劇は二日目の午後だよな？」

「そだけど？」

「二日目の午前、一緒に文化祭を見て回るのはどうよ。本番前の大事な時かもしんないけどさ。オレも生徒会の仕事が、その時間は空きそうなんだ」

　再び、チラッと輝かぐ夜やの表情をうかがう。

「いいよ。悪くない感じだよ」

　すぐに返事が返ってきた。

「あっさりだなあ。よく考えたのか？　言っておくけど、ホントに本番の前なんだぜ？」

「だって私も文化祭をまわってみたいし。むしろ、ハラグロくんは大丈夫なの？　それでなくても、私との関係を疑われているんでしょ？」

「記憶を失くして学校生活の右も左も分からないクラスメイトのために、文化祭を案内する。それほど変なことじゃない」

「なーる。やっぱりハラグロくんはハラグロなんだ！」

　輝夜は無む邪じや気きに笑って、錦にしき織おりを指差す。

「何を今更」

　錦織は前髪をカッコつけてかきあげ、ニヤリと笑った。



　　　　☆



「なるほど。つまり、その輝夜さんの友達、というのがキーパーソンなわけね」

　美み紀きは腕を組んで顎あごに手をあてる。輝夜が東京から帰ってきた次の日の放課後。秘密基地で、錦織は輝夜から聞いた話を伝えていた。

「ええ。どうやら、そうみたいです」

　錦織は真面目まじめな顔で美紀の顔を見る。

　秘密基地には二人の他に舞まいと六りく道どうしかいない。輝夜、米よね倉くら、弓ゆ削げの三人は劇の通し練習の為ため、小講堂へ行ってしまった。

「ふ――ん。閣かつ下かに友達なんていたんだね」

　六道が意外そうな顔をする。

「てっきり天てん涯がい孤こ独どくかと思っていた」

「天涯孤独って……。新世界構築を言い出すまでは、そんなことなかったんじゃないか？」

　ツッコミを入れる。

「でも、よく分からないわね」

　前と同じく、美紀の背後の椅い子すに座る舞が静かな声を出した。

「輝かぐ夜やさんに友達がいたこと、両親の引っ越しについていかなかったこと、新世界構築を目指そうとしたこと。この三つが、巧うまく結びつかない」

「確かにそうですね。オレもそれは思いました」

　錦にしき織おりは同意するように頷うなずく。

「友達がいるから引っ越さない、というのは分かる。でも、だったらどうして今、その友達はいないのか？　あと、どうして新世界構築に繋つながるのか？」

「確かに不思議だね。閣かつ下かから、友達の話なんて一度も出たことないよね？」

「ああ、出たことない。だから、オレもそこの所を知りたいと思って閣下に聞いたんだけど、輝夜のご両親がちゃんと教えてくれなかったらしくて。あと、輝夜自身も、その友達のことを覚えていないのでさっぱり」

　肩をすくめる。

「ふ―――む」

　美み紀きは唸うなりながら腕を組んだ。

「でも、親御さんがそう言うからには、その友達が輝夜さんにとって、ものすごく大事な人であることは間違いないんでしょ？」

「ええ、たぶん」

「だったら、その友達を私たちの手で見つけるしかないっ！　よしっ、そうと決まれば、さっそく行きましょう」

　美紀が勢いよく立ち上がる。

「さ、さっそく？　輝夜の友達が誰だれなのか、調べに行くんですか？」

　錦織は驚いたように口をパカッと開く。

「そうよ。見つけだして、輝夜さんに引き合わせるなり、新世界構築を言い出した理由を聞き出すなり、使い道はいくらでもある！」

　そのまま、基地から飛び出していきそうな勢いだ。

「使い道って……」

「なに？　なんか問題でもあるっていうの？」

　美紀はジロッと錦織を睨にらみつける。

「問題はもちろんないのですが、そんな焦らなくても……。とりあえず、文化祭が終わってからにしませんか？　今日から準備がものすごく忙しくて、オレ、手伝えないですから」

「文化祭が終わってから……ですって？」

　美紀は怖い顔で錦織の肩を掴つかむ。その目はギロッと据わっていた。

「錦織くん！」

「は、はい」

「ちょっと耳を貸しなさい！」

「えっ？　は、はい」

　錦にしき織おりは美み紀きに向かって耳を向ける。美紀は口を近づけると、

「そんな悠長なことを言ってられるかあああああああああああああああああああ!!」

　思いっきり叫んだ。

「うわっ」

　錦織は風圧に飛ばされるように、尻しり餅もちをついて倒れる。その前に仁王立ちになって、美紀は錦織の顔を指差した。

「できるだけ早く、輝かぐ夜やさんの記憶を取り戻さないといけないのよ。そんな文化祭が終わるのを待つとか、そういうことを言ってる場合？　どうなの!?」

　美紀は机に腰をおろしながら、怖い声ですごむ。

「は、はい。そんな場合じゃないと思います。思いますが、美紀先輩、間近でそんな風に足を上げないでください」

「なによ。はしたないとでも言うつもり？　いい、生徒会長としての私は確かに生徒の模範にならないといけないかもしれない。でも、今の私は報道部ОＧとして活動しているの。報道部の人間には、時には強引さも必要なのよ」

「いや、そういう問題じゃなくて、この角度で先輩が足を上げたら、その、パンツが、ピンクの横よこ縞じまのパンツが……」



    

  
    
      



    

  
    
      「パンツがなんだって言うのよ…………、って、パンツ!?」

　美み紀きの顔がカアッと赤くなる。すぐに足を下ろす。

「ぬっ」

　突然、舞まいが怖い顔で錦にしき織おりを睨にらみつけた。

「錦織くん。勝手に美紀のパンツを見ないでくれる？」

「いや、勝手にって、だって視界に入って……」

「美紀のパンツを見ていいのは、私だけなんだから！」

「私だけって、ちょっ、舞先輩ってそんなキャラでしたっけ!?」

「と、とにかく！」

　美紀は椅い子すに座り直すと、動揺を誤ご魔ま化かすようにかっこよく脚を組みなおした。

「輝かぐ夜やさんの友達はすぐに探しだす。探すのは私たち二人に任せてくれればいいから。現役は忙しいでしょうしね」

「私たちも受験があるけどね」

　舞がボソリと呟つぶやいていた。

「だ、だからこそよ。輝夜さんの記憶を治して、早く錦織くんに気持ちを確認してもらわないと。卒業するまでに！」

「うん？　気持ちを確認？　それってどういう意味ですか？」

　六りく道どうがピクピクと耳を動かす。不審がるような目で美紀を見る。

「い、いや、つ、つまりよ。輝夜さんに記憶を戻してもらって、その段階で、錦織くんが輝夜さんを取るか、生徒会をとるか、その意思を訊きかなきゃいけないってこと」

　また顔を赤くして、パタパタと手を振った。

「ふ――む、そうですか」

　六道は首をかしげる。

「で、でも、美紀先輩。閣かつ下かの昔の友達とか、本当に見つけられるんですか？　いくら報道部と言っても調査のプロじゃないですよね？」

「紫し苑おん高校・報道部を舐なめないでもらいたいわ」

　美紀は報道部の腕章を叩たたいた。

「三十年以上の歴史を持つ報道部で、ボブ・ウッドワードの再来と恐れられた私たちの調査能力を甘くみないで。そんじょそこらの調査機関よりも実力があるわよ」

「ホントですか？」

　錦織は疑うように眉まゆをひそめた。

「むっ。その目はどうやらあまり信じてないようね。じゃあ、分かったわよ。文化祭が終わるまでに、その輝夜さんの友達を絶対にしょっ引いてくるわよ」

「しょっ引くってそんな物騒な」

「ふっふっふ。スーパーコンビ美み紀きアンド舞まい。久々に復活よ」

　美紀は自信たっぷりに笑う。

　舞は手で額を押さえて頭を横に振っていた。



    

  
    
      
＃Ｐａｓｔ　Ｔｉｍｅ　３



　秘密基地で女子会が行われている。女の子たち＋１は、机に並べられた菓子の山に舌した鼓つづみを打ちながら、たわいのない会話に花を咲かせている。

（いいなあ）

　錦にしき織おりは扉のスリット穴から外を眺め、悲しそうに目を細める。自分も加わりたい。お菓子を食べたい。そろそろひもじくなる時間なので、尚なおいっそうそう思う。だが、今、出ていけば今までここで何をやっていたんだ、という話になるので躊躇ためらってしまう。

「ところで」

　輝かぐ夜やがポテチを口に運ぶ手を止め、他の女の子たちを見まわした。

「女子会というのは、こんなのでいいのか？」

「別にいいんじゃない？」

　六りく道どうが米よね倉くらたちと顔を見合わせる。

「これじゃあ、普段の会話と同じではないか。女子会である必要がない。女子会のアイデンティティはどこだ？」

　眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まあ、確かにね。こんな会話は女子会じゃなくてもやってるもんね。でも、女の子しかいないからできる会話ってなんだろう」

　六りく道どうは腕を組む。

「つまり男の子がいたら、話せないようなことだよね。……例えば、猥わい談だんとか？」

「かなめ、それはちょっと」

　米よね倉くらが眉まゆをひそめる。

「え――、なんで？」

「え？　えっと、その、なんでと言われましても」

　米倉は顔を赤らめる。

「待て。その猥談とはなんだ？　怖い話でもするのか？」

「それは怪談です！　猥談というのは街中で話せないような……、つまり、恥ずかしくなるような話のことです！　つまり破は廉れん恥ちかんかんです！」

「なに、破廉恥かんかん？　それじゃあ駄目だな。破廉恥はハラグロだけで十分だ」

「だよねえ。それは錦にしき織おりくんに任せておけばいいよね」

　六道と弓ゆ削げは顔を見合わせてケラケラと笑う。

（なんかものすごく寂しい……）

　錦織は惨みじめな気持ちになる。

「だったらさあ。もっと普通に、“〝こいばな”〟でもすればいいんじゃないの？」

「こいばな、きたこれ！」

　弓削の言葉に六道がビシッと指差した。

「待て。今度はなんだ？　こいばなとは？」

　輝かぐ夜やは再び米倉を見た。

「ええっと、つまり、自分の恋愛の体験を披露しあう感じでしょうか」

　米倉はますます顔を赤くする。

「なるほどな。じゃあ、それで行くか。こいばなで」

　輝夜は腕を組んで頷うなずいた。

（かるうっ！）

　ロッカーの中から見守りながら、錦織はツッコミをいれた。

「では、早速、こいばなとやらを始めるがいい」

　輝夜はグルリと女の子たちを見まわす。

　急に秘密基地内は無言になる。ジュースをすする音、お菓子を食べる音も消えてしまった。六道と米倉は下を向いてしまい、弓削も何か考えこむような顔になっていた。

「なんだ？　どうして、みんな黙ってしまったんだ？」

　輝夜が首を傾かしげる。六道は米倉と顔を見合わせる。

「いや、なんていうか、六道の最近の生活って、あんま“〝こいばな”〟と縁がないんだよね。最近、新世界構築くらいしかやってないし」

「ろくちゃんに同じく」

「私もそうですね」

　弓ゆ削げと米よね倉くらもうんうんと頷うなずく。

「それじゃあ、なんでそれをしよう、なんて話になったんだ？」

　輝かぐ夜やは不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「そういう閣かつ下かはどうよ？　なんか浮いた話はないの？」

　六りく道どうは輝夜の表情をうかがう。

「ないな。全然ない。というのも、私は新世界構築のために、恋愛などという感情は捨ててしまった。その手の話題にはそもそも縁がない」

　輝夜はぶんぶんと首を振る。

「その話、以前にも聞いた気がするけど本当なの？　今でも継続中？」

　六道が言うと、米倉と弓削も輝夜に視線を送った。

　女子たちに見守られながら、輝夜はコクリと頷いた。

「無論だ。私は恋愛にまったく興味がない。新世界構築までは封印する」

　その瞬間、ホッとしたような溜ため息いきが女子たちから聞こえる。

（本当にそうなのか、閣下！）

　ロッカーの中で錦にしき織おりは軽く衝撃を受けた顔をしていた。

「じゃあじゃあじゃあ、今じゃなくて、もっと昔の、初恋の話をするというのは！」

　弓削が手を挙げる。

「初恋、いいねえ。なんか女子会っぽくなってきたねえ」

　輝夜も「問題ない」と頷いた。

「じゃあ、いい出しっぺのあたしから。あたしの初恋はね……」

　弓削は嬉うれしそうに胸に手をあてた。

「はいはい、知ってるって」

　六道がパタパタと手を振る。

「初恋は幼稚園の時で、相手は錦織くんなんでしょ？」

「な、なんでその驚きよう愕がくの事実を！」

　弓削はワザとらしく仰のけ反ぞる。

「驚愕の事実って、自分で言ってたじゃんか」

　六道と弓削はケラケラと笑いあう。

「そういうろくちゃんの初恋は？」

「六道の初恋は幼稚園の時です。そしてその相手はこの中にいます」

　六道はフフフと不敵に笑った。

（この中？　って、男はオレしかいないが……。でも、オレ、六りく道どうと幼稚園違うし、ってか、オレがいるのばれてないよな？）

　錦にしき織おりは穴から六道を凝視する。

「一体、誰だれ？　その相手というのは？　ドキドキ」

　弓ゆ削げが興奮したように大きな瞳ひとみを開く。

「その相手というのは……」

「いうのは……？」

「あいふぉんです!!」

　六道はビシッと米よね倉くらを指差した。

「えっ？」

　米倉は目を瞬まばたきさせた。

「初めて見た時、六道、胸を打たれました。こんな綺き麗れいな子がいるなんてって。だから惚ほれた。将来、きっと結婚するって思ったのです」

　六道は立ちあがり、米倉の方へ向かい、米倉を肩から抱きしめようとする。米倉は困ったような顔をする。

「へえ、そんな仲だったの？　二人は！　でも、結婚って」

「いや、その頃ころの六道はおてんばだったから」

　六道は照れくさそうに笑う。

「あいふぉんの方はどうだったの？　やっぱり初恋の相手はろくちゃん？」

「え、わ、私ですか？」

　米倉は慌てて顔を赤らめる。錦織は聞き捨てならんと耳をそば立てた。

「あ、相手は……、かなめじゃないです」

「が―――ん」

　六道がショックを受けたようによろけた。

「じゃあ、誰？　他の男の子？」

「閣かつ下かじゃないですが、私も小さい時は恋愛とかあんまり興味なかったですから……。それらしいことを感じたのは、むしろ、高校に入ってからの話で……」

　米倉は赤い顔のまま、人差指をつきあった。

「高校に入って!?」

「それってものすごく最近じゃん」

「相手は誰だ!?」

　六道、弓削、輝かぐ夜やの質問が米倉に飛ぶ。

「そ、それは言えません」

　米倉は下を向いてしまう。

「え――。それじゃあ、女子会の意味がないよー。誰だれにも言わないから、教えてよ」

　弓ゆ削げが米よね倉くらに絡む。

「駄目です」

「あいふぉん、その人には告白したの？」

「していません。さっきも言ったように、最近は新世界構築活動に集中していますし」

「その人物はこの高校に通っているのか？」

「さあ……、どうでしょう」

「それって認めているようなもんじゃん。もしかしてその相手って……」

　弓削が怪しむように、うつむいた米倉を凝視する。

「はい、はいブレイクブレイク!!」

　六りく道どうが弓削の前に入って、両手を上げる。

「みっちー、それ以上は駄目だよ。女子会でもプライバシーは重要だよ」

「そうだね。それに大体、予想がつくしね」

「……」

　肩をすくめる弓削に、米倉はさらに顔を赤らめた。

（米倉の初恋の相手!?　い、いったい、誰なんだ？　どこのどいつなんだあああ!!）

　ロッカーの中で米倉を見つめながら、錦にしき織おりは目を見開き、体を震わせていた。



    

  
    
      
３　文化祭デート



「これより、紫し苑おん高校文化祭を始めます！」

　拡声器から開始を告げるアナウンスが流れるや、校門前の歩道に行列を作っていた人々が、次々と紫苑高校の前庭へ入ってきた。

　十一月の第一金曜日。二日間に渡り行われる紫苑高校文化祭が始まった。

「ふう」

　校舎三階から前庭に散っていく文化祭への来訪者を見下ろしながら、錦織は大きくため息をつく。手には暗幕。本番が始まったというのに、未いまだに準備が終わっていない。

「さて、急がないとな」

　暗幕を届けた後は、客用スリッパの確認。文化祭中の生徒会メンバーはとにかく忙しい。

「錦織、帰りましたあ」

　とりあえず任された仕事を全すべて終え、生徒会室へ戻る。

　扉を開けた瞬間、やや硬質な空気に体が包まれる。中にいた他の生徒会メンバーから、どこか冷ややかな視線が飛んできた。報道部の七しち条じよう発の噂うわさが流れてから、ずっとこんな感じだ。噂は沈静化方向だが、それでも一度、失った信頼の回復は容易ではない。

「暗幕、置いてきました」

「ありがとう」

　木こ暮ぐれ恵めぐみが微笑ほほえむ。眼鏡をかけた委員長タイプの容姿を持つ二年生の女子。彼女だけは噂がたってからもそれまでと同じように接してくれている。

「しばらく休んでいたら」

「そうさせていただきます」

　錦にしき織おりは居心地の悪い思いをしながら、席に座る。本当は忙しくても生徒会室の外を走り回っている方が精神衛生上いいのだが、今はとりあえず足を休めたかったのだ。椅い子すに腰掛けたまま後ろの窓から、出店のテントの並ぶ前庭を見る。あの中には剣道部の焼きそばの模擬店もある。今いま頃ごろ、六りく道どうが必死にフライ返しを動かしていることだろう。

　錦織がつかの間の休息を味わっていると、

「木暮さん、ちょっとやばいかも」

　木暮と同じ二年生が、生徒会室に飛びこんできた。かなり焦った顔をしていた。

「ハンバーガーの模擬店、おつりの百円玉が全然足りてないみたい。このままだと、午前中に底をつくかも、って」

「はっ？　なんで？　こっちはサークルの要求通り配ったはずだけど」

　木暮の横で、他のメンバーが大きな声を出す。

「その見積もりが甘かったんでしょう」

「さすがに余計なおつりは用意してないわよ」

　生徒会メンバーは、困惑したように顔を見合わせる。

「あっ、いいですか？」

　錦織が手を挙げる。

　全員の目が錦織の方を向いた。

「二年Ｃ組のメイド喫茶店用に配ったお釣りを半分、回してもらうのはどうですか？」

「でも、それでそっちのおつりが困ったら意味なくない？」

「メイド喫茶は五百円ワンコインなんで、百円以下のおつりはあんまり使わないでしょう。あそこは最初の計画書のおつりが少し多かったです」

「なるほど」

　生徒会メンバーの顔に、希望の色が浮かぶ。

「それでも足りないようなら、他のワンコインサークルからも借りましょう。一応、リストアップしてあります」

「なんで、そんなもの!?」

「最初は、おつりの有効的な配布をしようと思っていたんです。面倒なんで諦あきらめましたけど。表計算ソフトで管理してますから」

　錦にしき織おりがノートＰＣを開く。

「分かった。じゃあ、おつりの件については、錦織くんに任せていいんじゃない？」

　木こ暮ぐれが言う。

「いいんじゃない？」

「異義ないですね」

　他メンバーも口々に言って頷うなずく。

「分かりました。じゃあ、錦織くんにお願いするわ」

「はい」

　錦織はホッとしながらディスプレイに向かう。噂うわさのせいで、反対する人間がいたら面倒くさいと思っていた。だがさすが生徒会メンバーともなると、私心はおいておいて最善の方法を選ぶようだ。助かった、と思う。

「ところで、錦織くん」

　ノートＰＣのディスプレイに向かっていると、木暮が横から話しかけてきた。

「今日、生徒会長がここに顔を出すって話、聞いてない？」

「ええっと」

　錦織は少し焦った顔をする。

「今日は遠くに舞まい先輩と行くみたいなことを言ってました」

「へえ。さすが、よく知ってるわね。でも、遠くってどこなの？」

「たぶんですけど、愛知県かどこか」

「ふうん。大学受験の下見かなにかかなあ。変なことを聞いてごめんね」

　不思議そうな顔をしながら、木暮は自席に戻っていく。

　受験の下見ではないことを、錦織は実は知っていた。というか、今朝、メールで知ったのである。

『輝かぐ夜やさんの友達、愛知県にいるみたい。今日、訪ねるから』

　と、書いてあった。

　美み紀きは自信を見せていただけあって、二日程で友達の名前を探り当てていた。しかも、市役所に行って、住民票やら戸籍まで調べていたらしい。その結果分かったこと。それは輝夜の友達は、既にこの近くにいないということだ。輝夜の両親が引っ越した後、やはり引っ越していったらしかった。

（でも、なんでそんな遠くにいるのかなあ）

　輝夜の友達も、高校生か中学生くらいだろう。引っ越ししていったということは、輝夜と同じく両親の都合か何かだろうと思う。でも、だったら、どうして輝夜は祖そ母ぼの家に住んでいないといけなかったのか。

（どれだけ考えても分からないな）

　錦にしき織おりは唇くちびるを噛かんだ。美み紀きの調査の結果を聞くのが楽しみのようで、不安な気もした。



　　　　☆



　錦織は、校門近くに立てられたハリボテの文化祭入場門の傍そばに立っていた。

　文化祭が始まって三時間ほど経たつが、未いまだに入場門の周囲は文化祭を見にきた人と帰る人でごった返していた。

「にしても、あいつはホント、まんまと遅れるよなあ」

　腕時計の針を見ながら、イライラした声を出す。

　待ち合わせの時間をかなりオーバーしている。生徒会のメンバーと交代しながら、空いた時間を作ってもらったのだ。その貴重な時間がどんどん経過している。

「さてと、帰るかな」

　約束の時間から、カップラーメンを五個分作れるほど時間が経過し、錦織がその場から離れようとした時、

「お待たぁぁ――――」

　底抜けに明るい声が背後から飛んできた。

　振りかえる。真っ赤な顔に汗を一杯に浮かべた六りく道どうが立っていた。

　私服姿である。橙だいだい色いろのワンピースにパーカーという装い。ワンピースもパーカーもピカピカで、最近、錦織が見た中では一番洒落しやれこんだ格好である。紫し苑おん高校では文化祭中だけは生徒の服装の自由が認められているので、錦織のような運営側の生徒以外、ほとんどの生徒は思い思いの格好をするのだ。

　スカートのフリルに一瞬目を奪われながら、錦織はジロリと六道を睨にらんだ。

「おまたあ、じゃねえよ。そりゃ待ったよ。今、何時だと思ってるんだ？」

「ええっと、十一時二十分十五秒？」

「定量的な数値を聞いているわけではない！　遅刻を責めてるの！」

「分かってるよお。そんなガミガミ怒らないでよ」

「怒りたくなるのも分かるだろ？　こっちは忙しい生徒会の仕事の合間を縫って、付き合ってるんだぞ。誘ってきたのはそっちなのに」

　錦織は不満そうに口を結ぶ。

「だからゴメンって。だって、焼きそばの交代要員がいつまでもこないんだもん」

「むう。……まあ、そういうことなら、仕方ないが」

　六道の所属する剣道部は焼きそば店を出店している。これが、部発足以来続く伝統になっているのだ。出店で焼きそばというと定番ということで客足も悪くない。むしろ人気店。ちなみに、錦にしき織おりも同じ剣道部ではあるが、生徒会業務があるということで免除されていた。

「まあ、いい。じゃあ、とにかく回るか、20分ほど短くなるが」

「うん」

　錦織の嫌味を気にしない様子で六りく道どうは頷うなずく。

「ところで、六道のこの格好に、何か感想のようなものはないですか？」

　二人並んで歩きながら、六道は言う。

「特にないな」

「うっそーん。最初、ちょっと見入っていたくせに」

「むう。気づいていて訊きいてきたのかよ」

　言いながら、改めて六道の姿を眺める。

「そうだな。フリルが可愛かわいいかな」

「フリルだけ？」

「あと、そのスカートのプリーツも好みだな」

「そういう細かいところじゃなくて、もっと大きいところは？」

「意外と要求が多いな。ええっと、つまりだな」

　錦織はため息を吐つき、六道の顔を見る。



    

  
    
      



    

  
    
      「六りく道どうに似合ってると思う。可愛かわいいと思うよ」

「その言葉が聞きたかったんだよ！」

　六道はニイッと笑うと、錦にしき織おりに腕を絡ませてきた。



「さすがに文化祭だけあって、運動部の展示はどれもしょっぱいなあ」

　校舎裏の講堂が並ぶ辺りを歩きながら錦織はボヤく。六道の嗜し好こうに合わせ、メインの校舎には一歩も入らず、運動部の出展を集中してまわることにしたのだ。

「そう？　でもこんなのもらえたじゃん」

　六道が大切そうに、橙だいだい色いろのボール三つが入ったプラスチックのケースを掲げる。卓球部がやっていた『二人羽織』卓球ゲームで見事部員に勝ち、手に入れたのだ。

「六道、お前、よくそんなのもらって喜べるな。卓球の三ツ星ボール三個。しかもユーズド。けち臭いにもほどがあるぞ」

「いいじゃん。ただで貰もらえたんだから」

「お前のその前向きさだけは、ホント尊敬するよ」

　錦織は耳の後ろを掻かいた。

「ちょっと疲れたし、休もうよ」

「そだな」

　木立に囲まれた小講堂の前のコンクリで固められた水場に、錦織と六道は腰を下ろす。

「なんか人、こないねえ。メッチャ寂しい」

「ここは何も出展がないからな」

　入口が閉じられたままの小体育館に目を向ける。普段、剣道部の練習に使用している場所だ。今、座っている水場は、錦織が練習後にいつも洗顔に利用している。

「剣道部も焼きそばだけじゃなくて、なんかやればいいのにね。公開練習とか」

「それはいいアイディアかもなあ」

　言いながら、錦織は腕を背中の後ろにつき、ふと、顔を上げる。

　木立の枝の向こうに群ぐん青じようの空が広がっている。雲一つない、完かん璧ぺきな文化祭日和だ。

「なあ」

　ポツリと言う。

「はいな？」

　六道が顔を向けた。

「あのさあ」

「ええっと、ちょっと待って。まだ、心の準備ができてないから」

　六道は胸に手を当てて、ス――ハ――ス――ハ――と深呼吸する。

「はっ？　なんで心の準備がいるんだよ。まだなにも言ってないだろ？」

「いや、だってよ」

　六りく道どうはまじめな顔をする。

「人ひと気けのない場所に二人っきりじゃん。青春っぽく二人並んじゃってさあ。で、もって一人は空を仰いでいるわけよ」

「はあ」

「そんな状態で、『なあ』だよ」

「うん」

「絶対、青春っぽい発言がきそうじゃん」

「そうか？　例えば？」

「『キスしようぜ』、とか」

「それ、どういう超展開なんだ？」

「なんというか、突然の六道ルート、キタコレな感じ？」

「六道。一言、言わせてくれ…………」

　錦にしき織おりは六道をジッと見つめる。

「闘わなきゃ現実と！」

「グハッ」

　六道はショックを受けたように胸を押さえた。

「とまあ、冗談はともかく。オレが言おうとしていたのは、神社の一人娘として、その手の知識が豊富な六道への質問だ」

「ほ、ほう」

　六道はすぐにショックから立ち直ると、ニヤリと笑った。

「全国四百八十三の六道神社の代表。六道宗家次期筆頭の六道に、訊ききたいことがあるとな？」

「一応、その手のオカルトチックな現象について、勉強してきたんだよな？」

　錦織は探るような目で六道を見る。

「えっ？　…………ええ、ま、まあ」

「うわあ、なんだ、今の間ま。そして、少し自信無さげだし」

「そんなことないよ！　自信ありありだよ。超詳しいよ。オカルト知識の綜そう合ごう商社と言われてるくらいだもん」

「胡う散さん臭くさすぎるだろ、その二つ名！」

　錦織は心配そうに顔をしかめる。

「まあいい、続けるぞ。オレが訊きたいのは、閣かつ下かの周りで起きるあの変な現象のことだ」

「ああ、うんうん」

　六道は意外そうな顔で頷うなずく。

「あれなんだけどさ。ホントに閣かつ下かだけが関係しているのかな？」

「へっ？」

　六りく道どうはポカンと口を開いた。

「なんでそんなことを言うの？」

「いや、なんつーかさ。確かに、今まで変なことがあった時は、閣下が近くにいたよ。で、その時はいつも閣下は興奮していた。だから、変なことが起きるのは閣下のせい、ってことにしたけど、それってよく考えてみると、ものすごく安易だったよな」

「そうかもしれないけど」

　六道は腑ふに落ちないような顔をしている。

「でもだったら、誰だれが原因で起きてるの？　あの不思議現象」

「例えば、オレとか？」

　錦にしき織おりは自分を指差す。

　一瞬の間まの後、

「プププッ！」

　噴き出した。

「な、なんだよ。なんで、そこで（笑）なんだよ」

「いや、だって。いきなり『異能力者宣言』かよ、って感じだもん。プププッ」

　六道は笑い続ける。

「オレはあくまで可能性について言及しているだけだ！」

　錦織は口を結び、腕を組む。

「だって、いきなりだったんだもん。じゃあ、錦織くん、閣下と会う前にも、そんな奇跡みたいなことが、起きたりしてた？」

「うっ。……いや。起きてなかった」

「ほら。だったら、やっぱり閣下が原因だよ。そう考えるのが自然だよ」

「それはオレも思ったけどさ」

　錦織は口の先を尖とがらせたまま話す。

「ただ、この前、閣下の乗った電車を自転車で追いかけている時にさ、ちょっとしたアクシデントがあったんだ」

「アクシデント？」

「ぶっちゃけて言うと、オレ、自動車を避よけようとして、崖から自転車ごと落ちた」

「わーお。マジですか？」

　六道は目をパチクリさせた。

「マジだよ。ここで嘘うそをついてどうすんだよ。それもさ。それも何十メートルも落ちたんだ。普通なら死んでる高さだった」

「はあ」

「ところが、オレは地面に叩たたきつけられることはなく、フワリとバウンドした。しかも、オレのボディは空を蝶ちようのように舞い、輝かぐ夜やの乗っていた電車へ窓から飛び移った」

「それはすごい！　アイ・キャン・フライ！　じゃん」

「だろ。すごいだろ？　『異能力宣言』だってしたくなるだろ？」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「しかもさ。今までなら、そんなことがあっても、“〝はいはい閣かつ下か、閣下”〟で済ませるところだけど、その時はさ。閣下は、落下しているオレに気がついてなかった。そもそも、見える場所にすらいなかった」

「それ、ホント？」

　六りく道どうは眉まゆをひそめた。

「ホントだよ。間違いなく、気がついていなかった」

「ふ―――ん。それは変だねえ」

　六道は腕を組んだ。

「な？　だって変な現象は、閣下が興奮した時に起きるってオレたちは言ってたじゃん」

「そだね」

「でも今回は、興奮どころか、存在すら、気がついていなかったんだぜ。これは法則の変更が必要そうじゃないか」

「う――――ん」

「で、思ったんだけどさ。過去に閣下が興奮した時って、オレもその場にいたし、オレもその場でなんか興奮してんだよな」

「それで、異能力者ニシキオリの登場ってわけ？」

「そういうことだ。でさ。霊れい験げんあらたかな六道神社の跡取りである六道は、今の話を聞いてどう思う？　ありえるか？」

「う――――ん」

　六道は真面目まじめな顔で唸うなりつつ、腕を組んだ。

「ええっと……、う――んと…………………………………………、うん。わかんにゃい」

　ペロッと舌を出した。

　錦織はガクッとなる。ハアとため息を吐ついた。

「やっぱりそうか。お前に聞いたオレがホント、馬ば鹿かだったよ。ガックシトホホだよ」

　錦織は立ちあがろうとする。

「いや、いや、ちょっとちょっと」

　六道は中腰になった錦織の腕を掴つかんだ。

「なんだ？　まだオレをガッカリさせ足りないのかい？」

「えっとね。今の話だけじゃ、錦にしき織おりくんが異能力者かどうかは分からないけど。ママが前に閣かつ下かのことで話していたことなら、教えられるよ」

「六りく道どうのママさんが？」

　錦織は複雑な顔をしながら、再びその場に腰を下ろす。

「ママさんがなんか言っていたのか？　オレの異能力について？」

「いや、そんなことは言ってなかったんだけど……。閣下はねえ。なんか、人の秘めた力を引き出す力、みたいなものがあるって言ってたよ」

「どういうこった？」

「ママによると、この世界のほとんどの人は、いわゆる異能力のような、特別な力を持っているんだって」

「なんか話が胡う散さん臭くさくなってきているぞ。誰だれにだって可能性がある、って感じか？」

　錦織は顔をしかめる。

「でも、色んな制約のような物のせいで、その力を使えないでいるんだって」

「うわあ、ますます」

「最後まで聞いてよ。で、閣下はその制約を無くすことができるんだって。なんか触媒的な存在だって、ママは言ってた」

「はあ。触媒ねえ」

　錦織は首を捻ひねらせる。

「じゃあなにか？　閣下がオレの隠れた能力を引き出していたってことか？　まあ、確かにそれなら閣下と出会うまでは何もなかった理由にはなるが……。いや、でもさっ」

　思い出したように手を打つ。

「でもさ。オレが“〝アイ・キャン・フライ”〟状態だった時は、その閣下がその場にいなかったんだぜ。引き出すも何もできないんじゃないか？」

「う――――ん。でも、その時さ。錦織くんは閣下のことを考えていたんじゃない？」

「えっ？」

　頬ほおがカッと熱くなる。

　あの時、脳裏に浮かんだ輝かぐ夜やの姿が蘇よみがえる。

「ああ、うん。そうだった。閣下の顔が浮かんだ」

「ちょっ！　なんでそこで錦織くんが照れるんでしょ――か!?　なんで、どして？　まさか恥ずかしい格好をした閣下を思い浮かべたとか!?」

「そんなことねえよ。別に恥ずかしい格好をしていたわけじゃない！」

　パタパタと手を振る錦織に、六道は怪しむように目を細める。

「閣下を追いかけている時って、そんなロマンスな感じだったの？　青春だったの？」

「別に青春しちゃいねえよ。ただ、ちょっと必死だっただけだ。どんな雰囲気だよ。まあ、とにかく、必死だったんだよ！」

「ふ――ん」

　六りく道どうは唇くちびるを結ぶ。

「は、話を戻すがそんな、閣かつ下かの顔を思い浮かべるだけで、奇跡が起きたりするものか？」

「あってもおかしくないと思うよ。錦にしき織おりくんが発生原因なら特に。頭の中に浮かんだ閣下が、イコンとして働いたかもよ」

「そうか？　そういうものなのか？」

「分からないよお。よく調べないと。今度六道神社に来て、錦織くんの体をママさんに隅々まで調べてもらおうか？　色んな所に色んな物を入れることになるかもしれないけど」

「ゴメンこうむる」

　錦織はブルブルと顔を横に振った。

（でも、そういうこともあるかもな）

　過去に異常な事象が起きた時、錦織はいつも興奮していた。そして、その興奮には必ず、輝かぐ夜やが関かかわっている。そして、やはり、輝夜とは全く関係無い場面で、錦織の周りで不思議なことが起きるとはどうしても思えない。

「もしそうなら、閣下の記憶を戻す作戦、変えないといけないのかね？」

「どうかなあ。まだ、確信はないし。それに、閣下が興奮する状況なら、きっと錦織くんも興奮しているでしょ？　だったら、作戦、同じでもいけるんじゃない？」

「過程は別々でも、結局、同じことが起きればってことか」

　錦織は前髪をかきあげた。もし、輝夜が大きく動揺すれば、自分も心乱れるだろう。そうすれば何か起きるかもしれない。今まで起きてきた通り。

「まあ、うん、ありがとう。参考になったよ」

「ホント？　よかった」

　六道は嬉うれしそうに笑った。

「さてと。ちょっと安心したところで、そろそろ行くか」

　錦織が立ちあがると、六道も続く。

「どこに行くかね？　運動系の出展はこんなもんだろ？」

「ねえ、錦織くん」

　急に、六道が錦織の腕を掴つかむ。

「ここに行ってみない？」

　すぐ横の小体育館を指差す。

「はあ？　何もやってないし、誰だれもいないぜ？」

「それがいいんじゃん。誰もいない道場って、楽しそうじゃない？　錦織くんなら鍵かぎを持っているんでしょ？」

「そうか？　まあいいけど」

　錦にしき織おりは不思議そうな顔をしながら、ポケットからキーホルダーを出した。

　体育館の裏手に回る。いつも使う裏口から中に入り、廊下を通って道場に向かう。

　廊下奥の横引き戸を開けた瞬間、目の前の暗くら闇やみからい草とカビの匂においが噴き出してきた。錦織が照明のスイッチをつける。白い蛍光灯が、緑色の畳敷の床を照らした。

「誰だれもいないね」

「そりゃあ、いないだろ」

「うわあ。広い」

　六りく道どうは畳の床を走って行くと、何を思ったか壁の女子更衣室へ消えていく。

「オレはこういうの、初めてじゃないんだよな」

　無人の道場の中心に体育座りをする。周りを見まわしながら、錦織は呟つぶやく。剣術を習いたいという輝かぐ夜やに、この場所で剣道の稽けい古こをつけていた。最近は、暗殺者騒ぎやら記憶喪失やらであんまり練習をやってなさそうだが、最近では六道並みに上達していたはずだ。

「一人で素振りとかやっていたんだけどなあ」

　また記憶が戻ったら稽古をつけたいと思う。

　ややあって、

「じゃじゃ――ん」

　六道の声がした。見ると、剣道の防具を身につけ、竹刀しないを持った六道が立っていた。

「お前、いなくなったと思ったら、着替えてたのかよ」

　呆あきれ顔がおで見上げる。

「なにするつもりだ？　すぶりか？　練習熱心だな」

「錦織くん。一緒に試合しようよ」

「いやだよ。着るのが面倒臭いし、くさくなるし」

「大丈夫だよ。ファブリーズあるよ」

「ファブリーズあってもその匂いは中々取れないの！　知ってるだろ？」

「そう？　六道は練習の直後からフローラルの香りだけど？」

「言ってろよ」

　錦織は首を振る。

「ねえねえねえ。じゃあ、こういうのどう？　六道は防具ありで、錦織くんは防具なし。スーパーハンデ戦！」

「痛めつける気かよ。言っとくけど、防具無しだとメチャクチャ痛いんだぜ」

「当たらなきゃいいじゃん」

「かすったりしたぐらいが、一番痛いんだぞ！　耳とか」

「錦にしき織おりくんなら大丈夫だって。かすりもしないって」

「またそういう、根拠のないことを平気で言う。そもそも、六りく道どうと試合をする意味がない。なにかオレにメリット、あるか？」

「メリット？　う―――ん。よし、分かった。もし、錦織くんが六道に勝ったら……、錦織くんの言うことを一つだけ、なんでも聞くよ」

「なんでも？　なんでもと言ったな」

　錦織はニヤリと笑う。

「六道よ。軽軽しくそういうことは言わない方がいいぞ」

　悪人のように低い声を出した。

「また、イヤらしい目で見る」

「見てねえよ。だが、その提案はなかなか魅力的だ。フォッフォッフォッ」

「わあ。なんか、変な笑い声を上げてる人がいる。でも、逆に六道が勝ったら、一つ、お願いを聞いてもらうからね」

「いいぜ。でも、そんなことはないけどな」

　錦織は立ちあがると、男子の更衣室から自分の竹刀しないをとってきた。

　二人は試合場の中央に、向かい合うように立つ。

「言っておくけど、防具がない分、視野が広いという強みもあるんだぞ。動きだって速い」

「確かにね」

「審判はどうすんだ？」

「その辺は、気持ちで。小学生のごっこ的なノリで。オレの勝ち、オレの負け、みたいな」

「どんなだよ。大体、分かるけど」

　挨あい拶さつをする。向かい合う。

（まあまあ、強くなったよな）

　六道の構えを見ながら、錦織は思う。

　以前に比べると、構えが様になっている。隙すきが少ない。でも、錦織に言わせればまだ甘い。隙の大きさだけで言えば、輝かぐ夜やの方が無いかもしれない。

（打たせて、それを迎げい撃げきすれば大丈夫そうだ）

　こちらの動きは軽い。簡単に避よけられる。

　しばらく、静寂な時間が過ぎる。凍りついたような空気。時折、遠くから聞こえる喧けん騒そうが、妙にはっきり聞こえる。

　やがて、六道が軸足で無い側の足を引いた。

　来るな、と錦織は思う。打ってくる前に、足をひくのは六道の癖だ。錦織は竹刀を持つ手に、少しだけ力をこめる。

　――と、

「六りく道どうね」

　六道の顔面の防具から、声が聞こえた。

「？」

　錦にしき織おりは眉み間けんに皺しわを寄せる。試合中に声をかけるなんて、錦織の常識にはなかった。

「六道、本当は…………、ずっと前から……、錦織くんのことが…………」

「えっ？」

　その瞬間、心拍数が跳ね上がる。

　六道の声には、ただならぬ緊張感が漂っていた。

「り、六道？」

　思わず、狼ろう狽ばいした声をだしてしまう。

　その時、

　錦織に一瞬のスキができた。



　次の刹せつ那な――。

　竹刀しないの良い音が、道場内に響き渡った。





「うう。む―――、残念、あともう少しだったのに」

　頭の防具を取った六道が、畳の上にペタンと崩した正座をしていた。残念そうに唇くちびるを結んで、両手で頭を押さえていた。

「惜しかったのに。今まで一番、錦織くんからめんを取れそうだったのにい。学校一に、あとホンの少しで手が届きそうだったのに」

「あんなコスイ技を使って、勝とうとするからだ」

　錦織はフンと鼻を鳴らす。だが未いまだに、心臓が動どう悸きしている。

（結構、危なかった……）

　一瞬、怯ひるんだところを狙ねらわれた。

　だがすんでのところで振り下ろされる竹刀を横に避よけ、胴を決めたのだ。

　一瞬でも避けるのが遅かったら決められていた。

「いい作戦だと思ったのになあ。チッ」

「まあ、確かに。いい作戦ではあったな」

「ちょっとでもドキッとしたでしょ？」

　六道は無む邪じや気きな笑いを浮かべる。

「んなわけねえだろ」

　錦織はプイッと顔を横に向けた。

「ええー、してないの？　せっかく勇気出して、あんなドキドキ台詞ぜりふを吐いたのに。ふみゅう、ぶう、くそー、チッ」

「リアクションがマチマチだな」

　錦にしき織おりは耳の後ろを掻かいた。

「全然なんとも、ドキドキしなかったの？」

　六りく道どうが悲しげな顔を錦織へ向けてくる。

「いや、んなわけないだろ。ホントは少しドキッとした。ああ、したともさ。なに言い出すんだ、コイツと思ってた」

「ホント？　やった。ちょっと嬉うれしいかな」

　ガッツポーズの六道を眺めながら、錦織はやれやれと小さなため息を吐ついた。

「ねえ。錦織くん」

「あ？　またやる気か？　オレはもうやる気はないぞ」

「試合は一回でいいよ。それより、勝った時の約束。錦織くんは勝ったから、六道に何をお願いしてもいいんだよ。六道、なんでもやるつもりだよ。一応」

　六道は緊張した面持ちで錦織を見返す。

「一応ねえ」

　錦織は少し考えた後、フンと鼻を鳴らす。

「今は思いつかないな。とりあえず、なんかあったらお願いするよ」

「え―――。なんかつまんないなあ」

「だって、有効期限は設けなかったじゃないか」

「そうだけどお」

　六道は口を細める。

「ちなみにさあ」

　錦織は六道の表情をうかがう。

「もし勝ってたら、六道は何を要求するつもりだったんだ？」

「えっ？」

　六道は意外そうな顔をする。

「どうせ六道のことだから、ろくでもないことだろうけど」

「そんなことないよ。かなりまともなことをお願いするつもりだったよ」

「ふ――――ん。なんだよ、それ」

「えとねえ。六道のお願いはね。もし、このまま閣かつ下かの記憶が戻らなくても、ずっと、永遠に閣下、六道、あいふぉん、みっちー、錦織くんのメンバーでつるんでいようね、ってお願いするつもりだった」

「はあ？　永遠？」

　錦にしき織おりは呆あきれたように口を開く。

「永遠なんてないって言うのが、世間の常識だろ？」

「だって、約束に有効期限は決めてなかったもん」

　六りく道どうはニッコリと大きな笑みを浮かべる。

　そんな彼女の微笑ほほえみを見ながら、錦織も「フッ」と笑った。



　　　　☆



「やべえ。普通に遅れそう」

　錦織は人ごみを縫うように進んでいた。

　文化祭初日の午後である。紫し苑おん高校の前庭は、飲食物の模擬店に並ぶ小腹を空すかせた来訪者たちでごった返していた。そんな中を、錦織は正門を目差している。

「全然、六道のことを悪く言えないよな」

　時計を見る。既に待ち合わせの時間には遅刻していた。六道と別れた後、戻った生徒会で、予想以上に沢山の雑務が錦織を待ち構えていたのだ。それらを一つ一つ片付けていく内に、いつの間にか米よね倉くらとの待ち合わせ時間が来ていたのだ。

　待ち合わせの校門前まで来る。

「あれ？」

　足を止めて、首をキョロキョロと動かした。米倉の姿がない。

「やべえ。帰っちゃたかな？」

　焦って携帯でメールを打とうとした時、

「こんにちは」

　背後から声が聞こえた。振りかえる。米倉が立っている。

「あっ」

　錦織は思わず声をあげる。いつもの制服姿の米倉が、なぜか大人びて見えたから。化粧のせいだろうか、どことなく感じる艶っぽさに色っぽさ。そして、微かに漂ってくるフレグランスが米倉を成熟した女性のように感じさせるのだ。

「遅れてごめん。メールできないくらい、大忙しでさ」

　錦織は申し訳なさそうに頭を掻かく。

「ええ。文化祭の運営、お疲れさまです」

　米倉は小さく頭を下げる。それがちっとも嫌味に感じられないのが、米倉の凄すごいところだと錦織は思う。

「さて。では、どこを回りますか？　もうかなめと見られたんですよね？」

「それがさあ。頭の中まで筋肉のあいつは、どうやら運動部の出展しか見たくないらしくて。全く文化的な物は見てないんだ」

「それはかなめが、午後に私と回る錦にしき織おりくんのことを考えてくれたんだと思います。同じ場所を二度はつまらないですから」

「そんなことまで考えるかなあ。あいつ」

「ああ見えて、結構、気配りするんですよ。かなめは」

　米よね倉くらは優しそうに目を細める。その仕草が女の子らしくて、錦織は可愛かわいいと思った。

「じゃあ、六りく道どうの気配りに甘えて、オレたちは文化的な方を回るとしようか」

「そうですね」

　二人は校舎に向かって歩き出した。

「かなめと回った運動系部活の出展はどうでしたか？　楽しかったですか？」

「そうだなあ。やっぱ文化祭だけあって、あんまり力は入ってない気がした。六道は何か楽しそうだったけど。卓球とか」

「そうですか」

　米倉は錦織の表情をチラッとうかがう。

「錦織くんは……、どちらが好きなのですか、運動系と文化系な活動だと？　インドアとアウトドアという分類でもいいかもしれません。」

　結構、真面目まじめな顔で尋たずねる。

「う―――ん。どうだろうオレは結構、文武両道的だからなあ。わりとどっちも好きだったりする。特に決められないかな」

「そうですか」

　ホッとしたように息を吐く。

「運動系でも文化系でも、どっちもやれば楽しいんじゃないかと思う。で、どちらにしても、内容よりも誰だれとするかじゃないか？　気の合う人だったら、何でも楽しめると思う」

「なるほど」

「それが新世界構築活動だったとしてもだ」

　錦織はケラケラと笑った。米倉も唇くちびるを綻ほころばせる。

「さてと。ではまず、どこに行きましょうか？」

　本校舎の入口から中に入り、廊下で立ち止まる。保健室や給湯室しかない普段、静かな場所が、天井から壁までカラーテープで飾りつけられている。すべり止めのゴム絨じゆう毯たんの上を、客引きのコスプレをした生徒や来訪者たちが歩いていた。

「とりあえず、一つずつ見ていこうぜ」

「そうですね」

　端の出展から見て行くことにする。

　しばらく進んでいくと、水晶球が置かれた台と、その横に魔法使いの格好をした女子が立っていた。保健室だったはずの部屋の扉に、『紫し苑おんの屋敷』と書かれた看板がかかっている。占いサークルがやっている占いコーナーだ。

「どうですか？　占ってみませんか？」

　肩に黒猫のぬいぐるみを乗せた魔法使いの女の子が、錦にしき織おりと米よね倉くらの顔を交互に見る。

「どうする？」

「どうしましょう？」

　錦織と米倉は顔を見合わせる。

「米倉ってこういうの、信じてるんだっけ？」

「ものすごく信じているというわけではありませんが、興味が全くなくもないですね。雑誌に載っていれば目を通します」

「そっか。じゃあ、入って占ってもらうか」

　入口の暗幕をめくって、中へ入る。正面の暗幕で仕切られた狭い場所に机が置かれていて、その奥に紫のローブに目だけ出る覆面を被かぶった女の子が座っている。机の上に並べられたタロットカード。自己紹介代わりのネームプレートが置かれていた。ネームプレートには『占い師・紫苑の母』と書かれてある。

（なんか雰囲気があるな）

（こってますね）

　錦織と米倉が入口近くでコソコソと話していると、占い師の女の子が無言で手招きをする。二人は呼ばれるまま、机の前まで行き、並んで椅い子すに座った。

　占い師の女の子は、ジロリと目を動かして錦織と米倉を見る。

「では、今年の二人の運勢を占いますよ」

「お願いします」

　占い師の女の子はタロットカードを机の上に並べたり、集めたりを繰り返す。その度に「う―――む」と唸うなり声を上げる。

　その間、米倉は緊張した様子で唇くちびるをギュッと閉じていた。

「整いました」

　占い師・紫苑の母は頷うなずいた。

（占いって整うものなのか？）

（さあ）

　二人は囁ささやき合う。

「私の見たところ、お二人の関係は、現在、ものすごく曖あい昧まいな物になっています。不安定とも言えます。ある程度、定まりそうで定まっていない感じです」

　吊つるされた人のタロットカードを見せながら、言う。

「そうですね。間違ってないです」

　米よね倉くらが頷うなずく。錦にしき織おりはそうだっけ、と少し首を傾かしげる。

「不安定な理由は、二人の近くに大きな星があるからです」

「星……」

　米倉が小さく頷いた。

「その星がある限り、不安定な状況は続くと思われます。ただ、だからと言って、その星がなくなってしまったら……。もしかしたら、二人の関係自体も無くなってしまうかもしれません。なぜなら、二人ともその星の引力に引かれて、近くにいるからです」

「……」

　米倉は無言で頷く。

「そして、今年中に、二人の関係にとって大きな転機があると思われます。残りの数ヶ月が、ものすごく重要です」

　紫し苑おんの母は星のタロットカードを指差す。

「転機……ですか？　どんな転機でしょうか？」

「分かりません。ただ、その転機によって、二人の未来は明るいものになると思いますよ」

「そうですか。よかった」

　ホッとしたように、胸を撫なで下ろした。

（なんだ。結構、占い、信じるタイプじゃん）

　米倉の横顔を見ながら、錦織は可愛かわいいなと思っていた。





「かなりしっかりとした占いでしたね」

『紫苑の屋敷』から出た米倉は、少し興奮した様子だった。

「そうだな。たぶん、こちらの気持ちを汲くんで、占ってくれてるんじゃないか？」

「こちらの気持ち？」

　米倉はドキッとしたように、目を瞬まばたきさせる。

「き、気持ちというのは……、つまり、わ、私たちが、二人の関係で大きな転機を迎えたいと思っているという……こと、ですか？」

　消え入りそうなくらい小さな声で言う。

「なんというか、人間、いつだって割りと、現状を変えたいと思っているんじゃないかなあ。だから転機とか言われると嬉うれしいんじゃないかと」

「ああ、そういう意味ですか」

　米倉は少し残念そうな顔になる。

「でも、本当に近い内に何かあるんでしょうか？」

「あるんじゃないか？　オレもなんとなくあると思う」

「いいことだったらいいですね」

　米よね倉くらは心から希望するように、目を細める。

　一階の展示を全すべて見終わると、階段を上って、二階へ向かう。

　奥へ進もうとした二人の足が、ある部屋の前で止まった。

「あっ」

　錦にしき織おりは声を上げた。『郷土史研』と書かれた看板がかかっていた。

「あ、ここ、米倉が出展しているんだよな？」

「は、はい」

　米倉は気恥ずかしそうに頷うなずく。

「今回は以前に一般展示用に作ったパネルの使いまわしですが……」

「仕方ないよ。演劇もやっていたし」

　錦織は廊下から中を覗のぞく。壁一面に、地元の郷土史の書かれたパネルが掲示されている。廊下の端の目立ちにくい場所、ということもあり、客は一人もいなかった。

「せっかくだし、見ていこうかな」

「え、入るんですか？」

　米倉がやや焦った顔をする。

「あんま見られたくないんなら止やめるけど」

「見られたくないことはないんですが、本当に前から変わってないですよ」

　肩を縮こまらせる。

「別にいいよ。前もそんなにしっかり見てないし」

「そうですか……。じゃあ、ちょっと中で休憩しましょう」

　米倉は頷くと、錦織を中へと導いた。

『郷土史研』の部室の中は、米倉の言葉通り、以前、錦織が来た時のままだった。テーブルの上で作成途中だったパネルが壁に移動しているだけだ。パネルにはこの辺の町の歴史が詳しく書かれてある。

「米倉の先祖が魔物を退治したんだよな。それで閣かつ下かは聖剣を探すと言い出したんだった」

　町が開かれる時期の伝承を眺めながら、錦織は頷いた。

「ああ、何もかもが懐かしい。結局、オレたちの用意した聖剣が秘密基地に飾られることになったわけだが」

「その聖剣はあくまで伝説上の物ですからね」

　米倉は部屋の奥にあるパイプ椅い子すに座る。錦織も全ての展示を見ると、米倉の向かいに腰を下ろした。

「米倉はここに時々来てるの？」

「週に一度は来るようにしています。お掃除したいですから」

「そっか。閣かつ下かとの構築、沢山の習い事に加え、こんなこともやってたんだよなあ」

　錦にしき織おりは感心するように頷うなずいた。

「オレがここに来たのは、あの時以来だな」

　部室を見まわしながら、錦織は言う。

「そうですね。発作を起こした錦織くんがここに担ぎこまれたのが懐かしいです」

「そ、そんなこともあったな。でもアレがあったから、米よね倉くらは閣下の仲間になることになったんだよな」

「そうでしたね」

　米倉は目を細める。

「ああいうことがあるまでは、私は錦織くんが普通の優等生だと思ってました」

「それはオレもそう。オレも米倉のことを同じように思ってたよ」

「でも、実際は……」

「オレはハラグロな男。おまけに閣下に苛いじめられて、新世界構築という、反社会的行為に協力している」

「そして私は、こっそり漫画を描かいていますしね」

　二人は顔を見合わせて、微笑ほほえみ合う。

「あの、錦織くん」

　米倉が小声で言う。

「ん？」

「あの時どうして、私が閣下と行動を共にすることにしたか、理由を知っていますか？」

「えっ？　いや、それは……。確かにあの時は、どうしてここまで協力してくれるのかなあと、ことあるごとに思ってたな」

　古いことを思い出すように遠い目をする。

「もしかして、新世界構築に素で興味を持ったとか？」

「違いますよ。興味が全くないわけじゃないですけど……」

「じゃあ、どうして？」

「そ、それはですね」

　米倉はジッと錦織を見る。緊張した顔が、少しずつ赤味を帯びてくる。

「それは閣下の仲間にですね……」

　言いながら、さらに頬ほおを赤らめていく。

「どうしたの？　なんか、顔が赤いけど、熱でもあるの？」

「いえ。大丈夫です。ね、熱はあるかもしれませんが、風邪ではありません」首をブンブンとふる。

「で、ですね。私が協力した理由はですね……」

「うん」

「閣かつ下かの仲間に……」

「うんうん」

「錦にしき織おりくんがいたからです！」

　米よね倉くらは下を向いて叫んだ。

「へっ？」

　錦織は不思議そうな顔をする。

「オレがいたからって……それってつ、つまり？」

　瞳ひとみを瞬まばたきさせながら、まじまじと米倉を見る。

「つ、つまりですね」

　米倉はモジモジと体を動かす。

「あの時、この部室に錦織くんたちがやってくる、それよりも前から……」

「前から」

「一緒にクラスの委員に選ばれて、一緒に活動をしている時から、錦織くんのことが――」

　意を決した表情で、米倉はその続きの言葉を告げようとする。

　その時――。



    

  
    
      



    

  
    
      　部室のスピーカーから、チャイムの音が流れてきた後、

『生徒の呼び出しを行います。生徒会メンバーの錦にしき織おりくん。至急、生徒会室に帰ってきてください。繰り返します――』

「ありゃ。あれは、木こ暮ぐれさんの声だ」

　錦織は舌を出して、時計を見た。

「まだ、時間があるはずなんだが、たぶん、なんかトラブルがあったんだな」

　首を振った。

「米よね倉くら、ごめん。オレ、行かないといけなくなったっぽい」

「はい、分かりました」

　米倉は残念さと安あん堵どが入り混じった顔をしていた。

「今の話は、また今度、もっと違う場所で必ずしますから」

「うん、悪い」

　錦織は両手を合わせた。

「いえ。こんなその場の勢いに任せた感じは、私の希望と反しますから。いつか落ちついた時にでも。だって、今年が終わるまで……、まだ時間がありますものね」

　米倉は自分に言い聞かせるように、小さく頷うなずいた。

「？？　あ、うん。そうだね」

　錦織は不思議そうに首を傾かしげて、まだ頬ほおの赤い米倉を見つめていた。



　　　　☆



　少し時間が遡さかのぼり、錦織が六りく道どうと小体育館で対たい峙じしていた頃ころ、太平洋沿いを西へ向かう特急列車に二人の紫し苑おん高校の生徒の姿があった。

　美み紀きと舞まいである。二人は四人がけの窓側の席に向かい合うように座り、過ぎ去っていく外の光景を瞳ひとみに映している。

「ふっふっふ」

　ふいに、窓枠に肘ひじを立てた美紀が不敵に笑い始めた。

「どうしたの？　妙にご機嫌じゃない」

　舞も頬に笑え窪くぼを浮かべて、血色のよい口を綻ほころばせる。

「まあね。気分はいいわ。だって、久々の調査だもん。報道人魂が騒ぐわよ」

　フワフワの前髪をかきあげる。

「ふ――ん。でも、そのせいで文化祭にいけないじゃない。高校生活最後の文化祭なのに、参加できないなんて」

「二日あるんだもん。一日いければ十分でしょ」

「まあ、確かにそうだけど……」

「去年の文化祭の時、あれだけかかりっきりだったんだもの。今年は一日くらい、文化祭から離れたとしても、バチは当たらないでしょ？」

「それはそうかもね」

　舞まいは頷うなずいた後、急に考えるように顎あごに手をあてた。チラッと美み紀きを見る。

「あのさ、美紀」

「ん？」

「どうして、こんな調査、しようと思ったの？　ってか、どうして、輝かぐ夜やさんの記憶を取り戻す、協力なんて買って出たの？」

「どうしてって言われても。だって、錦にしき織おりくん、なんか困ってたし」

「それはそうかもしれないけど。だって、輝夜さんは、美紀にとって……」

「敵だって言うの？」

「過去も敵だったし、今だって……、ライバルでしょ？」

「まあね。それはそう」

　美紀は肩をすくめる。

「だったら、輝夜さんの記憶の回復を手伝うなんて、しなくてもいいと、私は思うけどなあ。お医者さんに任せちゃえばいいじゃない」

「あのね」

　美紀は窓枠に置かれた紅茶缶の中味を一気に飲み干し、強い勢いで元の位置に戻した。

「私は、錦織くんのことが好きなの」

　真面目まじめな眼まな差ざしで舞を見た。

「おおっ。かなりはっきりと言ったね」

　舞が目を丸くしながら、楽しそうに笑った。

「そうよ。いつだってはっきりしているのが、私のモットー。覚悟ができたって感じよ？」

「ふ――――ん。覚悟ができたっていうか、やぶれかぶれっていうか、自暴自棄？」

「誰だれが自暴自棄よ!!」

　美紀は舞をビシッと指差した。

「私はあの魔王女に負けるつもりなんて、全然ないのよ。むしろ、負ける気がしない？　無論、記憶が戻っても戻らなくても」

「はあ」

「だから、錦織くんに協力するのよ。錦織くんは、輝夜さんの記憶が戻って欲しいって願っているでしょ？　だったら、それに協力する。錦織くんが喜んでくれるんだから。でもって、記憶を戻した輝夜さんに勝てばいいだけの話よ」

「おお、凄すごい自信だあ」

　舞まいは音を立てずに拍手をする。

「でも美み紀き。敵は強いかもよ。だって、魔王と呼ばれる女の子だもの」

「大丈夫。私だって、報道の鬼と呼ばれたことあるもの」

　美紀は胸を張る。

「鬼が魔王に勝てるのかなあ。それにライバルは輝かぐ夜やさんだけじゃないかもしれないわよ」

「まあね」

　美紀は口を尖とがらせる。

「確かに米よね倉くらさんはライバルだし、あの六りく道どうって子だって意外と仲良さそうだし。弓ゆ削げさんだって、幼稚園時代からの幼おさな馴な染じみらしいもんね」

「今の三人だけじゃないかも」

「えっ？　他にも？　ああ、もしかして錦にしき織おりくんと同じクラスの杜かき若つばたさん？　どうだろう。でも、ライバルと言えるほどじゃないんじゃない？」

「もっと大事な人を忘れてるわよ」

　舞は不敵に笑う。

「誰だれ？　そんなダークホース、ホントにいるの？」

「いるわよ。――アナタの目の前に」

「ええっ！！！」

　美紀が目を見開き、開けた口をワナワナと震わせた。

　舞はフッと鼻で笑うと、

「冗談よ」

　そう言って、再び窓の外へ目を向ける。

　列車は、茶畑の中を通りぬけようとしていた。



　数時間の後のち、特急からローカル線二本を乗り継いだ二人は、ある地方都市に着いた。

「ふう。予想より遠かったわね」

　美紀は息を吐き出す。目の前には地元中学校の名前の書かれた校門がある。

「こちらの学校も文化祭だったんだ」

　美紀の横で舞が肩をすくめる。校門の奥に、カラーのダンボールで作られた文化祭の入場門が設置されている。前庭にはスピーカーから流れる音楽が溢あふれ、制服姿の学生たちや、来訪者たちでごった返している。

「そうよ。そうじゃなきゃ、こんな平日に訪問したりしないわよ」

「だって、美紀、全然説明してくれないし……。なんというか、自分の学校の文化祭にも出ずに、こんな遠くの縁も無い学校の文化祭に来ることになるなんてちょっと皮肉ね」

「い、いいの。明日があるんだから」

　美み紀きは口を尖とがらせる。

「まあ、いいけど。とにかく、せっかくここまで来たんだから。早く、お目当ての人に会いましょう。これでいなかったら、笑ってしまうけど」

「大丈夫。きっといるわ」

　二人は文化祭が行われている中学校へと入っていく。

「二階の端みたいね」

　校舎の階段を上りながら、舞まいが文化祭の案内図を広げる。

「でも、美紀。あなた、よく見つけたわね。輝かぐ夜やさんの、十年も前の友達の居場所なんて」

「それが報道魂ってものよ」

　美紀は得意そうに胸を張る。

　幼稚園や家の近所の聞きこみで、輝夜の古い友人の名前は分かったのだ。その家と今でも付き合いがあるという人物から、その友人が小学校へ進学するよりも前に引っ越したことを教わり、紹介してもらったのだ。輝夜の元友人は、この中学校で図書委員をやっているのである。

「ここだね」

『図書室』と書かれたプレートの部屋の前で、二人は立ち止まる。

「ちゃんといるんだよね？」

「約束の時間ピッタリだもん。相手が輝夜さんみたいな人でない限り、いるはずよ」

　事前の連絡の時、美紀は詳細を相手に話さなかった。まずは一度会って、それから来てもらうなり、どうするなり考えようと思ったのだ。

「じゃあ、入るわよ」

「うん」

「失礼します」

　ガラガラと扉を開ける。

　図書室の中はひっそりとしている。外の文化祭の喧けん騒そうが嘘うそのようだ。文化祭でも、図書室は通常通りやっているらしい。

　人ひと気けの無い図書室内へと進んでいく。

「すみません。萩はぎ乃のさんはいますか？」

「はい。ここです」

　貸しだしカウンターから女の子が現れる。

　切り揃そろえられた前髪で目の隠れた、ほっそりとした体つきの女の子。カウンターの椅い子すに腰かけ、ハードカバーの本を読んでいた。

「萩乃さん？　連絡した松まつ島しま美紀ですけど」

「後ご藤とう舞まいです」

　美み紀きと舞はカウンターに近づいていく。

「萩はぎ乃のといいます」

　萩乃は本をカウンターに置いた。

「遠くの高校の方ですね。どういったご用件なのでしょうか？」

　二人を見上げる。前髪のせいで表情はうかがえないが、不審に思っている様子はない。声も落ちついている。

「ごめんなさい。仕事がら、単刀直入に訊きかせていただきます。萩乃さんは、輝かぐ夜や真ま央おさんという名前、聞いたことあるかな？」

「輝夜……真央？」

　萩乃はきょとんと、首を傾かしげた。



　　　　☆



「生徒会です！　追加の暗幕、持ってきましたー」

　文化祭初日も残すところ二時間という頃ころ、三階の物理実験用の階段教室で、錦にしき織おりは声を響かせていた。文化祭運営メンバーとして、最後の最後まで快適な文化祭進行のために校舎内を走りまわっているのだ。

「って……」

　錦織は教室の入口から入ったところで立ち止まる。階段教室は小人数音楽サークルのライブ会場として使われているはずだ。だが今は、ガランとして、サークルメンバーも観客の姿もない。黒板の前の教壇には、マイクスタンドだけがポツンと置かれている。

「暗幕、持ってくるの遅かったか」

　とりあえず、明日、使えるように置いておこうと思い、階段を下りていこうとする。

　――と、

「あ、にしぽん！」

　端に置かれた教卓の陰から、見なれた顔が立ちあがった。弓ゆ削げ満月みちるだった。

　だが、錦織は弓削に一いち瞥べつをくれただけで、

「どうやら、誰だれもいないようだな」

　わざとらしく手を額にかざして、キョロキョロと顔を動かす。

「仕方がない。暗幕だけは置いておこう」

　そう言って、暗幕をその辺に置き、回れ右しようとする。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ、ちょっと待ってよお！」

　弓削は猛スピードで階段を上がっていくと、戻ろうとしていた錦織の腕を掴つかんだ。

「なんで露骨に無視しようとすんの!?」

「なんだ。い・た・の・か。お・ど・ろ・い・た・あ」

「メチャクチャ棒読み台詞ぜりふ。すげえ、ムカツクし」

　弓ゆ削げは唇くちびるを尖とがらせる。

「つーかさ。この部屋から暗幕追加の要請があったのできたのに、全然、人がいないじゃないか。返してもらおうかな」

「だって、今日のライブは終わったの。暗幕は明日のため！」

「まあ、そういうこととは思ったけどな」

　錦にしき織おりは言いながら、一度は置いた暗幕を、教壇の方へと運んでいく。

「弓削がここでライブやっていることまでは掴つかんでいなかったぜ」

「ここはライブに最適な教室なんだよ。全席アリーナだし」

「物は言いようだな。ってか、弓削がいるって知ってたら、暗幕を持ってくるのは、他の人に頼んでたのに」

「むむう。なんで、そんないけずを言うんだよお」

　弓削は、黒板の前までいく錦織を追う。

　錦織は暗幕を教卓の上に置くと、改めて弓削の姿を上から下まで見る。チェックのスカートに、ブラウスとタイだ。

「お前、その格好……」

「なに？　可愛かわいい？　そうでしょう。めんこいでしょう！」

「いや、そうやって、また多くの罪のない男子たちの心を、弄もてあそぶんだなあと思って」

「弄んでないよ！　人聞きの悪い!!」

「じゃあ、ライブ中に真実をカミングアウトしてみろよ。大変なことが起きるぜ。暴動発生、血の雨が降るかもしれない」

「そうかもしれないけど、でも、騙だましているわけじゃないよ。何も言ってないだけで」

　弓削はケロリとした顔で、そんなことを言う。

「消極的とはいえ、それを騙しているっていうの！　みんな、弓削が女子だと思って追いかけているんだぞ」

「いいじゃん。アイドルの本当の性別なんて、関係ないよ。どうせみんなの前で、素すっ裸ぱだかになることなんてないんだから。見た目が可愛い女の子だったら、それでいいの。中味はご想像にお任せします」

「そうか？　そういうものなのか？　本当に罪の意識はないのか？」

　錦織は頭をかきむしる。

「ないよ。夢をあげるのがアイドルの使命なんだから」

　手を組んで目をキラキラと光らせる。

「オレの夢を打ち砕いたことを棚に上げておいて、よく言うよ」

　錦にしき織おりは額を押さえる。

「とにかく、暗幕は運んだぞ。じゃあ、俺おれ、戻るから」

「ちょっと待ってよ」

　弓ゆ削げは上目遣いで錦織を見た。

「ちょっとの間、話せないかな？」

「ちょっとってどれくらい？　一分くらいなら時間を作れるが」

「一分じゃ何も話せないよ」

「じゃあ仕方がないな。さようなら」

　回れ右した錦織の腕を、弓削が「待ってよ！」と掴つかんだ。

「痛いって！　マジで女の子のリストじゃないぞ。ってか、リアル女の子じゃないし！」

「でも、気持ちは女の子なんだよ？」

「腕力は明らかに違うけどな」

　錦織は弓削に体を向ける。近くの椅い子すに腰を下ろした。

「それで……。何を話すんだ？」

「色々と。あたしとにしぽんの間には、沢山の誤解があるんじゃないかって思うんだよね」

「誤解なんてあったっけ？」

「あるよー。恐らく、きっとある――」

「どっちだよ」

　錦織は口を尖とがらせる。

「にしぽんとあたしは、幼稚園時代から知っている仲なんだよ。いわば幼おさな馴な染じみなんだよ」

「まあ、そうだな。幼馴染には違いない」

「それにしては、仲が進展しないじゃない。会話すら少ない。最近じゃ、ろくちゃんに『時々、みっちーって、空気化してるよね』って言われるほどなんだよ。これはいかん」

「そう言われてもな」

　肩をすくめる。

「そんなのおかしいじゃない！　だって、ゲームの世界で幼馴染と言えば、大抵、正ヒロインだよね？」

「そうだっけ？」

「そうだよ。そうに決まってる。なんというか、お互いによく知り過ぎているから、かえって恋人同士になれない、という感じ？」

「いや、感じ？　と聞かれても。……というか、ゲームの中の幼馴染って、ぽっと出のヒロインに、男を奪われるかわいそうなヤツが多くないか？」

「そう！　まさに、それがあたしの境遇だよ」

　弓ゆ削げはビシッと錦にしき織おりを指差した。

「プレイヤーに同情されて、一部に人気を誇るにもかかわらず、中々、攻略できないヒロイン。それがあたしなんじゃないかと、最近思うのよね」

「ああ、なるほど、なるほど。うん。弓削よ、お前は完全に誤解をしている」

　錦織はゆっくりと首を振る。

「オレと弓削との仲が進展しないのは、決して、幼おさな馴な染じみ同士だからではない」

「な、なんと？　じゃあどうして？」

「それを訊きくか？」

　錦織は顔をしかめる。

「是ぜ非ひ、知りたいよ」

　弓削は両手を握りしめる。

「それはだなあ。…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ついているから」

　錦織は散々、ためを作った後、鼻の先を赤らめながら言った。

「はっ？」

「分からないのかよ」

「うん」

　弓削は本気で分からない、という風な顔をする。

「お前が男だからって言ってんの！　ってか、ゲームのヒロインヒロインって、お前はヒロインじゃねえじゃないか！」

　錦織はビシッと弓削を指差した。

「遅れてるよ！　最近じゃ、男の子のヒロインが出るゲームだってあるんだよ！」

「だから、現実はゲームと違うんだよ……」

　錦織は疲れたような顔で言う。弓削は「むうっ」と、頬ほおを膨らませる。

「だったらなに？　あたしとにしぽんの関係は永遠に、一生、永遠に進展することはないって、そういうこと？」

　弓削は半泣きな顔で錦織を見る。

「一生は知らないけどさあ」

　錦織はハアとため息をつく。

「いいか、それこそ誤解しないでくれよ。オレは決して、弓削のことが嫌いと言ってるわけじゃないんだよ。むしろ、幼馴染として気になる存在だ。でも、異性として見れるかというと、見られないだけなんだ。だって異性じゃないから」

「心はこんなにも女子なのに？」

「ああ」

「絶対に？」

　弓ゆ削げはそう言って錦にしき織おりに迫ってくる。体を密着させると、錦織に顔を近づけた。

　錦織はドキッと硬直する。

　弓削がかなり近い。むしろ、胸のパットが錦織に押しつけられている。柔らかくて、まるで本物のようだ。

「ちょっ、ゆ、弓削さん、かなり近いんですけど……」

「……」

　弓削は無言のまま、錦織に顔を近づけてきた。柔らかそうな唇くちびるが錦織に近づいてくる。長い睫まつ毛げがよく見える。そして、髪からふんわりといい匂においが漂ってくる。

　錦織は逃れようとしたが、弓削は錦織の退路を断っていた。

　顔が近づく。唇が。息が。鼻が。

　錦織はドキドキしながら、顔を赤くしていく。

　弓削の顔がさらに接近してくる。吸いこまれそうな大きな瞳ひとみがすぐそこに、鼻息が頬ほおに触れるほど近くにまできている。

　錦織の胸の鼓動はさらに加速していく。顔中が火ほ照てり、額一杯から汗の粒が噴き出してきている。

（なに、興奮してんだよ、オレ）



    

  
    
      



    

  
    
      　錦にしき織おりは、今、自分に迫ってきている相手は男だと、自分に言い聞かせようとする。だが、見た目も匂においも感触も女の子そのものであるため、理性では分かっていても体が勝手に反応する。

　至近距離で、弓ゆ削げの柔らかそうな唇くちびるが小さく開く。開いたまま、錦織の唇にまさに重なろうとした瞬間、

　突然、弓削は錦織から離れた。

「にしぽん、めちゃくちゃドキドキしてるじゃん！」

　距離をとったまま、嬉うれしそうに笑う。

「な」

　錦織はかっこわるく開けた口を、パカパカと開いたり閉めたりさせる。

「なに期待してるの？　するわけないじゃん。キスなんて。こんなところで」

　弓削はケラケラと笑った。

「く、く―――。罠わなだったのかよ」

　錦織は悔しそうに、口を引ひき攣つらせる。弓削がというより、ドキドキした自分が許せなく思えた。

「でも、ドキドキしたでしょ？」

　弓削は上目遣いで錦織を見る。

「……」

「どうなの？　した、しなかった？」

「…………認めたくないけどさ。ああ、したさ。したともさ」

　錦織は開き直ったように胸を張る。

「それってつまり、あたしが女の子と認識していたからだよね？」

「ああ。そうだ。それは認めるよ。だがな……」

　続きの言葉を遮るように、錦織は首を振った。

「ううん、それが聞きたかっただけなの。だって、ドキドキしたのなら、チャンスが全くないってことはないってことだよね？　そこんとこだけは認めてよ」

　弓削はビシッと指差した。

「……お前。やっぱ、結構、酷ひどいな」

　錦織は恨みがましいジト目で弓削を見返す。

「そうだよ」

　弓削は目を細める。

「だって、あたしはハラグロ女だもん」

　ニッコリと笑った。



　　　　☆



「結構、疲れたな」

　薄うす暗くら闇やみに包まれた紫し苑おん高校の校門をくぐりながら、錦にしき織おりは一人ぼやいた。文化祭一日目は既に終了している。一般向け開放時間はとっくに終わり、関係者がまばらに出てきているのみだ。

「想定以上に色々あったし」

　錦織は墨色の帳とばりの下りた空を仰ぐ。準備不足の調整で忙せわしない一日だった。しかも、片付けのある明日は初日以上にやることがあるはずだ。

「でも、なんか、みんなと話せてよかったな」

　六りく道どう、米よね倉くら、あと予定外だったが弓ゆ削げとも話すことができた。最近はこのメンバーと二人っきりで話す機会が少なかったので、よかったと思う。

（あとは、輝かぐ夜やだな）

　輝夜とは明日の午前中、一緒に文化祭を回る予定になっている。

（つっても、記憶が戻っていない輝夜とだけどな）

　二人っきりで話すのなら、できれば記憶が戻った後の輝夜がよかった――。

　そんなことを思いながら歩いていると、

「ハラグロくん！」

　背後で声がした。振りかえる。輝夜が立っていた。

「か、閣かつ下か」

　思わず焦ってしまう。たった今、輝夜のことを考えていたからだ。

　輝夜は小走りで走ってくると、錦織の横に並んだ。

「ま、まだ学校にいたのか？」

「うん。今日は衣装合わせがあったんだよ」

「ああ、そうだったな」

　明日の午後、一年Ａ組が行う演劇。今日、最後の調整があったはずだ。

「明日はいけそう？」

「うん全然問題ないよー」

「そうか。よかったな。楽しみにしておくよ」

　錦織は頷うなずくと、目を寄せて、チラッと輝夜の横顔に目を向けた。

「ところでさ……。明日の午前、一緒に回る話だけど、ホントに大丈夫なんだよな？　本番前だぜ」

「大丈夫でしょ。むしろリラックスした方がいいんだよ。たぶん」

「たぶんかよ」

「それに、私の場合、あの時間に見ないと、もう文化祭を見る時間ないし」

「それはそうかもなあ」

「エスコートは任せた！」

　輝かぐ夜やは錦にしき織おりの肩を叩たたく。

「任された」

　錦織は叩かれた肩をすくめた。

　しばらく、どうでもいいようなことを話した後、二人の帰り道の分岐点までくる。

「じゃあ、また明日ねえ」

「おう、ばいばい」

　錦織と輝夜は手を上げ合うと、分岐点で分かれ、各おの々おのの道へ向かって歩いていく。輝夜は何を焦っているのか、小走りで走り去っていく。

「うう、いかん。思わず普通に話してしまった」

　輝夜の背中が見えなくなると、錦織は思わず頭を抱えてしまった。

　記憶を失った輝夜と、普通に会話をした自分がいる。いつの間にか、今の輝夜に普通になれてきている自分がいる。なれていること自体に不安を感じる。焦りを感じる。

（なんかいやだなあ）

　昔の輝夜のことを忘れつつあるような気がする。やはり輝夜には元の姿に戻って欲しい。“〝以前の輝夜と文化祭を歩きたかった”〟

　その時、ポケットに入れている携帯電話がメール着信を告げる。

「！」

　文面を確認した錦織の顔色が変わる。

　メールは松まつ島しま美み紀きからだった。

　そこには、「友達、見つかった。明日、連れていく」と書かれてあったのだ。



    

  
    
      
＃Ｐａｓｔ　Ｔｉｍｅ　４



「さてさて。初恋に関連しまして初体験告白タイムで――す!!」

　急に六りく道どうが立ちあがり、そんなことを言い出した。

「おおっと、がぜん女子会っぽくなってきました」

　弓ゆ削げが煽あおると、輝かぐ夜やが首を傾かしげた。

「そうなのか？　女子会ってこんな話をするものなのか？　雑誌にはそんなことは書かれてなかったが……」

「いいんです。ここは敢あえて、誤った女子会のイメージに従ってやりたいと思います。ちなみに初体験のお題目は、ファーストキス！　略してファーキス！」

「キス!?」

　輝夜が大きな声で反応する。

（キ、キスだとお!?）

　錦にしき織おりは目をギラギラさせて、ロッカーの扉に耳を押し当てる。

「か、かなめ。さすがにちょっとそれは……、プライベートな話題過ぎるのでは？」

　米よね倉くらが焦りの声を出す。

「ふふふ。ギリギリのプライベートに触れる。それが女子会です」

「それは本当に女子会なんですかぁ？」

　米倉が泣きそうな声を出した。

「それはともかく……、始めちゃいましょー。この中にキスの経験がある人――？　もちろん相手は家族以外で」

　六道は他の女子たちを見まわす。

　シ――ン。

　秘密基地の中はシーンと静まりかえる。米倉が手を挙げた。

「あ、あの、それは事故も、含まれるのですか？」

「事故、というと？」

「つまり、たまたま、偶然、口が重なりあうような……」

　米倉は恥ずかしそうに口をモゴモゴと動かした。

「おやおやー。ということは、あいふぉんは事故ならあるってことですか？」

　弓削は耳に手をあてる。

「いえ、そういうわけでは……。ただ、事故ならそういうこともあるかなと一般的な観点から言っただけです」

　また下を向いてしまう米倉。

「事故は入りません!!　なぜなら、キスは心が大事だからです！」

　六りく道どうは天井を指差した。

「じゃあ、そんな感じで、もう一度聞きます。この中にキスの経験がある人――？」

　秘密基地の中は再び静まりかえった。

「ええっ？　みんな、キスの経験ないの？　本当は隠しているんじゃないの？」

　六道が疑惑の目を周囲へ向ける。

「そういうろくちゃんは？」

「へっ？　ないよ。心がかよったヤツは」

　あっけらかんと答える。

「だったら、こんなお題にしなきゃいいのに」

　弓ゆ削げは呆あきれたように頭の後ろで手を組んだ。

「みっちーとかあいふぉんなら、キスの一つや二つ、経験あるかなと」

「残念ながら。だって、あたし意外と堅物だから」

「わ、私は、先ほども言ったように、恋愛、興味なかったですから」

　弓削と米よね倉くらは首を振る。錦にしき織おりはそれを見て、ホッと胸を撫なで下ろす。

「じゃあ閣かつ下かは？　って、駄目か。だって幼稚園時代から恋愛封印だもんね」

「それもあるが……」

　輝かぐ夜やは険しい顔で、六道を睨にらんだ。

「キス、つまり接せつ吻ぷんについては、私は以前から社会に発信したいことがあったんだ」

「はあ……」

　六道は面倒くさそうな顔をする。

「漫画を読んでいると、何かと言えばキスがどうの、初めての相手がどうの、という話になりがちだ。むしろ、主人公にとってのキスは最大の山場の一つだ」

　ギロリと目を剥むく。

「だが、私に言わせれば、キスになんの魅力があるかが分からない！」

　輝夜はガンとテーブルを叩たたきつけた。

「はい？　といいますと？」

「例えば、愛し合うもの同士が抱擁するのは分かる。私はごめんだが、その気持ちをくんでやらないこともない。つまり、一つになりたいということだろう？」

「いや、六道に聞かれましても……」

「あと、子作り！」

「こ、子作り!?」

　米倉が裏返った声を上げる。

「それについても分からなくもない。生物的に子孫を残すのはＤＮＡに刻まれている。いくら大脳皮質が発達した人間といえども、本能には逆らえまい」

「はあ……」

「だが、しかしだ！」

　輝かぐ夜やはもう一度、テーブルを殴った。

「キスはなんだ？　やることになんの意味がある？　唇くちびると唇を重ねて、どんないいことがあるんだ？　唾液を交換してなんになる？　化学反応でも起きるのか？　口の中は雑菌でいっぱいだぞ。口内細菌を大量に交換してどうするんだ？　虫歯はもちろん、もっと重大な病原菌、或あるいはご飯の食べ残しがやってくる可能性だってあるんだ。やったところで、まったく利するところがない！」

　輝夜は立ちあがって、唇をかみしめた。

「か、閣かつ下か。どうどう、落ちついて」

　六りく道どうが両手を上げて輝夜を静めようとする。

「私の考えでは、キスをするような人間は、漫画、小説、テレビといったメディアに踊らされている。キスが凄すごいものだと教えこまれているせいで、それでありがたがっているに違いない！　或いは、キスを流は行やらせることで世界統一を狙ねらう闇やみの団体が、世界中の人間をマインドコントロールしようとしているのかもしれない」

「いやあ、それはないような気がするような」

　六道は口元を引ひき攣つらせる。

「ってことは、つまり、かぐやんはキスなんてありえない。これまでもこれからも、絶対にすることはない、ってことだね？」

　弓ゆ削げが真剣な顔で輝夜を見つめた。

「当然だ。キスは悪魔と契約する儀式だ！」

「もし、相手がにしぽんだったとしても？」

　その瞬間、基地の中は凍りついた。

（な、なんで、そこでオレなんだよ、弓削!!）

　錦にしき織おりは口をパカッと開けた。

「ど、どうしてそこで、ハ、ハラグロが出てくるんだ？」

　輝夜が少し狼ろう狽ばいした声を出す。

「いや、にしぽんが相手なら、かぐやんでもキスに興味が出てくるかなあ、と思って」

　弓削は挑発的な視線で輝夜を見る。

「そんなわけがないっ！」

　長い髪を大きく揺らし、輝夜は首を振った。

「そもそもキスなどという習慣に興味のない私が、よりにもよってあの男とキスなどという悪魔の儀式をするはずがない。興味もない。断じてない！　絶対にない！」

（そうなの――――!?）

　錦にしき織おりは顔を扉に張りつかせて胸の中で叫ぶ。

「必死に否定するのが逆に怪しい」

　弓ゆ削げはイヤらしく、糸のように目を細めた。

「そ、そんなわけがあるかあ！」

　輝かぐ夜やが真っ赤な顔で叫んだ。

「とにかくない！　ハラグロとそんなことをするなんて、ありえないっ！」

　輝夜は大きく叫ぶと、ドンと力強くテーブルを叩たたいた。

　その瞬間、ブルブルと錦織の入っているロッカーが震え、扉が勢いよく開く。

「うわあああ」

　錦織は間抜けな声を上げながらロッカーの外に飛び出す。

「へっ!?」

「あっ！」

「ええっ！」

「むっ」

　女の子たちの視線が、床に転がった錦織へ集中する。

「なんで錦織くんがそんなところにいんの？　し、しかも、それは！」

　六りく道どうは震える手で錦織の手に握られたブルマを指差した。

「それは私の物だぞ！」

　輝夜が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「最悪！　にしぽん、そんな趣味があったの!?」

「女子会を覗のぞいていたんですか？」

　弓削が気持ちの悪そうな表情をし、米よね倉くらも顔をしかめた。

「い、いや、違うんだ。その、決して覗き見をするつもりは……。あと、このブルマはたまたま中にあっただけで……」

　錦織は床に張りついたまま、上げた顔をブルブルと横に振った。

「ここは女子会会場だよ。男子が入っちゃいけない秘密の花園なんだよ！」

「弓削、お、お前にだけは言われたくないような……」

「とにかくだ！　ここはお前がいてはいけない場所だ！　お前は招かれざる客（ペルソナノングラータ）だ！」

　輝夜は未いまだに赤らんだ頬ほおのまま、手の形をしたプラスチックの細工のついた棒を構え、倒れた錦織へ近づいていく。

「そうだよ。この件については、錦織くんが全面的に悪いよ！　女子会だからこそ話していたことだってあるのに、それを覗き見なんて、最悪だよ！」

　六道もどこから取り出したか、ペチペチ棒を持って輝夜に続く。

「錦にしき織おりくん、見そこないました」

「サイテーだよ、にしぽん！」

　米よね倉くらと弓ゆ削げも同様の装備で立ちあがる。

「ってか、なに？　なんでそんなみんな、興奮しているわけ？」

「問答無用だ！」

　輝かぐ夜やたちは魔法ステッキを持った魔法少女のように、ペチペチ棒を這はいつくばって逃げようとする錦織へ一斉に向けた。

「ちょ、ちょっと覗のぞいていただけじゃんか。そこまで超反応することないんじゃん？　ねえ、もっと落ちついていこうよ。よく話しあえばきっと分かりあえ……」

　錦織の言葉はそこで途切れ、代わりに悲鳴が上がった。

　そんな、ひところのこと――。



    

  
    
      
４　輝夜の過去



　文化祭、二日目の午前。

　錦織はゆっくりと紫し苑おん高校を歩いていた。初日の前日よりは人がまばらの前庭。校舎に向かう来訪者たちと反対の方向に錦織は向かっている。

「閣かつ下か、来てるかな？」

　独りごちた。記憶を失う前の輝夜は、時間は守るタイプの人間だった。今はどうなんだろう、と思う。

　校門の前までくる。

　ちょうど同じタイミングで、校門の向こうから輝夜が現れた。

「うお、ピッタリピッタンコだね」

　輝夜は錦織の前に立つと、ニッコリと笑った。

　錦織はウッとなる。輝夜の笑顔には弱いが、今日はいつになく可愛かわいく見える。その理由が、輝夜の格好にあることにすぐ気がつく。

　黒いワンピースである。タイトな感じのスカート、可愛かわいい花の刺し繍しゆうつきの胸元。輝かぐ夜やらしくない、女の子っぽい感じのセレクトに思えた。

「どうしたの、その服？　なんか見たことないんだけど」

「ふっふっふ。前に両親の所に行った時、買ってもらいました」

「なるほど」

「似合うぽ？」

「ああ、なんかいつもと違う感じで、よいと思うよ」

　特に今の輝夜には、と付け加えたくなる。だが、輝夜はニッコリと笑って、「ありがとう」と答える。その笑顔がまた可愛かった。

「それで、まずどこから行こうか？」

　二人は校舎方向に歩き出す。

「閣かつ下かは昨日、文化祭、どこか見たのか？」

「見てにゃい」

「にゃい、かあ。オレは割りと見たんだよな。閣下はどこか、行きたい希望あるか？　もうどこだっていいぜ？」

「う――――ん」

　輝夜は腕を組んで、唸うなり声を上げる。

　その時、グ―――と、お腹なかがなった。

　輝夜はお腹を押さえて、ブウと唇くちびるを結んだ。

「お腹空すいた」

「それは今の音を聞けば分かる」

「今日、朝ご飯食べてないんだな、これが」

「なんでだよ。大食いの癖に。それじゃあ、体がもたないんじゃないか？　閣下っていかにも燃費悪そうだし」

「もちそうにないね。というか、フラフラしてきたよ」

　輝夜は青ざめた顔で、フラッと体を揺らす。

「オッケー、オッケー！　だったら、前庭の模擬店に行こうぜ。オレも昨日、食べ物だけは食べてないんだ」

「うん。是ぜ非ひ、行きたい。というか、行かないと動けない」



　二人は並んで、そのまま前庭で飲食物を出す模擬店のテントが並ぶ中へ向かっていく。

「気にしなかったけど、結構、色々店があるな」

　剣道部のやっている焼きそば店をはじめ、クレープ、ラーメン、アイスクリームなど、多種多様な食べ物を提供する模擬店が軒を連ねている。まだ早い時間ということもあり、人出はあまり多くなく、列ができるほどではない。

「閣かつ下かは何を食べる？　オレは軽めの食事がいいんだが」

「う―――ん、どれにしようかなあ」

　輝かぐ夜やは興奮した様子で、模擬店の中を歩いていく。

　急に、その足が止まった。

「おおっ！」

　近くのノボリを指差した。「名物紫し苑おんバーガー」と書かれている。

「これを食べたい！」

　目をキラキラさせていた。

「へえ」

　錦にしき織おりが意外そうな顔をする。

「記憶喪失になっても、食べ物の嗜し好こうは変わらないんだな」

「あ、私、ハンバーガーが好きだったんだ？」

「ってか、それは覚えてないの？　だったら、なんでハンバーガーなんだよ」

「好物だって認識はないんだけど、なんだか心の奥底から湧わきあがる、ハンバーガーを食べたいって欲求が私の脳のう髄ずいを揺り動かすんだな」

「よく分からんが、とにかく食べたいわけだ。まあ、いいけど」

　二人でハンバーガーの模擬店に行く。テニスウエアを来た女子の店員に迎えられる。紫苑バーガーはテニス部がやっているようだ。

「おっし。ここの支払いはオレに任せろ」

　メニュー表を見て、錦織は自分の胸を叩たたく。紫苑バーガーの他に、フライドポテトなどのサイドメニューもあるが、どれも利益度外視の百円以下なのが強気にさせた。

「おお。太っ腹だ」

「まあな」

　錦織はニヤリと自信を見せる。

「じゃあ、紫苑バーガーを……ええっと、二つでいいか？」

「二つ？　う―――ん、どうでしょう」

　輝夜は渋い表情をする。

「じゃあ、三つ？」

「あうっ！　もう一押し！」

「奢おごりなんだから、少しは遠慮してくれよ」

　と、言いつつ、錦織はバーガー四つとポテトを注文した。



　買ったハンバーガーを、模擬店の横に作られたカフェスペースまで持っていく。教室の机を並べて作ったテーブルに、向かい合わせに座った。

「なかなか美味じゃよ。これ」

　ハンバーガーにかぶりつきながら、輝かぐ夜やはご満悦な様子で咀そ嚼しやくする。

「美お味いしいのはいいけどさ。もっと綺き麗れいに食べようじゃないか。ケチャップが口からはみ出してるぞ」

　フライドポテトをツマみながら、錦にしき織おりは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「食べるのが下手なのは相変わらずだな。とりあえず、一つ食べたら口を拭ふこうよ。そのまま食べ続けたら、顔中に汚染が広がっていくぞ」

「ぬぬ？」

　言いながら、輝夜はポケットから小さな手鏡を出した。

「おお、これは酷ひどい。アハハ」

「酷すぎるだろ。なんか唐辛子を食べて、唇くちびるを腫はらしている人みたいだ」

「いいこというね！」

　輝夜は錦織を指差し、口から出した舌でペロリと口の周りを舐なめる。

「うん。完かん璧ぺき」

「全然完璧じゃねえよ。薄うつすら、残ってるじゃん」

「それがルージュっぽくていいという説もある」

「どこにあんだよ、そんな説！　ほれ、これ使って拭きなさい」

　錦織はウエットティッシュを輝夜に渡す。

「さすが。用意がいい」

　輝夜はもらったウエットティッシュで唇の周りを拭きはじめる。

「よし。これで綺麗になったでしょ」

「まだ、薄らと残ってるけどな」

「そう言うなら、錦織くんが拭いてよ」

　ウエットティッシュを錦織に押し返してきた。

「ええ、オレがやるのか？」

　錦織はイヤそうな顔をする。

「そうじゃなかったら、この顔で歩くし、この顔でかぐや姫するから」

「どういう脅迫だよ。いや、そう言うならやるけどさあ」

　錦織は周りに知り合いがいないことを確認しながら輝夜に近づく。横からティッシュを輝夜の口元に近づけて、ゴシゴシと拭く。

「なんか。近いなあ」

　錦織の顔のすぐ横で、輝夜が目を瞬まばたきさせる。

「いや、そう言われても。だって拭いているんだから」

「そうだけど、やっぱ近いなあ。近い、近い！」

「へいへい。よっし、これで綺き麗れいになったぜ」

　急いで離れる。心臓がバクバクと大きく脈打っていた。

「よ――し、チェック。う―――ん、前とあんま変わらないねえ」

「んなことないって。ケチャップが完全に、影も形もなく消えているじゃん」

「そうかな？　それで、元より可愛かわいくなってるの？」

「どうかな。まあまあじゃないか？」

「そっかあ。まあまあか」

　輝かぐ夜やはケチャップが取れて薄桃色になった唇くちびるを綻ほころばせた。



「さて。お腹なかも満たされたし、そろそろ校舎の中にいくかあ」

　錦にしき織おりと輝夜は立ちあがると、校舎に向かって歩いていく。

「閣かつ下か、なんか行きたいところってないのか？」

「う―――ん」

　輝夜は腕を組む。

「行きたいところあったあ！」

「どこ？」

「秘密基地！」

「はあっ？」

　錦織は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なんで秘密基地なんだよ。文化祭関係ねえし。あそこじゃ何もやってねえし」

「この文化祭の喧けん騒そうに取り残されたような、静かなオアシス。そのギャップにワビサビを感じるのが日本人の心なのだ」

「いや、なのだって言われても意味、分からないし」

「とにかく、行ってみようぜ、秘密基地。オラわくわくしてきた」

「その喋しやべり方は、日本人どころか地球人ですらないぞ！」

「とにかく、私は秘密基地に行きたいの。行こうよ」

「ええ、本気で言ってんの？　まあ、閣下がそう言うならいいけど……」

　錦織はため息を吐つきながら、頷うなずいた。

　二人は校舎に入ると、秘密基地のある三階へ階段を上がる。昼が近づくに連れて、校舎には次第に来訪者が増え始めている。三階の廊下も、呼びこみと客の往来が激しくなっていた。

　そんな中、錦織は『生物資料室』の前に立つと、さりげなく鍵かぎを鍵かぎ穴あなにいれて、扉を開ける。関係者のように堂々と中へと入った。

　資料室の中は、外の賑やかさが嘘うそのように静まりかえり、ひんやりとした空気が満ちている。

「なんか、いつもと雰囲気が違うな」

「でしょ」

　輝かぐ夜やは嬉うれしそうに言うと、資料室の奥へと進んでいく。錦にしき織おりもその後を追った。

　一番奥の、壁に仕切られた小部屋に入る。こちらも無論、同じくシーンとした世界。今までと何も変わらぬ秘密基地。中央に机を寄せて作ったテーブルに、パイプ椅い子す。壁には木刀が飾られている。

　輝夜はいつも通り、部屋の一番奥のパイプ椅子に座って、脚を組む。錦織も同じように、座りなれたパイプ椅子に腰を下ろした。

「ふう」

　息を吐いた。

　なぜか落ちつく。以前からなんとなく気がついてはいた。秘密基地にいると心が落ちつく。ここにいる時だけは、素の自分でいられるから。

（こんな日がくるとはなあ）

　懐かしげに目を細めながら、錦織は秘密基地の中を見まわす。

　錦織が初めて秘密基地に来た時から置かれていた本棚。輝夜の私物が大量に置かれている。そして、錦織が一緒に行動するようになってから得られた、戦利品。木刀、メイド服、そして最近入荷した指輪とその入れ物などが、雑多に置かれている。

　錦織はロッカーの上に置かれた一本の竹刀しないを見つける。

（最近見ないな、と思ったら、こんなところに置いていたのか）

　輝夜が剣術を覚えたいというので、錦織が部室からくすねてきた物だ。

　また、輝夜が竹刀を使う時は来るのか――、そんなことを思いながら、錦織は改めて輝夜に目を向ける。

　と、急に輝夜が険しい顔になった。

　錦織はハッと息を飲む。その緊張感に満ちた芯しんの強そうな顔に、懐かしさを感じたからだ。

（まさかっ!?）

　錦織が目を大きく開いた時、

　輝夜が、叫んだ。

「ハラグロ!!　今回の作戦はなんだ!!」

　太い声。恫どう喝かつするような、有う無むを言わせない声。

「か、閣かつ下か？」

　錦織は口をパカッと開く。

　立ちあがる。ヨロヨロと、弱々しい歩き方で、輝かぐ夜やに向かっていく。輝夜の前に立ち、彼女を見下ろす。

「閣かつ下か、なのか？」

　戦慄わななく体。全身を雷撃で貫かれたような感覚。

「閣下、記憶が、戻ったのか？」

　錦にしき織おりがどもりながら、尋たずねた時、

「なーんてね」

　輝夜が相好を崩した。

「えっ？」

　錦織は目を瞬まばたきさせた。興奮で頭が麻ま痺ひしていたので、何が起きたのか理解するのに時間を要す。

　ただの冗談だったということに、ようやく気がついた時、錦織は体中の力が抜ける。その場にガクッと手をついて崩れてしまった。

「ハ、ハラグロくん？」

　輝夜が驚きの声を上げて、錦織に駆け寄る。助け起こそうとしゃがむ。

「閣下、いや、輝夜……」

　錦織は上体を起こすと、その輝夜の肩を抱きしめる。

「ハ、ハラグロくん！」

　輝夜は顔を赤らめ、目を大きく開いた。

「か、輝夜」

　名前を呼ぶ錦織の目には、涙が浮かんでいる。体が震えながら、涙がどんどん湧わいてきた。頭を支配する郷愁の思いがその原因だった。

「ど、どうしたの、錦織くん？」

　輝夜が心配そうな声を出している。

　錦織は恥ずかしさで顔を赤くしながら、涙を流している。

　恥ずかしい。なんで、泣いてしまうのか分からない。だが、なぜか体が震え、涙が出てくる。

　錦織は真っ赤な顔と涙を隠すように、輝夜の膝ひざに顔を埋うずめた。

　次の瞬間、ビクッと衝撃が体に走った。

　頭を撫なでられていた。

　輝夜に……。輝夜に頭を撫でられている。優しく、ゆっくりと。

「ゴメンね、ハラグロくん」

　申し訳なさそうな、輝夜の声が聞こえる。

　たちの悪い冗談について謝っているのか、それとも記憶を失っていることについて謝っているのか、錦にしき織おりは判断できないでいた。もしかしたら、その両方かもしれない、とも錦織は思う。

　一つ、不思議なことがある。

　人に、しかも同級生に頭を撫なでられるなんて、恥ずかしいことのように思える。以前の錦織ならば、屈辱と感じて、発作を起こしていたかもしれない。

　だが、今は全くそんな気がしない。ただ、心に強い安寧が広がっている。そして、その安寧が涙るい腺せんを次々と潤ませ、涙をとめどなく溢あふれさせるのだ。



　　　　☆



「そろそろ行かないとな」

「だねえ」

　生物資料室を出た二人は、並んで廊下を歩いていた。一年Ａ組の出し物である演劇「かぐや姫」の公演の時間まで二時間。大講堂に行って、そろそろ着替えを始めなければいけない時間だ。

「もう、台詞せりふはバッチリ？」

「もちろん。向こうに行ってた時も、毎晩練習してたよ」

　輝かぐ夜やは自信たっぷりに前髪をかきあげた。

「そっか。さすがだな」

　錦織は鼻を鳴らす。

「閣かつ下かはともかく、他のクラスメイトはどうなんだよ」

「大丈夫だと思うよお。一昨日やったリハーサルもいい感じだったし。バッチリな公演になると思う」

「それは期待できそうだな」

「ハラグロくんも、来るんでしょ？」

「当然。生徒会の仕事を途中でほっぽり投げてでも行くぜ」

「おお、なんとなく台詞、かっけえ」

　輝夜がパチパチと拍手する。

　そんな会話をしながら、三階の廊下を歩いていると、前方から大ボリュームの声が聞こえてきた。

「ああああああああああああああっ！　いたああああ!!」

　錦織は口の端をピクピクッと動かす。明らかに聞いたことのある声。そちらの方を見ると、呼びこみや来訪者を押しのけて、ツインテールの女の子がこちらに向かって走ってきた。

（うわあ、やべっ）

　錦にしき織おりは頬ほおを引ひき攣つらせる。走って来るのは妹の錦織梢こずえなのだ。

「やっと見つけた！　なんで、お兄ちゃん、電話しても出てくれないの？」

　梢は怖い顔で錦織を睨にらみつける。梢からの着信音を切っているから、と説明できる雰囲気ではない。一緒に文化祭を回りたがっていたのを、生徒会の仕事が忙しいからと断っていたのだ。

「というか……!?」

　梢は糸のように細めた大きな目を、錦織の横の輝かぐ夜やへと向ける。

「一緒にいるその人はどこのどなたさま………………って、あっ！！！！」

　梢はビシッと輝夜を指差した。

「あ、あなたは!!」

　指差した指を、小さく震わせる。錦織は「これはチャンス」と、キランと目を光らせる。

「なんだ、梢、知ってるのか？　この人」

「うん。公園で子供たちに恐れられている女子高生。竹刀しないから波動を出そうと企たくらんでいる人！」

「竹刀から波動？　いつからそんな技をラーニングしてたんだ？」

　錦織は輝夜の方を見る。輝夜も首を傾かしげていた。

「ごめん。私、全然、そういう記憶ないんだけど。あなたの顔を見たのも、初めてのような気がするし」

「ええええっっっ！　一緒にハンバーガー食べたじゃん。覚えてないの？」

「ごめ――ん」

　恐縮するように手を合わせる。

「あのな、妹よ。この人はオレとクラスが一緒なんだ。で、最近、事故で記憶喪失になってしまい、記憶がまったくない」

「記憶喪失！」

　さすがの梢も驚いたように目を瞬まばたきさせる。

「でもって、彼女は一年Ａ組が公演する演劇に主役として参加するんだ。もう時間がないので、オレはクラスのまとめ役として、彼女を大講堂に連れていこうとしているんだよ。これがオレの責務、ジャスティスなんだよ」

　二人の関係を疑われるのを誤ご魔ま化かしつつ、追加の質問もさせない最高の台詞せりふ、だと錦織は思っていた。

「はあ。で、劇ってお兄ちゃんも出るの？」

「出ない。だって、オレは生徒会の準備に忙しいんだから」

「ふ――ん」

　梢こずえは釈然としてなさそうな表情をしている。

「とにかく、まじ忙しいから。じゃな」

　錦にしき織おりは次の質問が飛んでくるよりも先に、梢の横を通りぬけていく。

「劇、見にきてね」

　輝かぐ夜やが振りかえって、笑っていた。

「あんな可愛かわいい妹さんなのに、どうして、あんなに冷たくするの？」

　階段を下りながら、輝夜が不思議そうな声を出した。

「可愛いようで、うちの妹はものすごく怖いんだよ。早めに逃げないと大変なことになるんだから」

　錦織は背後をチラチラと確認しながら答える。



　校舎を出て、二人は演劇会場である、大講堂へと向かった。大講堂の裏口から、普段は体育道具が置かれ文化祭中は出演者の控え室として使われる舞台裏に入る。

　既に一年Ａ組の大半が集まっている。米よね倉くらに六りく道どう、弓ゆ削げの姿もある。

　入るなり、クラスメイトたちが二人の方を向く。どことなく不安そうな表情。辺りに不穏な空気が漂っている。

「どうしたのかな？」

「さあ」

　錦織と輝夜は小声で会話しながら、中へと入っていく。その理由が分かる。

　クラスメイトに囲まれて、報道部の七しち条じようの姿があった。七条だけでなく、生徒会のメンバーも集まっている。

「そういうことか……」

　錦織は唇くちびるを噛かんだ。

「今日こそハッキリさせたいと思ってきました」

　七条は不敵な笑みを浮かべて、錦織の顔を見上げる。

「生徒会の皆さんや、一年Ａ組の皆さんには、証人になって頂きたい、と思っています」

　部屋にいる面子めんつを見まわす。

「なぜこのタイミングなんですか？　こんな大舞台の前じゃなくてもいいじゃないですか。オレには意味が分からない」

　錦織は非難めいた目で七条を見る。

「今なら、錦織くんは絶対に逃げられないかな、と思って」

「なるほど。ですが、このインタビュー、松まつ島しま先輩の許可はとってあるんですか？」

「うっ」

　七条は言葉を詰まらせる。前髪をアップにして露あらわになった額の皺しわをピクピクと動かす。

「こ、今回は先輩も当事者だから。先輩の許可を取る必要はないと考えます」

「なるほど。美み紀き先輩はこんなやり方を認めてはいないんですね」

　留守中の今、やっておこうというハラだろう。

「ハラグ……、錦にしき織おりくん？」

　隣で、輝かぐ夜やが心配そうな顔をしている。

「記憶を無くしている輝夜さんは、何も言わなくていいから」

　錦織は輝夜に目め配くばせをする。

「それで、七しち条じようさんがハッキリさせたいこと、というのは？」

　険しい顔で七条を見る。クラスのメンバーがいる前で錦織がこんな態度を取るのは珍しい。ただやり方がフェアじゃないので、腹が立っていたのだ。

「私が訊ききたいのは、錦織くんと輝夜さんが以前から仲良くしていたのかどうか。そして、それを隠していたか、ということです」

　七条も強い目つきをする。二人は静かに睨にらみ合う。

「オレたちも知りたい。教えて欲しい」

　西にし村むらの声が飛んだ。同意の声もそれに続く。生徒会メンバーの数人も、小さく頷うなずいていた。

「錦織、まだ幕が上がるには時間があるぜ？」

「……そうだね」

　錦織は渋い顔で、部屋の中を見まわす。クラスメイトの目が錦織に向けられている。みんな、事実を知りたがっている。

（どうする？）

　錦織は自分に問う。

　正直に言えば、錦織が長年培ってきたものが、無意味な物になるかもしれない。生徒会長になる目標も、エリート街道をひたすすむ野望も無に帰すかもしれない。

（それでも、まあ、いいかもな）

　なぜか、今ならそんな風に考えることができる。

　別にいいんじゃないか。輝夜とつるんでいたことが分かって、何がいけないのか。それで下がる人気なら、それまでだったということじゃないのか？　今はそう思えるのだ。やぶれかぶれになっているわけじゃない。冷静にそう考えられる。

（どうして、今までそんな風に考えられなかったんだ？）

　錦織は不思議に感じる。もしかしたら、さっきの秘密基地でのことが、何か心境を変化させたのかもしれない。

「分かった、じゃあ、話すよ」

　錦織は一年Ａ組のメンバーたちの方を向いた。

　六りく道どう、米よね倉くらたちが、驚いた顔をしていた。

　スッと息を吸い、次の言葉を発する。

「七しち条じようさんの言っていることは、本当だ」

　その瞬間、部屋に小さな衝撃が走った。

「オレは、記憶をなくす前の輝かぐ夜やと、一緒に行動をしていた」

「つまり、付き合っていたということですか？」

　七条がメモ用紙にペンを走らせながら、質問をする。

「違う」

　明確に否定する。

「オレは、輝夜さんと『新世界構築活動』を一緒にやっていた」

「ええっ!?　マジで？」

　さらに大きな衝撃が広がる。

「なんでだ？　錦にしき織おりは輝夜の壮大な計画の信奉者だったとか？」

「まさか、黒幕とか？」

　そんな質問が矢や継つぎ早はやに飛ぶ。錦織は静かに首を振った。

「最初は脅されてやっていた」

「じゃあ、仕方なくやっていたってこと？」

　女子がそれを希望するような声を出す。

「ああ。確かにそう。最初は、オレは輝夜さんに秘密を握られて、それで仕方がなくやっていた。それは本当。でも、最近は違ってた」

　再び、部屋を見まわした。

「オレは一緒に活動していて楽しいから、つるんでいた。脅されなくても、たぶん、ずっと一緒にやっていたと思う。脅されていたのだけが、理由じゃない」

　部屋は静かになる。全員、真剣な眼まな差ざしで、錦織を見つめている。

「オレが輝夜とつるんでいることを、今まで誰だれにも話さずにいて悪かったと思う。選挙で応援してくれた人を、裏切ったことになるかもしれない。ゴメン。許して欲しい」

　錦織は頭を下げる。

　時間が止まったかのように、周囲の空気が凍りつく。誰もが無言。この状況をどう認識すればよいか、決め兼ねているようにも思えた。

「というか、実は、六道もそうだったりするんだよね」

　沈黙を破って、六道が手を挙げた。

「六道も錦織くんと一緒に、輝夜さんと『新世界構築活動』やっていた」

　部屋は再びザワツキを取り戻す。

「私もそうです」

「実は、あたしも」

　米よね倉くら、弓ゆ削げも続く。

「ええ、えええ!?　まじっすか――――!?」

　米倉、弓削のファンクラブのメンバーが悲鳴を上げた。

「ってか、いつの間に、輝かぐ夜やの信奉者がそんなに沢山」

「しかも、クラスの人気者ばかりだな」

　そんな声も上がる。

　錦にしき織おりだけでなく、米倉たちも輝夜と友達だったことが、少しだけ錦織への厳しい視線を和らげていた。

「ちょっと待ってください！」

　変わりそうな空気を否定するように、七しち条じようが大きな声を出した。

「錦織くんの裏切りは、それだけじゃない。美み紀き先輩も裏切ったんでしょ！」

「……」

「美紀先輩は錦織くんのことを信じていた。だから、生徒会のメンバーに、推薦した。でも、その信頼を裏切って、輝夜さんに生徒会の情報を流したりした！」

「それは誤解だよ」

　錦織は生徒会メンバーの方を向く。

「オレは生徒会の情報を輝夜さんに流したことはないです。少なくとも生徒会の不利になるようなことは、話したことは絶対にない。実際、現生徒会は輝夜さんから不利益を被こうむったことはありません」

　錦織の言葉に、生徒会の木こ暮ぐれ恵めぐみが頷うなずく。

「それは私も保証します。仲間の一人である私の言葉にどれだけ信頼性があるか分かりませんが、錦織くんは一度も生徒会を裏切ったことはありません」

　米倉が錦織をフォローする。

「た、たとえそうだとしても、錦織くんが美紀先輩を裏切った事実に変わりはないです。錦織くんに裏切られて美紀先輩がショックを受けたこと、私は許しません」

　七条は怖い顔で錦織を睨にらむ。

（なるほどな。だから、ここまでするのか）

　錦織は胸の中で嘆息する。

　部屋の中はざわついていた。一年Ａ組のメンバーたちは皆、そわそわとしている。錦織を始め、クラスの人気者たちが輝夜の不思議な計画に協力していた。もっと他にもいるかもしれない、と疑念も出る。混乱が起きる方が自然だ。

（こんな状態で、劇なんかできんのか？）

　錦織は唇くちびるを噛かんだ。横の輝夜をチラッと見る。

　輝かぐ夜やは不安そうな顔をしていた。当事者ではあるが、その辺の記憶がない。ただ、今まで準備してきた演劇をしたい気持ちだけはあるだろう。やって欲しい、見たい、という気持ちは錦にしき織おりも同じだ。

（どうやってこの場をまとめるか？）

　錦織は正直に話した。後は、クラスメイトたちがそれを受け入れられるかどうかだ。

　やがてざわつきが無くなり、静寂が舞台裏の部屋に広がる。

「なあ、みんな」

　唐とう突とつに、西にし村むらが部屋の中を見まわす。

「この後の劇なんだけどさ……」

　教室の全員が西村を注視する。

（何を言い出すつもりだ？　西村？）

　錦織はゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。

　西村が次の言葉を発するため、口を開こうとした時、裏口の扉が開いた。

　錦織はハッと息を飲んだ。

「!?」

　そこには美み紀きと舞まいが立っていたのだ。

「へ？」

「なんで、生徒会長が？」

　再び喧けん騒そうが起こる。七しち条じようは「まさか」と言う風に、目を見開いていた。

「輝夜さん！」

　美紀は叫ぶと、急ぎ足で部屋の中へと入ってくる。一人の見知らぬ女の子を連れて。

　輝夜が女の子の姿を瞳ひとみに映す。次の瞬間、その顔が真っ青になった。体が戦慄わななき始め、呼吸があらくなる。

「か、閣かつ下か？　どうかしたのか？」

「な、なんだか変なの。あの子を見たら、急に胸が……」

　青い顔で、心臓を押さえていた。

「あの子？　知っているのか？」

　錦織も美紀と一緒に近づく女の子を改めて見る。切り揃そろえられた前髪の、雰囲気のある女の子だ。

（もしかして、あの子が？　…………輝夜の昔の友達？）

　美紀と舞、そして女の子は輝夜の前まで来ていた。

「輝夜さん」

　美紀は輝夜を見つめる。

「輝夜さんが言っていたのは、この人、萩はぎ乃のさんじゃない？」

　美み紀きからその名前が出た瞬間、いきなり輝かぐ夜やが後ずさった。直後、女の子の横をすり抜けて走り出す。

「輝夜！」

　錦にしき織おりは叫ぶ。

　だが、輝夜はそのまま裏口から出ていってしまった。

「舞まい。萩はぎ乃のさんと一緒に、輝夜さんを追って。お願い」

「はいはい。萩乃さん、いいかな？」

　女の子が頷うなずくと、二人も小走りに部屋から出ていく。

「オレも行きます」

　舞たちを追おうとする錦織の前に、七しち条じようが立ちはだかる。

「ダメです。あなたはまだ、私の疑問に答えていない！」

　錦織を睨にらみつける。

「行かしてください。これ以上、何を話せばいいのか分からないけど、教えて欲しいというなら後で全部答えますから」

「ダメです。証人のいるこの場で、お願いします。ここにいるみんなだって、真実を知りたいはずです」

　七条は部屋を見まわす。と、

「いや、オレはそうでもないけど？」

　七条と目のあった西にし村むらが肩をすくめる。

「えっ？」

「何がどうなっているのか、さっぱり分からないけどさ。錦織は輝夜を追った方がいいんじゃね？　オレはそう思うんだが。みんな違うか？」

　クラスメイトたちの顔を見まわした。

「そりゃ、オレたちのクラス委員だったヤツが、オレたちに隠し事をしていたのはショックだけどさ。でも、輝夜だって変人ではあるが、同じクラスメイトなわけだし。クラスメイトとつるんで、何が悪いって話もあるじゃねえか」

「で、ですけど」

　西村の言葉に、七条が狼ろう狽ばいした様子で顔を震わせていた。

「とにかく、オレは錦織を信じるからな」

　西村は錦織の肩を叩たたく。

　オレも、私も、という声がクラスメイトの中から次々と、輪唱のように上がる。

「みんな……」

　錦織は体を震わせる。心の中で感謝の言葉を付け加える。

「一年Ａ組はクラス委員長を信じる。それでいいよな」

　異議なしの合唱が響き渡る。

「だ、だとしても、生徒会は？　生徒会もそれでいいんですか？　錦にしき織おりくんはスパイとして生徒会にいて、生徒会長を裏切ってきたんですよ？」

「生徒会も錦織くんをここで拘束する意味を見み出いだせないと考えます」

　生徒会の木こ暮ぐれが、他メンバーと目を見合わせる。同時に、全員が頷うなずいた。

「一度、生徒会として事情聴取が必要とは思いますが、私たちも貴重な力である錦織くんを失いたくないですし、裏切ったことがないという言葉を信じたいと思っています」

「で、でも、生徒会長の気持ちを踏みにじったんですよ？」

「だったら、インタビューを続けるかどうか、被害者の生徒会長に聞くべきだと考えます。生徒会長は、この場で錦織くんへの質問を続けるべきだと思いますか？」

「そんなわけがないじゃない！　行きがかり上、黙っていたけど、早く行ってもらわないと、こっちが困るのよ」

　美み紀きは腕を組んだ。

「ええっ？」

　七しち条じようがショックを受けた顔をする。美紀は諭すような目で愛まな弟で子しを見る。

「七条さん。あなたの全すべてを明らかにしたいという報道者としての気持ちはよく分かる。でも、報道者もＴＰＯはわきまえないとダメよ」

「ＴＰＯ？」

「つまり、空気読め！」

　ビシッと指差す。

　七条は衝撃を受けた顔をしていたが、やがて、「分かりました」と頷いた。

「でも、後日、必ず、取材させてもらいますから」

　キッと錦織を見る。

「ってことは、オレ、行ってもいいんですよね？」

　美紀の方を向く。

「当然でしょ。早く行って、輝かぐ夜やさんの記憶を取り戻してきなさい！　できなかったら、私が名古屋くんだりまで行った意味がないじゃない！」

「分かりました！」

　錦織は美紀に向かって小さく、頭を下げた。

「早く行ってきたら」

「私たちも、すぐに後からいくから」

「ガンバるんだよ」

　六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げが笑いかける。錦織は頷くと、クラスメイトたちと生徒会メンバーたちの方に向かって、頭を下げた。

「ありがとう、ございました！」

　そして、反転する。

　部屋を駆け抜け、扉から飛び出した。





「どこにいったんだ？」

　錦にしき織おりは前庭まで行って、立ち止まった。

　文化祭最終日の午後である。来訪者の数はピークに達し、前庭は人の波で埋め尽くされている。輝かぐ夜やも、舞まいたちの姿を確認することはできなかった。

　錦織は顔をキョロキョロと動かす。

「確か前は……」

　秘密基地で六りく道どうとのハプニングを見られた時、部屋を飛び出した輝夜はどこに向かったのか。

　視線を上方向へ向けた。

　見えた。

　屋上の落下防止用フェンスの傍そばで、輝夜の長い髪が揺れていた。

「あんな所に行って、また何かあったらどうすんだ!?」

　錦織は校舎に戻る。

　スリッパには履き替えず、土足のまま人だらけの階段を上っていく。三階をつっきり、立ち入り禁止のテープを飛び越え、屋上まで一気に駆け上がる。

　屋上に出た。

　出入り口の扉と反対側のフェンスの所に、輝夜がいた。輝夜から一定の距離を置いて、舞と女の子が立っている。まるで二人は対たい峙じしているという感じだ。

　錦織は舞の方向へ駆け寄っていく。

「輝夜さん！　あなた、この萩はぎ乃のさんに見覚えがあるんじゃない!?」

　舞は直立不動のまま、凛りんとした声を響かせた。

　輝夜は答えない。目を閉じ、耳を押さえ、しゃがむように腰を下ろした。

　体が震えている。あんな輝夜を見るのは、記憶を失う前後を含め、錦織にとっては初めてだった。

「舞先輩！」

　錦織は横に行きながら、その顔を心配そうに見る。

「ああ、錦織くん。いい時に来たわね」

「先輩、なんでこんな輝夜を追いこむようなことをしているんですか!?　輝夜、つらそうじゃないですか！」

　しゃがんだ輝かぐ夜やを指差す。

「何を今更甘いことを言ってるの？　記憶を戻すには、これくらい刺激を与える必要があると思うけど」

　舞まいは少し怖い顔で錦にしき織おりを見る。

「本当ですか!?　でも、このままじゃ輝夜が……！」

　輝夜は強い衝撃を受けている。

　動揺、狼ろう狽ばい、不安……。感情の揺さぶりが、輝夜を襲っている。その動揺が、錦織自身にも伝わる。

　苦しむ輝夜を見るだけで、心臓が高鳴る。息が切れそうになる。額に汗が浮かぶ。痛がる輝夜の心に、自分の心が同調している。

「大丈夫よ。とりあえず、ここは私に任せて」

　舞は錦織に釘くぎを刺すように言うと、隣の女の子に向かって「打ち合わせ通りで、お願いしていい？」と目め配くばせした。萩はぎ乃のと呼ばれている女の子はコクリと頷うなずいた。

　女の子はゆっくりと、輝夜に近づいていく。

「輝夜さん。私のこと、覚えていますか？」

　抑揚のない声で輝夜に話しかける。

「……」

「一緒に、すみれ幼稚園に通っていた萩乃です」

「……」

　輝夜は目を開けないまま、顔を振る。その輝夜に、女の子はどんどん近づく。

「また一緒に遊びましょう」

　女の子は輝夜のすぐ前に立つ。しゃがんだままの輝夜に、手を伸ばした。

　輝夜がハッとしたように目を開け、顔を上げる。手を差し出す女の子の姿に、真っ青な顔がさらに青ざめた。



　ドクン――。



　錦織の心臓が激しく脈打った。

　輝夜の強すぎる動揺が伝わってきている。まるで輝夜の心臓と同期しているように、激しく心臓が動く。

　息が次第に辛つらくなってくる。

「やめて！」

　輝夜が弱々しく叫んだ。あんな叫び方をする輝夜も初めてだった。

　再び、強く錦織の心を打った。額から汗が滝のように流れてきた。唇くちびるが震え、全身を寒さむ気けが襲う。

（まずい……）

　錦にしき織おりは唇くちびるを噛かんだ。この全身を襲う感覚。興奮、恐怖、そして不安。これは何かが起きる時の傾向だ。

（来る……のか？）

　錦織は上空を見上げた。

　秋晴れに澄み渡っていた空に、鉛色の雲が薄うつすらと現れていた。

　やはり――、と錦織は額に深い皺しわを寄せる。

「舞まいさん。やはりこのままだと……」

　汗を一杯浮かべた顔を、舞へ向ける。

　それとほぼ同時、

「さあ。昔と同じように、遊びましょう」

　萩はぎ乃のが輝かぐ夜やに向けていた手を、更に近づけていた。

「やめてっ！」

　輝夜が叫んだ瞬間――、

　暗黒が屋上のコンクリートの床に広がった。いつの間にか、光を完全に遮断する暗黒の分厚い雲が上空を覆い尽くしていた。

　屋上を突風が吹き抜け、ガタガタと屋上を囲むフェンスが不気味な音を上げる。バリバリと空気を切り裂く振動と共に、真っ黒な雲の合間に雷が輝いた。

「来たか」

　錦織は輝夜を凝視する。

「なに？　どうなってるの？」

　強い風で巻き上がる髪を押さえた舞が、珍しく狼ろう狽ばいの声を出した時、上空を覆う真っ黒な雲から、ほつれる糸のような細い雲の竜巻が屋上に向かって降りてきた。竜巻はしゃがみこんだ輝夜を包みこみ、その体に纏まつわり始める。やがてその雲は、輝夜を中心に星雲を形成するようにとぐろを巻いていく。

「ど、どうなってるの？」

　呆あつ気けにとられる舞。輝夜の近くにいた萩乃も、ゆっくりと戻ってきた。

「錦織くん！　もしかして、これが前に言ってた不思議な現象!?」

「ええ。恐らく、そうです」

　萩乃が離れたにもかかわらず、上空から新たな雲を供給され続けながら、輝夜の周囲の暗黒は拡大を止めない。既に輝夜の姿を確認するのも難しい。見えるのは屋上の大半を覆い尽くす黒い雲の塊だけだ。

「輝夜のところに行ってきます」

　錦にしき織おりは雲の中心を凝視しながら、小さく頷うなずいた。

「行く？　行ってどうするの？」

　舞まいが意味が分からない、という顔で錦織を見る。

「輝かぐ夜やと、あと自分を落ちつかせてきます。そうしないと雲は消えないです」

　錦織は唇くちびるを噛かみしめ、戻ってきた女の子の方を向いた。

「その前に一つ教えてください。君は輝夜の古い、親友でいいんですよね？」

　女の子が沈黙のまま首を振る。

「えっ？　違うの？」

「その子は萩はぎ乃の霧きり枝えさん。輝夜さんの、幼稚園時代の友達だった萩乃霧きり華かさんの妹さん。別人よ」

「妹!?」

　錦織は目を見開いた。

「調査の途中から間違っていたのよ。私も美み紀きも、情報をくれた人も混同していた。本人に訊きくまで知らなかったのよ！」

　舞は突風の音にかき消されないように叫んだ。

「でも、輝夜は。輝夜は昔の友達だったと誤解しているんですよね!?」

「勘違いさせて、驚かせる作戦だった。霧枝さんはお姉さんにそっくりだから。見れば興奮するだろう、と」

「なるほど。分かりました。それが聞ければ十分です」

　錦織は輝夜を取り囲む、真っ黒な雲の方を向く。巨大な円盤のように広がる雲の勢いは未いまだ衰えず、ジワジワと屋上全体を覆い尽くそうとしている。

「どうするつもりなの？」

　舞がいぶかるように錦織を見る。

「とりあえず、行ってみます。それで、話しあってきます」

「本当にできるの？　そんなこと？」

「確信はないですが、なんとかなると思います。舞先輩は、雲のことを美紀先輩や六りく道どうたちに伝えてください」

「……分かったわ」

　舞が頷くと、錦織は墨色の雲に向かって歩きだそうとする。

「あ、錦織くん」

　ふいに呼び止められ、振りかえる。

「何度も言っているけど、美紀を悲しませるようなことをしたら絶対に許さないわよ！　幸運を祈るわ」

　舞は親指を立てて、ウインクをする。

「サンクスです！」

　錦にしき織おりは手を上げると、雲に向かって駆け出した。





　錦織は雲の中に身を飛びこませる。何の抵抗もなく、そのまま中に入ることができた。

　雲の中は視野がほとんどない。数メートルより先の物がまったく見えない程、暗くら闇やみに覆われている。今のところ、雲から体に抵抗はない。外と同じように進むことができる。錦織は、視界は気にせず、輝かぐ夜やのいた方向へ走る。

　すぐに、この空間の異常さに気がつく。

「ど、どうなっているんだ？」

　走りながら思わず叫んだ。距離感がおかしいのだ。既に、屋上の端から端の距離以上を歩いたはずだが、未いまだにフェンスにぶつからない。外と雲の中で、別の世界になっているかのように思えた。今まで輝夜と一緒にいて起きた中でも、ここまで大掛かりな異常現象はない。

　コツッ。

　唐とう突とつに前方に抵抗を感じ、錦織の走る足が止まった。

　目を凝らす。すぐ前に、壁ができていた。見た目は今までの雲をさらに濃くしただけのようだが、触ってみると跳ね返される。物理的なものではない見えない壁。進みたい方向を取り囲むようにどこまでも広がっている。

「オレが進めないというのは、輝夜が拒否しているのか？　それとも、輝夜をオレが守っているのか？」

　独りごちながら、錦織はなんとか壁を突破できないか試そうとする。だが、壁は錦織の進行を頑なに阻む。

「輝夜！」

　錦織は叫ぶ。だが、壁に変化はない。

「どうすればいい？」

　錦織は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「ここは六りく道どうにお任せを！」

　元気のよい声が聞こえた。振りかえると六道が腰に手を当てて立っていた。

「六道!?　なんでお前がここにいるんだよ？」

「なんでって、錦織くんを助けるために、追いかけてきたんだよ」

　六道は得意げに笑う。

「助けるってお前、なんかできるっけ？」

「久しぶりに、六道が錦織くんのお役に立ちましょう！　さあ、篤とくとご覧あれ。六道家秘伝の技！　“〝浄じよう化か光こうハンド”〟！」

　六りく道どうが叫ぶや、掲げた右手が七色に光輝いた。

　六道はその手で暗くら闇やみの壁に触れる。

　手を中心に、円形に穴が開いていった。

「おおっ！　やるじゃないか六道！」

　だが、錦にしき織おりが歓声を上げたのも束の間、壁に開けられた穴の周りの壁から、暗闇の雲が飛び出してきた。雲が六道の七色の光と穴を包みこむ。すると、修復しているかのように、開いた風穴がだんだんと小さくなっていく。

「むぅぅ、自己再生かあ！」

　六道が額に汗をかきながら叫ぶ。

「六道、おされてるぞ！」

「むむう」

　光る手を壁に当てて唸うなり声を上げる。

「ねえ、錦織くん！」

　振りかえって、苦しそうな顔のまま笑った。

「なんだ？」

「今、使っちゃう？」

「はっ？　なにを？」

「だから、あの……約束」

「？　……ああ！」

　錦織は頷うなずいた。

「じゃあ、六道、何でも言うことを聞くという約束、今使うぞ！　六道、この見えない壁を通れるようにしてくれ！　お願いだ！」

「了解！　では、見るがいい、特訓によってつけた力を！」

　六道は片手に加え、もう一方の手を暗闇の雲に向けると、叫んだ。

「“〝浄化光トリニティアタック”〟」

　直後、六道の右手だけでなくて、左手、そして、右足、左足が光る。

「両手、両足!!」

　錦織が驚きの声を上げる。

「祖そ母ぼから受けついだ秘儀。両手、両足で四×四の十六倍の威力！」

「計算が合わない!!　そして、相変わらずネーミングがださい！」

　錦織は叫んだが、効果は絶大だった。“〝浄化光トリニティアタック”〟は、雲の再生能力以上の威力を持っているようだ。暗闇の壁の穴は次第に大きくなっていき、やがて人が通れるくらいの風穴が開いた。

「さあ、今のうちに。錦にしき織おりくん、行って！」

　六りく道どうは光を発生させ続けながら、叫んだ。

「おう、ありがとう」

「ちゃんと、閣かつ下かを助けてきてよ！　あと、何でも聞く約束、今のは無かったことにしてもいいから！　次はもうちょっとドキドキするようなヤツでよろしくー！」

　目を瞬まばたきさせる六道に、「バカ」と笑ってから、錦織は暗くら闇やみの壁に開いた穴の中へ体を飛びこませた。

「！」

　穴の向こう側で、錦織は一度立ち止まる。そこは、通過した墨色の暗闇の壁で左右を囲まれた広い回廊になっていた。

　錦織は唾つばを飲みこみ、どこまでも続く回廊を進み続ける。

「どうなってんだよここは！」

　錦織は走りながら叫ぶ。この暗闇の空間を、輝かぐ夜やが発生させているのか錦織が発生させているのかは分からない。ただ、今までで最大規模の異常現象であることは確かだ。

（どうしてここまで心が揺れているんだ？　昔、何があったんだ、輝夜!?）

　胸の中で叫ぶ。

　その時、

　前方の左右の壁から、暗闇の雲が回廊側にせり出してきた。せり出してきた雲は手の形となって壁から分離し、錦織へ向かって飛んでくる。

「な、な、な」

　錦織は立ち止まって、避よけようとする。だが手は錦織の体を飲みこみ、握りしめるように拘束した。

「くっ、動かないし」

　全身に力をこめ、拘束から脱出しようとする。だが、錦織を握りしめた漆しつ黒こくの手は、まったく揺らぐことがない。

　さらに、その間も壁からは次々と暗闇の雲の手が現れ、錦織へ集まっていく。

「どうなってんだよ！　なんでもありなのか!?」

　拘束に抗あらがうように、体の力を振り絞る。だが、周りを取り囲む手はビクともしない。黒い手が錦織を十と重え二は十た重えにも包囲していく。

「おいっ、輝夜！　なにしてんだよ！　オレにも会いたくないのか？」

　錦織は天井に向かって叫んだ。

「かぐやあぁぁ！」

　叫んだ時、

　錦織の視界を光の線が横切った。

　次の瞬間、錦にしき織おりを包囲していた手の一部が、サラサラと砂のように崩れさった。

「!?」

　光が飛んできた方を向く。

「錦織くん、大丈夫ですか!?」

「にしぽん、生きてる!?」

　米よね倉くらと弓ゆ削げだった。

　二人共、真っ白い光を放つ物を手にしている。

　米倉が握っているのは聖剣。あの木刀にアルミホイルを巻いて作ったあれだ。そして、弓削の手で光っているのは指輪。米倉の曾そう祖そ母ぼから輝かぐ夜やがせしめたものだった。

「な、なんで二人が!?」

「助すけ太だ刀ちです！」

「にしぽんだけに大事な役をさせるわけには、いかないもんね」

　言いながら、米倉と弓削は残りの暗くら闇やみの手に向かっていく。

　米倉が不慣れな手つきで光る剣を振るう。

　グインと空気を裂く音がして、光は暗闇の手を薙なぐ。弓削は指輪をつけた手を、上に向かって振り上げる。光のドームが指輪を中心に広がっていく。

　聖剣と指輪の光に触れた暗闇の手は、また砂のようになって次々と崩れ落ちていった。だが、暗闇の手は崩壊するたびに左右の壁から新たに生まれてきている。

「キリがないなあ」

「錦織くんは今の内に、奥へ進んでください。ここは私たちに任せて」

「いや、だけど!?」

「私たちなら大丈夫です。聖剣と指輪があるし……、それに私たちだって、閣かつ下かの配下なんですから」

　米倉は小さく笑い。弓削も頷うなずいていた。

「いいから、早く行ってきなよ。早く行ってお姫さまを助けてくるのが、王子の役目でしょ？」

「わ、分かった。二人とも、ありがとう！」

　錦織は頷くと、回廊の奥へ再び走ろうとする。

「あ、にしぽん、ちょっと待った！」

「？」

　振りかえると、弓削から長い棒状の物が飛んできたので、錦織は空中で掴つかんだ。それは、竹刀しないだった。

「基地にあったヤツだよ。それ、閣下の物なんでしょ？　にしぽんなら、使えるんじゃない？」

　錦にしき織おりは竹刀しないをブンブンと片手で二、三回振る。

「オレが使えるかどうかは分からないが、輝かぐ夜やには必要になるかもな。弓ゆ削げ、ありがとな。感謝する！」

　叫ぶと、回れ右して、錦織は回廊を奥に向かって走り出した。

「ありがとう、だって。あのハラグロが、随分と素直になっちゃって」

　走っていく錦織の背中を見送りながら、弓削は肩をすくめる。

「ヒーローというのは、そういうものですよ」

　米よね倉くらが慈愛に満ちた顔で頷うなずいた。

「じゃあ、ヒーローがきちんと仕事ができるように」

「私たちはサポートしましょう」

　二人は頷き合うと、再び結集しはじめていた暗くら闇やみの手に向かって駆けていった。





　いつの間にか、錦織は回廊を抜け、巨大なホールのような空間を歩いていた。

　今まであった壁のような物は見えない。

　視界は薄暗く、不ふ明めい瞭りようだった。灰色の絹のベールが何重にも重ねられているかのような、鮮明でない世界がどこまでも広がっている。

　そんな世界の中を錦織は進む。

　ポツン。

　テレビの電源が入ったような音がして、空中の小さな窓に映像が映し出される。

　錦織は足を止める。

　映像には二人の女の子が映っている。

　一人は長い黒髪の女の子。もう一人は、髪で目の隠れた女の子。長い方は輝夜で、もう一人がかつての親友だろう。

「萩はぎ乃の霧きり華か……つったっけ？」

　他の園児が外で遊ぶ中、二人は屋内にいた。床に置かれた分厚い画用紙のようなものに、もう一人の女の子が絵を描かいている。それはフリップボードだった。

（閣かつ下かのフリップ好きは、友達の影響なのか？）

　錦織がそう思った時、その画面が消える。今度は右の方向でテレビの電源が入る音がして、新たな映像が現れた。

　さっきの明るい画面に対し、今度は暗い画面。

　一軒屋の玄関の前に、灯とう明みようが焚たかれている。白と黒の装飾が扉にされ、喪の文字が見える。恐らく、その家では今、葬式が行われている。

　再び幼稚園に場面が変わる。幼い輝夜が一人でポツンと床に座っている。前に囲んでいたフリップをジッと見つめている。

　映像は再び変わる。引っ越しのトラックが走り去るのを険しい顔で見る輝かぐ夜やの姿に変わっていた。

「……」

　なんとなく、錦にしき織おりは理解する。どうして美み紀きと舞まいが、親友ではなく、その妹を連れてきたのかを。連れてこざるをえなかったのか。

　映像が消え、また違う場所に違う映像が現れる。

　ダイニングと思われる場所にいる、少しだけ歳としを重ねた輝夜。そして、それと対たい峙じする二人の大人。ダンディな感じの父親と、綺き麗れいな母親だ。二人とも、どこか輝夜に似ている。

（閣かつ下かのパパ、ママか？）

「私は行かない！」

　可愛かわいいワンピースを着た、小学校低学年くらいの輝夜は激しい口調で叫ぶ。脇わきにはフリップボードを抱えていた。

「私はここに残って、やらないといけないことがあるっ！」

　叫びながら、フリップボードをドンとダイニングテーブルに置く。そこには『新世界構築』と書いてある。

「私は『新世界』を作らないといけない！　この世界には秩序がないの！　秩序ある世界を、私は作らないといけないの！　秩序をこの世界に戻すの。絶対に！　それが私の目標なの!!」

　目から涙を飛ばしながら、輝夜は声を張り上げる。

「これが……。これが、輝夜の原点なのか？」

　錦織は愕がく然ぜんとする。

　そして、強い決意をするように拳こぶしを握りしめると、再び駆け出した。

　しばらく進んでいくと、背の高い木が見えてきた。それは紫し苑おん高校の裏山の山頂にある、伝説の樹きと呼ばれる大木に似ていた。

　木の下の根に、輝夜が座っていた。錦織は走るのを止やめ、ゆっくりと彼女に近づいていった。

「輝夜……」

「ハラグロくん」

　輝夜は疲労した顔を向けてきた。錦織は輝夜の横に座った。

「ここはどこなのかな？　どうして、私はこんなところにいるのかな？」

　輝夜は不思議そうに首を傾かしげた。

「さあ、なんでだろうな」

「なぜだろう。さっきの、生徒会長たちが連れてきた女の子を見た瞬間、頭の中がボーとなって、心臓がドキドキとしてきて……、足が走り出したの。どうしても、女の子から逃げたいって」

「そうか、覚えてないんだな」

　記憶を失う前から、輝かぐ夜やは古い親友のことや、なぜ、新世界構築を目指すようになったのか、覚えてなかったのではないだろうか。錦にしき織おりはそんな風に思う。

「なあ、輝夜」

　錦織は前を向きながら、言う。

「なに、ハラグロくん」

「たぶん、意味は分からないと思う。オレがこれから言う言葉は今の閣かつ下かじゃなくて、閣下の奥底にある、潜在意識のようなものに向けてのものだ。でも、これからオレが言うことを聞いて欲しい」

「うん」

　輝夜はコクリと頷うなずいた。

「閣下は、新たな秩序を作ろうとしていた。友達が自分の前から消えてしまうような、理不尽が起きないような新しい世界を作ろうとしている。でもな……」

　錦織は顔を横へ向ける。

「新世界はもうできている」

　錦織は目を優しげに細めた。

「輝夜、お前は、新世界の秩序を作りたかったんだよな。この世界。つまり、ずっと、友達がいなくならない世界。それが閣下にとっての秩序なんだよな。だけど、その秩序なら、もうできているんだよ。閣下が気がついていないだけで」

　キョトンとしている輝夜を見つめながら、錦織は自分を親指で指差した。

「秩序というのはオレのことだ。オレは閣下から離れていかない。ずっと一緒にいる。参さん謀ぼうとして、永遠にずっと輝夜から離れない。オレだけじゃないぞ。六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げだって、閣下と一緒にいたいと思っている。オレたちは輝夜の傍そばにいつまでもいる。新世界はできているんだよ」

　錦織がその言葉を言った瞬間、暗くら闇やみの世界に、小さな風が起き始めた。

「ハ、ハラグロくん？」

　輝夜は不思議そうに目を瞬まばたきさせる。

「閣下、オレはお前から離れたりはしない」

　いきなり、錦織は輝夜の肩を抱きしめた。

　輝夜は目を見開く。顔がすぐに真っ赤になった。

　輝夜の胸が、ドキドキという大きな脈を打つのを、肩を抱いた錦織には分かった。それと同調するように、錦織の鼓動も大きくなっていく。

「オレはずっと、閣かつ下かの参さん謀ぼうだ！」

　次の瞬間、周囲を囲んでいた暗くら闇やみの雲が、二人を中心に巨大な渦を巻き始めた。地鳴りのような音を立てて、世界がグラグラと動く。

「閣下、これを」

　錦にしき織おりは静かに輝かぐ夜やの肩を離す。そして、弓ゆ削げから受け取った竹刀しないを輝夜に渡した。

「これは？」

「一緒に振るからさ。力一杯ふりきろうぜ。閣下はずっと練習していたんだ」

「そうなの？」

　いぶかる声を出しながらも、輝夜は竹刀を握る。錦織が横から、輝夜の手を包みこむように持つ。錦織に促されて立ち上がる。

「思いっきり振りきってみようぜ」

「そうしたら、どうなるのかな？」

「さあ。オレはなんとなく分かるけどな」

「？　なに、それ？」

　輝夜はアハッと笑う。

「とにかく、了解。思いっきり振りきっちゃうよ――！」

「おう、そのいきで頼むぜ」



    

  
    
      



    

  
    
      　錦にしき織おりと輝かぐ夜やは、腕を上げていった。

「じゃあ、いくよ」

　輝夜は錦織に目で合図をする。

　錦織は「おう」と言って、輝夜の手に被かぶせた手にギュッと力をこめる。

　密着させた輝夜の体から、輝夜の鼓動が伝わる。それに錦織の脈が重なっていた。

「そ――れっ！」

　輝夜は格好のよくない掛け声を上げながら、上段に構えた竹刀しないを更に振り上げた。



　そして――。



　力一杯、振りきる。

　キ―――ンッと、超高速で回転するモーターのような高周波の音を、切り裂かれた空気が上げる。

　振り下ろされる竹刀が閃せん光こうに包まれ、一回りも二回りも膨張する。それが振りぬかれた時、

　ズドドドドドドド―――――ン。

　爆発音を上げて、光の束が竹刀から放たれた。

　竹刀の太さの何倍にも膨らんだ巨大な光の帯が、剣先からレーザー光線のように真まっ直すぐ飛んでいく。そして貫く。

　光は周りを取り囲む、暗くら闇やみの雲を切り裂き、貫通する。貫かれた暗闇の雲の、穴の向こうに、群ぐん青じようの青空が見える。

　次の瞬間、二人を覆いこんだ暗闇の世界の壁に、ビリビリッと亀き裂れつがはいった。雷のようにジグザグの線が至るところに入る。

　亀裂の向こうからは光が漏れ、闇やみの世界を照らしていく。光に照らされた暗闇の世界は、モザイクのような破片になって、砕け散る。

　ガラスのヒビのように、暗闇の世界全体に広がっていく。

　やがて、唐とう突とつに、

　砕け散った。

　粉々になるように、暗闇が黒い粒になって四散した。

　やがて、

　暗闇の世界は、太陽の光に覆われた世界に、置き換えられた。

「うっ」

　錦織は手を掲げ、強すぎる光から目を庇かばう。

「ハラグロくん」

　横で輝かぐ夜やの声が聞こえる。

「私、今、なんかすごい必殺技を撃った？」

「ああ。すごいの撃ったぜ」

　錦にしき織おりは竹刀しないに添えた手を離す。

　やがて、目が慣れてきて、視界が回復してくる。錦織がいるのは元いた校舎の屋上だった。輝夜のいた、屋上の端だ。

　フェンスから下へ目を向けると、黒い雲に気がついたと思われる一部の人たちがこちらを指差していたが、大きな混乱は起きてなさそうだった。

「錦織くん！」

「にしぽん！」

　仲間たちが走ってくる。

「やりましたね」

　米よね倉くらが錦織の前に来ると、顔をクシャクシャにして笑う。

「閣かつ下か、助けることができたんですね」

「みんなのお陰でね」

　錦織は肩をすくめる。

　舞まいと一緒に萩はぎ乃のが近づいてきて、輝夜の目の前に立つ。錦織は心配げな目を輝夜に向けたが、その顔を見てホッとする。

　さっきのような不安や恐怖の色はない。汚濁のない、澄み切った瞳ひとみで、まっすぐ萩乃を見据えている。

「ごめんね。あなたのこと、思い出せないんだなこれが」

　輝夜は申し訳なさそうに手を合わせて、片目を閉じる。

「はい、私もそうです」

　萩乃はコクリと頷うなずいた。

「でもね。あなたを見ていると、なぜかもの凄すごく懐かしい感じがするんだよね」

「それも同じですね。会えてよかったです。輝夜真ま央おさん」

「うん」

　萩乃に差し出された手を、輝夜が強く握りしめる。

　二人を見ながら、錦織は考える。

　輝夜は両親と一緒に引っ越ししなかったのだろう、と。新世界を作りたいだけなら、どこだってできるはずだ。にもかかわらずこの場所に拘こだわったのはどうしてなのか、と。

　そして、なんとなくだが、錦織はその理由が分かるような気がするのだ。輝夜はここに、新しい秩序のある世界を建国したかったのだろう。かつて親友たちと過ごした、この場所に。

（たぶんな…………。うん!?　いや、ちょっと待てよ）

　錦にしき織おりは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「って！」

　叫ぶと、輝かぐ夜やに駆け寄った。

「てか、閣かつ下か、記憶、戻ってないじゃん！」

「へっ？」

　輝夜はキョトンと、唇くちびるの下に指を当てた。

「私、戻ったなんて言ったっけ？」

「いや、言ってないけど、あれだけ派手に変なことが起きたら、当然、記憶も戻ったものだと……」

「錦織くん、どういうこと？　記憶戻ってないの？」

「どういうことだよ、にしぽん！」

　六りく道どうと弓ゆ削げが失望の声を上げる。

「いや、どういうことって、オレに言われても……」

　錦織は頭が真っ白になっている。絶対に記憶が戻ったと思っていた。

「錦織くん！　どういうことなの？　輝夜さんの友達を連れてきたら、必ず記憶が戻るって言ってたじゃない」

　いつの間にか美み紀きまでがやってきて、怖い顔を錦織へ向ける。

「いや、必ずなんて一言も……」

　錦織は慌てた様子で手をパタパタとやる。

「ここでさらに問題なのですが……」

　米よね倉くらが真剣な顔で重々しい声を出した。

「あと、十分で、演劇が始まります」

「ええっ!?」

　その場にいた全員の顔が真っ青になる。

「ど、どうする？」

　錦織は米倉たちと顔を見合わせる。

「どうするもこうするもないわっ！　記憶のことはとりあえず後回しよ！　今すぐ、大講堂に戻るの！　いますぐによ!!」

　美紀の言葉に、錦織は頷うなずいた。

「先輩の言うとおりだ。閣下。ダッシュで戻るぞ！」

「はい、ええ、うん！」

　輝夜はあまり緊張感の無い顔で頷く。

「こ、こんなの、ありなのかあ!?」

　輝かぐ夜やや米よね倉くらたちと階段を駆け下りながら、錦にしき織おりは胸の中で叫んだ。



    

  
    
      
５　演劇



「今は昔、竹取の翁おきなという者ありけり。野山にまじりて竹を取りつつ、よろづのことに使ひけり。名をば、さぬきの造みやつことなむいひける――」



　舞台からナレーションが聞こえてくる。かぐや姫の冒頭のシーン。竹取の翁が、かぐや姫を見つけるシーンが始まろうとしている。

「ま、間に合うのか？」

　錦織は心配そうな顔で、舞台からの声に耳をそばだてていた。

　舞台裏の控え室に、錦織は戻っていた。すぐ近くの階段を上がると、そこはもう舞台である。出演者や米倉は全員、上に上がり、幕の後ろに待機している。

「おい、まだなのか？」

　錦織はカーテンで仕切ってつくった更衣室に向かって叫ぶ。

「あと、もう少しだね」

「あんま、焦らせないでよ。こっちも頑張ってるんだから」

　中から輝かぐ夜やと弓ゆ削げの声が聞こえてきた。

「別に弓削の方は焦らしてねえよ。お前の出番はずっと後なんだから」

　錦にしき織おりはムッとした顔で言う。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。錦織くんは心配性しようだねえ」

　横にいた六りく道どうがケラケラと笑う。

「六道はホント能天気でいいよな。オレにその能天気力をわけてくれよ。米よね倉くらなんか、今いま頃ごろ真っ青な顔で舞台を見守っているぜ」

　心配そうな目を階段へと向けた。

　錦織たちが校舎の屋上から大急ぎで大講堂に戻った時、既に舞台は始まっていた。演出担当、主演、両者ともいないという状況にもかかわらず、一年Ａ組のメンバーたちは二人が帰ってくると信じて、舞台を始めたのだ。お陰で、出演予定の輝夜と弓削は大急ぎで、衣装に着替えることになっている。

「おい、閣かつ下か、まだか？　そろそろ、出番のシーンだぞ」

　舞台では翁おきながかぐや姫を家に連れて帰った所にまで進んでいる。この後、嫗おうなが登場し、それから数年が経過したナレーションが入ると、いよいよ成長したかぐや姫、つまり輝夜の出番である。

「閣下！」

「はいはーい、今、出るって」

　六道に負けず劣らず能天気な声と共に、着替え室用の目隠しカーテンが開かれ、輝夜が現れた。

「！」

　錦織は息を飲みこむ。

　輝夜の姿がキラキラと輝いて見えたのだ。思わず目を手で覆いたくなるくらいに。

　米倉が準備した十じゆう二に単ひとえをモチーフにした紅色の衣装は、幾いく重えにも輝夜を包みこみ、そのシルクの生地に流れる長い黒髪が本当の平安美人のように美しい。漆器のような髪に、鼈べつ甲こうの髪飾りがものすごく似合っている。

「どうよ？」

　輝夜は両腕を広げて、その場で回って見せる。だが、長い裾すそに足を取られて、転げそうになる。

「おいおい」

　慌てて腕を掴つかんで、転倒を防いだ。

「こんなところでこけるなよ。シャレになんねえぞ」

「へへへ」

　輝かぐ夜やは錦にしき織おりに支えられながら、照れ笑いを浮かべる。

「閣かつ下か、可愛かわいいよ。めっちゃ似合ってるって」

　六りく道どうが歓声を上げる。輝夜は嬉うれしそうな顔をすると、錦織を見た。

「どう、ハラグロくん？」

　両腕を伸ばし、格好をつける。

「ああ、うん。いいんじゃね？」

「ありがとう。やったぜ」

　輝夜は嬉しそうに笑ってＶサインを作った。その邪気のない顔を思いっきり見た錦織は、少し赤らんだ顔を横に向けてしまった。

（やっぱ、笑顔が可愛いんだよな）

　たとえ記憶が無くとも。

「なあ、輝夜」

「？」

「輝夜って、もし、小さい頃ころから新世界を作ろうとは思わなかったら、どんな性格になっていたのかな？」

　もしかしたら、今、目の前にいる輝夜こそが、輝夜の本来の姿ではないか。そんな気が、してきた。

「う――――ん」

　輝夜は唇くちびるの下に指を当てて考える。それから「うん」と手を叩たたくと、

「そういえば、錦織くん、初めて私のこと、輝夜って呼んだね！」

「そうだっけ？　ってか、オレが訊ききたいのはそういうことじゃなくて――」

　言いかけた時、舞台から「それから十年の月日が経たち、かぐや姫が十六歳の誕生日を迎えました――」

　というナレーションが聞こえてきた。

「閣下！　出番ですよ！」

　階段の上から米よね倉くらが真っ青な顔を覗のぞかせて、叫んだ。

「ま、まずい！　出番なんで。特攻してくる！」

　輝夜は格好に全然似つかわしくない敬礼ポーズをすると、階段へ走っていく。バタバタと大きな音を立てて、上っていった。

「ホントに大丈夫なのか、あいつ」

「閣下なら大丈夫でしょ。じゃあ、六道たちも舞台に行って、閣下を見守ろうじゃあーりませんか」

　錦織はまた能天気なことを、という風な顔をしていたが、やがて「そだな」と頷うなずいた。六道と錦織は輝夜の消えて行った階段を上っていこうとする。

「ちょっとちょっと！　あたしをお忘れじゃありませんか？」

　振りかえると、更衣室から弓ゆ削げが出てきていた。束そく帯たいに冠という貴族の男子の格好。手には笏しやくを持つ姿は、まさに平安時代の皇おう子じといった風だ。

「どうよ、この周囲がひくくらいあたしに似合う衣装。平安絵物語から抜け出てきたような、という言葉がピッタリじゃない？」

　弓削はフッと笑う。

「そうだな。よく似合ってるな」

「うん。みっちー、めっちゃ似合ってるよ」

　錦にしき織おりと六りく道どうは各おの々おの頷うなずいた。

「ほっほっほ。あたしのようなアイドルにとっては、男装なんておちゃのこさいさいってこと」

「それはなにか？　お前は元々、男じゃないかって、ツッコんで欲しいのか？」

「な――にを言っているのか分からな――い！」

　弓削は澄ました顔を横に向ける。

「まあいい。とにかく、一緒に舞台に行こうぜ。お前だって、もうちょっとしたら出番だろ？」

「そうだった。早く行って、幕の後ろで役に入らないと」

「なにが役に入るだよ」

　錦織は肩をすくめると、階段の方を向く。

　舞台から輝かぐ夜やのよく通る声が聞こえてきた。



　劇は進行している。

　輝夜は練習通りの見事な演技力を発揮し、講堂を覆い尽くした満員の観客の注目を集めていた。一年Ａ組の他の生徒たちも、直前に錦織と輝夜の関係が明らかになったにもかかわらず、渾こん身しんの演技を続けている。

　劇の進行が折り返しの地点を過ぎた頃ころ、

「ふう」

　錦織のすぐ横のパイプ椅い子すに腰掛けて舞台を見ている米よね倉くらが、安あん堵どのため息をついていた。ここまでくれば、もう安心ということだろう。劇直前の騒動で、劇を本当にするかどうかすら危ぶまれていたのだ。それを考えると奇跡のような状態だ。

「よかったな。無事、劇ができて」

「ええ」

　米倉は小さく頷く。

「輝夜さんを劇に推挙したのは私。劇の脚本を書いたのも私。これで失敗していたらどうしよう、と思っていました」

「そこまでか」

　責任感と正義感の強い米よね倉くららしいと、錦にしき織おりは思う。

「輝かぐ夜やも、クラスのみんなも、気合の入った演技をしてるもんな。米倉の目標通りじゃないか？」

「ええ」

　米倉は桃色の唇くちびるを綻ほころばせる。

（無事、終わって欲しいな）

　錦織は切にそれを希望する。



　劇はさらに進んでいく。

　かぐや姫に結婚の条件として「仏の御み石いしの鉢」を取ってくるように言われた弓ゆ削げ扮ふんする石いし作づくりの皇おう子じが、岩壁にそれを取りにいくシーンである。

　このシーンには大道具を使っている。舞台の中央にハリボテで作った巨大なセットを用意。発泡スチロールで作った岩の足場を弓削が登って、上に設置された鉢を手にするのだ。物語の中盤で、一番の盛りあがりのシーンである。

「これが、御石の鉢か！」

　岩場をよじ登った弓削が、鉢を目の前にしながら叫ぶ。

　よく通る声だ。さすがアイドル志望ということで、普段から演技の練習も欠かしたことのない弓削だ。

「弓削、すげえな。口だけじゃないんだ」

「主役でもよかったくらいのレベルなんです」

　錦織は米倉と囁ささやき合う。

　弓削が鉢の小道具を取ろうと、セットに張りつけられた鉢に手を伸ばそうとする。

　その時だ。

　ポロッと、弓削を支えていた岩色にカラーリングされた発泡スチロールの足場の一つが、ポロリと落ちた。弓削の体のバランスが崩れる。

　弓削は反射的に、御石の鉢を掴つかんで落下を防ごうとする。だが、元々、それは取れるようになっている小道具だ。支えにはならない。

「あっ！」

　と錦織が思った時には、弓削の体は落下していた。

　板を張り巡らされた舞台の上に、背中から落ちる。ドサッ、というより、ガツン、とかパコ――ンという、効果音が大講堂に響き渡る。

　幕の後ろにいた一年Ａ組の全員が目を見開き、声を失う。観客席にザワメキが広がる。米よね倉くらの顔から血の気けが失せる。

　落下した弓ゆ削げが、顔を痙けい攣れんさせながら上体を起こす。

「御み石いしの鉢、とったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　小道具を掲げて叫んだ。

　一瞬の間まがあって、客席に笑いが起こる。

　元の脚本にはそんな台詞せりふはない。わざと、アドリブをうって、おちゃらけた雰囲気にしたのだ。落下が筋書通りと思わせるためにだ。

「照明消してください」

　米倉が立ちあがって合図をする。

　照明が消え、真っ暗になった舞台の上を、弓削が這はうようにして幕裏まで帰ってきた。

「みっちー、大丈夫!?」

　一年Ａ組のクラスメイトたちは、弓削にかけよる。ファンクラブのメンバーの中には、泣きそうな顔の男子もいる。

「う――ん、大丈夫じゃないかも……」

　仰向けに倒れたまま、弓削は白目を剥むいていた。

「あの高さから落ちたらそりゃ痛いって。保健室に連れていかないと」

　錦にしき織おりがキョロキョロとする。保健係の生徒二名が担架を取りにいった。

「でも、劇はどうすんだ？　まだ、皇おう子じの出番はあるんだろ？」

　錦織は再び照明のついた舞台を気にしながら言う。輝かぐ夜やが月に向かって独白する場面に切り替わっている。

「今のシーンの直後に、また登場します。それも、ものすごく重要なシーンです。物語の根幹に関かかわるくらい」

　米倉が険しい顔で頷うなずいた。

　米倉が作りなおしたかぐや姫では、石いし作づくりの皇子の純粋さとひたむきさに感動したかぐや姫が、月に帰るのを止やめるストーリーになっているという。

「じゃあ……、代役を立てるしかないじゃないか」

　錦織は周りを見る。

「代役って、突然、言われても」

　全員、顔を見合わせる。

　練習もなしで舞台にでる勇気など、殆ほとんどの人は持ってはいない。台詞を覚える時間も殆どないのだ。

　クラスメイトの視線は、自然と脚本を書いた米倉に向けられる。

「役ならもちろん覚えていますが……、私が皇子をするのは余りにも体型が……」

　米倉は唇くちびるを噛かむ。

「確かに、あいふぉんじゃ、皇おう子じっていうよりは、皇女だもんね」

　六りく道どうの軽口が空むなしく響くほど、重苦しい雰囲気になる。

「だったら、オレがやる」

　錦にしき織おりが手を挙げる。

「えっ？」

　全員の視線が錦織に向けられる。錦織は生徒会のせいで練習に参加どころか、ほとんど見たことすらないからだ。

「迷ってる時間ないから。台本、貸して」

「は、はい」

　米よね倉くらが持っていた台本を渡し、錦織と一緒に覗のぞきこむ。

「ここから、最後まで。石いし作づくりと書かれた台詞せりふ、全部です」

「了解」

　錦織は意識を集中させると、台本をペラペラとめくっていく。

「お、覚えているのか？　そのスピードで？」

　クラスメイトたちは皆、目を見開く。

　結局、その速度を維持したまま、台本の最後までを読み終える。

「うん、覚えた」

「まじか？」

「やっぱ、お前すごいわ。さすがオレの見こんだとおりの男だぜ」

　西にし村むらが錦織の首に腕を絡ませる。

「これくらいの量なら、大したことないから」

　錦織は笑った。素で歯を見せた。わざわざ舌を噛かんで、笑いを堪こらえたりはしない。もう、四十八手を使うこともないかもしれない。

「では、すぐに着替えてください。弓ゆ削げさんとまったく同じ格好になるのは無理ですが、余っている束そく帯たいを着て、冠を揃そろえればいいでしょう」

「了解」

　錦織はもう出番の無い貴族役の男子から衣装を貰もらい、シャツとズボンの上から身につける。横たわった弓削の横にしゃがみ、黒い冠を取る。

「借りるからな」

　そう言うと、弓削がニヤッと笑った。

「錦織くん。キスシーンあるよ」

　囁ささやくような声で言う。

「バカ。ふりでいいんだろ？」

　頭に軽くチョップをすると、弓削は「あう」と声を上げた。

　確かに、台本には最後の最後、皇おう子じとかぐや姫のキスシーンがあることが書かれている。米よね倉くら版のかぐや姫はキスを受け入れ、地球に留とどまることを選択するのだ。

「錦にしき織おりくん。そろそろ出番です」

「おう」

　一年Ａ組のクラスメイトたちの熱い視線を一身に受けながら、錦織は静かに舞台へと歩き出した。



　舞台は最後のシーンを迎えている。

　かぐや姫を迎える自動車型の宇宙船が翁おきなの家の前に着き、かぐや姫は月に戻るかどうか逡しゆん巡じゆんしている。

　かぐや姫は地球の人間との繋つながりをここで切ってよいものか、悩んでいるのだ。そこに現れるのが、石いし作づくりの皇子である。

「かぐや姫！」

　錦織は幕裏で叫ぶと舞台に駆けた。

　走りながら、観客席の反応を気にする。ほんの僅わずかにザワメキがあった。皇子が代わったことに気がついたのだろう。

　かぐや姫が振りかえる。

　近づく皇子の顔を見て、目を大きく開いた。

「行かないで欲しい。たのむ、かぐや！」

　錦織は輝かぐ夜やの前に立ち叫ぶ。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、錦織はその言葉を言うことができた。なぜなら少し前に、錦織はその言葉を本人に向かって発したばかりだからだ。

「ここに『仏の御み石いしの鉢』がある。だから、帰らないで欲しい！」

　錦織は弓ゆ削げから渡された小道具を、輝夜の前に突き出す。

「ごめんなさい！　鉢はただのいい訳なんです。私が欲しいのは物ではなく、この星との繋がりだったんです」

　輝夜もすぐに状況を理解したのであろう。パニックになることもなく、冷静に演技を進める。

「どうして!?　なぜ？　ここにいればいいじゃないか？　繋がりなら、いくらでもあるじゃないか。私や、翁、沢山の友人たちが！」

「でも、私はここにいてはいけない人間なんです。本来いるべきでない存在なんです。だって、私は月の民たみですから！」

「そんなことはない、かぐや！」

　後ろを向く輝夜の肩を、錦織は優しく掴つかんだ。一度も稽けい古こをしたことがないのに、息が完全に合っている。

「行かないで欲しい。かぐやはもう、ここに必要な人間なんだ！」

「どうして？」

「それは、私が、かぐやを愛しているから！　ずっと前から、かぐやのことを愛していたからだ！」

　その瞬間、輝かぐ夜やの顔がサッと赤くなる。

「かぐや！」

　叫びながら、錦にしき織おりは顔を輝夜に近づけていく。

　既に赤い輝夜の顔の赤味が増していく。頬ほおから額へ、首へと、赤色が輝夜の上半身全体に広がっていく。心臓が大きく鼓動するのが、空気を揺らして伝わってくる。そして、錦織自身も顔を赤くし、胸を高鳴らせていた。

　石いし作づくりの皇おう子じとかぐや姫のキスのシーン。

　錦織は、輝夜の顔を至近距離から見つめる。

　錦織の心臓の鼓動は、どんどん速度を上げていく。同時に輝夜のそれも、同期している。

　そして――。

　どういう気の緩みだったかは分からない。なぜか、錦織は突然、したい、と思ったのだ。やましい気持ちからではない。



    

  
    
      



    

  
    
      　とにかく、こうしないといけない、と。するべきだと。



　輝かぐ夜やとキスを！



　息を止めて、錦にしき織おりは輝夜の唇くちびるに自分の唇を重ねた。

　次の瞬間、

　カッと、輝夜は目を開いた。

　その色が変わる。真っ赤になり、白黒と明めい滅めつする。

　錦織は眉み間けんに皺しわを寄せて、顔を上げた。

　何かが変わったような気がした。輝夜の体の中で、何物かが蠢うごめいたように思えた。電流が流れたようにも見えた。とにかく、根本的な何かが変わったと。

　次の瞬間、大講堂の中を風が吹きぬけた。トロンとした輝夜の目に、何か光が（モノアイのような）ものが、点ともった気がした。

　元から赤かった輝夜の顔が、さらに赤く、赤黒くなっていた。

　最初は照れから来ているように見えたが、すぐに、それは怒りによるものになったように思えた。

　そして、拳こぶしを振り上げたのだ。

　かぐや姫が。

　煌きらびやかな十じゆう二に単ひとえの袖そでを上げて、鋼鉄のように硬そうな拳を、弓をひく射手のように引く。

「へっ？」

　錦織が惚ほうけたように、パカッと口を開く。

　その顔面に向かって、その拳は振りぬかれる。



　ガツン――。



　拳は錦織の頬ほおの真ん中を確実に捉とらえる。観客席にも聞こえるような、ハンマーで頬を殴りつけたような暴力的な音が辺りに響き渡った。

　錦織の体がフワリと浮き上がって空くうを舞った。

　何メートルか飛んで、床に落下する。

「ギャフンッ！」

　後頭部と背中を床にしたたかに打ちつけ、錦織は素で悲鳴を上げた。劇が進行中であることなど、既に忘れていた。

「な、な、な、な、な！」

　輝かぐ夜やは真っ赤な顔のまま、床に倒れた錦にしき織おりに近づいてくる。錦織のすぐ傍そばに仁王立ちで立ち、肩を震わせながら指差した。

「ハ、ハ、ハ、ハラグロ!!　お、お前、今、私に何をした！！！！！！！！！！！」

　講堂中に聞こえるくらい、極悪に強大な声で叫んだ。

「か、輝夜？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せる。

　この存在感、この圧迫感は。

「も、もしかして閣かつ下か……。記憶が戻ったのか？」

「はんっ？　記憶ってなんだ!?」

　輝夜は怒りの形相で叫ぶ。

「やっぱ、閣下、記憶が戻ったんだな？」

　アハッと笑う。

「そうか！　キスのショックで、また不思議現象が起きたんだ！　ハハ」

　錦織は笑いながら立ちあがろうとする。

　ガツン――。

　また叩たたかれる、今度は顔面から床に殴り倒される。

「何が楽しい！　何を笑う!?」

　輝夜はさらに声を荒げる。

「い、一体、何がどうなっているんだ！　どうして私はこんなところにいる？　こんな格好をしている？　ここはどこなんだ？」

　輝夜は大講堂を見渡して、喚わめきちらす。

　観客席の観客は、魂が抜かれたようにポカンと輝夜と錦織に熱い視線を送っていた。まだ劇が続いているのか、それとも何らかのハプニングが起きたのか、判断しかねているようだった。

「それに、気がついた直後、お前は私に何をしていたんだ、何を！　答えろハラグロ！　えい、えい！」

　輝夜は床に転がった錦織の背中を蹴けりながら叫ぶ。

「なにって、いや、劇の中のシーンで」

　蹴られながら、錦織はしどろもどろに叫ぶ。

「何を言っているのか私には分からない。それよりも、ハラグロ、お前は今、何をやったと聞いているんだ！」

　輝夜は怒鳴る。

「いや、なにって……」

　錦織は鼻を押さえながら上を向く。

「キスを？」

「キ、キスだとおおおおおおおおお？？？？！」

　輝かぐ夜やは目を見開き、ワナワナと体を震わせる。

「ここここ、このこのこのこのこのこのこの……」

　呪じゆ文もんを唱えるように、同じ文ぶん言げんを唱え続けた。

　錦にしき織おりは期待するように目を大きく開いていく。

「来るか、来るのか？」

　錦織の心臓が期待と希望と嬉うれしさによって高鳴っていく。顔がくしゃくしゃにほころび始める。

「この……」

　輝夜はス―――ッと大きく息を吸いこんだ。錦織も同じく息を吸う。

「「破は廉れん恥ちカンカンがあ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――！！！！！！！！！！！！！！！！――――！！！！」」

　輝夜と錦織は同時に叫ぶ。

　二人の重なり合った声が、大講堂全体に広がっていく。

「久しぶりに聞いた」

　錦織は歓声を上げたくなる。

　胸が突き動かされるような強い想おもいで一杯になり、体中を震わせる。涙るい腺せんに涙が浮かび、流れだした。

「輝夜！」

　錦織は立ち上がる、両手を広げた。

「おかえり」

　叫ぶや、輝夜の体を抱きしめようと、肩に手をかける。

「な、何をする！　この破廉恥があ！」

　輝夜は真っ赤な顔で、錦織の顔をポカポカとグーで殴る。錦織は殴られながら、輝夜を抱きしめようとする。涙を流しながら抱きしめる。

「輝夜！」

　もう一度、その名前を呼んだ時、辺りが大きく揺れた。突き上げるような強い震動が大講堂を襲う。

　同時に講堂のすべての扉、すべての窓が一斉に開き、突風が流れこんできた。風は講堂内で渦を巻き、観客の手荷物を竜巻のように巻き上げた。

　観客席から遊園地のジェットコースターでしか聞けないようなワ―――、ギャ――、という悲鳴が次々と上がる。パニックになった観客たちが立ち上がり、扉に向かって殺到しようとする。

　飛び交う悲鳴や足音、冷静になるように叫ぶ声。客たちは干潮の潮のように観客席から消えていった。





　やがて揺れと風が収まり、喧けん騒そうもなくなると、錦にしき織おりは輝かぐ夜やの肩を離した。だが、輝夜はそれでも錦織の頬ほおを殴り続けている。

「輝夜、いや、閣かつ下か！　もうしないから、殴るの止やめてくれ」

　頬を腫はらしながら錦織が叫ぶと、ようやく輝夜は手を動かすのを止めた。

　ガランとした観客席を見て、それから不思議そうに首を傾かしげる。

「なんだ？　今度は何が起きたんだ？」

　意味が分からないという風に、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「さっきから、さっぱり状況が分からないぞ。なんだか、ものすごい長い夢から、目が覚めたみたいなのだ」

　不満そうに血色のよい唇くちびるを窄すぼませる。

「説明するのは難しいが、その感想はそれほど間違ってないぞ」

　錦織は肩をすくめる。

「そして、目が覚めたと思ったら、お前の唇が重なっていた。なんともいえないくらい気持ちの悪いことだ」

「そこまでかよ」

　錦織は耳のうしろをかく。でもその顔は笑っている。

「しかも、ハラグロは夢の中にも出てきたような気がするんだ」

「ほう」

　錦織は興味を持ったように、目を細める。

「夢の中でオレは何をしていた？」

「えっと、夢の中でハラグロは……」

　輝夜は考えこむように顎あごに手を当てた。

「ハラグロは私にハンバーガーをおごってくれた」

「ハンバーガー」

「そうだ。夢の中だけでは、いいことをするんだな」

　錦織は目をパチクリする。それから、アハハと声を上げて笑った。

「なんだ、何が面白いんだ？」

「いや、色々あったのに、覚えているのはそこなんだ、と思ってさ」

「？」

　輝夜は不機嫌そうな顔で首を傾げる。

「「閣かつ下か！」」

　幕の陰から六りく道どうと米よね倉くらが走ってきた。既に、幕の後ろから一年Ａ組のメンバーたちも退避した後のようだった。

「サイクロンとセクシーもいたのか！」

　それを聞いて、二人は顔を見合わせる。

「閣下、戻ってきたんだ！」

「記憶、取り戻したんですね」

　六道は輝かぐ夜やに抱きついていき、米倉は嬉うれしそうに目を細める。

「ごめん、米倉。劇がメチャクチャになってしまった」

　錦にしき織おりは米倉に向かって頭を掻かく。

「いえ。地震が起きるまでは、意外と二人の会話が台詞せりふなのかハプニングなのか、分からなかったと思いますよ」

「そうかあ？　もしあれが劇の台詞だったら、どんだけトリッキーな劇になんだよ、ってことになるぞ」

「迫真の演技に見えたと思います」

　そう言って、米倉はニッコリと笑った。

「ねえ、それよりも錦織くん」

　輝夜に抱きついたまま振りかえった六道が、目を糸のように細めた。

「さっきどうして閣下に殴られたの？」

「うっ」

　錦織は口の端を引ひき攣つらせる。

「もしかして、フリじゃなくて、本当にキスしたんじゃないよね？」

「それは私も気になりました」

　米倉も険しい顔をする。

「そこんところ、どうなのよ？」

「さあ、どうだったかなあ」

　錦織は口笛をふくように口をすぼめる。

「閣下、どうだったんですか？」

「知るか！」

　輝夜は赤らめた顔をフンと背けた。六道と米倉は顔を見合わせると、怖い顔で錦織を睨にらみつける。

「もしかして、錦織くん、どさくさに紛れてそんなことを？」

「どうなんですか？」」

　二人揃そろって、錦織に迫る。

「その話、私も興味あるのだけど！」

　鋭い声が飛んでくる。

「み、美み紀き先輩！　みんなと一緒に避難したんじゃなかったんですか？」

　ガランとした観客席に、美紀と舞まいが立っていた。

「あたしにも真相を聞かせて欲しいな」

「弓ゆ削げ、お前、医務室に行ってなかったのかよ！」

　床を這はいながらやってくる弓削に、錦にしき織おりは叫ぶ。

「それで、実際のところ、どうだったの？　輝かぐ夜やさんとキスしたの？　しなかったの？　そこんところをはっきりしなさい」

　美紀が錦織の前に仁王立ちになる。

「そ、それはひとまずおいておいて、とにかく今は記憶が戻ったことを喜ぶ、というのはどうでしょうか？」

「「「「「それとこれとは話が別！」」」」」

「五人が華麗にシンクロニシティ!?」

　錦織は悲鳴を上げる。

「さあ、本当のことを話しなさい」

「言った方がいいんじゃない？」

「さあ、吐いてよ」

「本当のことを私も知りたいです」

「にしぽん、早目に喋しやべった方が、楽になるよ」

　五人は半包囲するように迫る。錦織は額に汗を浮かべながら、顔を痙けい攣れんさせた。

「詳細はまた次の機会に！」

　いきなり回れ右をすると、走り出した。

「あ、逃げた！」

「待て―――！」

　四人の女の子＋１は、幕の裏に消えた錦織を追っていく。





「騒がしい奴やつらだ」

　一人、舞台に残された輝夜はそう言うと、小さく笑った。そして、無人となった大講堂を見渡した。

「やっぱり、なにかおかしいな」

　不思議そうに首を傾かしげる。

「どうなってしまったんだろう私は。何かあったんだろうか？」

　輝かぐ夜やは胸を押さえる。

　常に体の内にあった、燃えるような何かがなくなっている。自分を奮い立たせるような欲求が弱まっている。

「私はどうして、新世界の王を目指しているのか？」

　今まで理由を考えず目指していた。でも、今は、なぜか理由を求めようとしている。寝ている間、夢の中で錦にしき織おりに言われたことが、原因のような気がする。でも、何て言われたのか覚えていない。

「くそっ。ハラグロめ。何を私にやったんだ！」

　腹立たしそうに、地じ団だん太だを踏んだ。

　――と。

「輝夜真ま央おさん」

　舞台の端に、一人の少女が立っていた。パツンと切られた前髪で目が隠れた女の子だ。どこかで見たことがある気がするのだが、鮮明には思い出されない。ただ、その姿を見た時、懐かしい感覚が、輝夜の心を過よぎった。

「ふむ」

　輝夜は静かに頷うなずくと、少女の方に向かって歩き出した。



    

  
    
      
エピローグ



　桜の木に花がついている。窓から温かい風が吹きこみ、頭上には雲ひとつない空。前庭を真新しい制服に身を包んだ新一年生が緊張の面持ちで歩く――。

　そんな季節。まさに春。

　紫し苑おん高校の校舎三階、生物資料室の奥、一部の人間が秘密基地と呼ぶ部屋に、クラッカーの音が鳴り響いていた。

「あいふぉん、漫画家デビューおめでとう！」

　歓声と共に、拍手が響く。

「ありがとうございます！」

　クラッカーの紙テープまみれになった米よね倉くらが、彼女を囲む錦にしき織おり、六りく道どう、弓ゆ削げに向かって、頭を下げた。

「いやあ、めでたいめでたい」

　六道がコップのバヤリースを一気飲みしながら、おじさん臭い台詞せりふを吐く。錦織も笑いながらコップを傾けた。

「いやあ、でも、まさかあいふぉんが漫画を描かいているなんて、しらなかったよお。どうして教えてくれなかったの？」

「ごめんなさい。言わなくて」

　首に腕を絡ませてきた弓削に、米倉が恐縮する。

「いつか公表するつもりだったんですけど、タイミングを逸してしまって」

「錦織くんは知ってたんだよね？」

「まあね。オレは何しろ最初の読者の一人だからな」

　錦織は胸を張ると、米倉とウインクしあう。

　米倉の描いた漫画の読み切りが、今月発売の漫画雑誌に掲載されることになったのだ。商業誌デビューは初めてのこと。これを機会に、米倉は漫画を描いていることをクラスメイトたちに公表したのだ。

「急にカミングアウトして、学校や家族の人から何か言われなかった？　反対されたりとか。あたしもアイドルと学業の両立に苦労してるもん」

　弓削が心配するような顔をする。

「家の方は大変な騒ぎになったけど、おじいさまが賛成してくれたので収まりました。あと、学校の方は……」

「生徒会長が承認してるもんね！」

　六りく道どうが錦にしき織おりを指差す。

「そう。学校における学生の自治は、生徒会に任されているんだ。その中でもオレの権限が強い」

　錦織は胸を張る。

「さすが今、話題の生徒会長！」

　六道が冷やかすように手を叩たたく。

　前年の秋、文化祭の後のこと、錦織は予定通り生徒会長に選出された。最後になって色々とスキャンダルもあったが、文化祭での手際の良さや報道部への毅き然ぜんとした対応が生徒会メンバーに評価されたのだ。そして、何より、美み紀きが推薦を取り消さなかったことが効いたのである。

「にしぽん、生徒会長として目立っているもんね。一部じゃ、伝説の生徒会長って呼んでる人もいるくらい」

「在職中なのに既に伝説というのも凄すごいんだが」

「それくらい、生徒会長としてよくやってるってこと！」

　六道がバンと錦織の背中を叩く。錦織はゴホゴホとむせた。

「そういうかなめも、無事、九十一代目六道家当主を襲名できたじゃないですか」

「えへへ。みなさんのお陰です」

　六道は素直に嬉うれしそうな顔をする。

「あとは婿殿を見つけるだけなんだけど」

「ふっふっふ――――――ん。ババンがバン」

　思わせぶりな六道から、錦織は鼻歌を歌いながら目を背ける。

「うわあ、なんて憎たらしいんだろう。既にネタの域に達しているくらい、酷ひどい誤ご魔ま化かし方をした！　むむ―――ん」

　そう言って、六道が頬ほおを膨らませる。

　その時、隣の部屋から物音が聞こえた。

「あ、かぐやんが来たのかな？」

　首を動かす弓ゆ削げ。

「いや、違うんじゃないか？」

　というのも、物音が二つ聞こえた気がしたからだ。

「こんにちは」

「こんにちは」

　間もなくして、私服姿の美紀と舞まいが現れた。

「先輩方！」

　米よね倉くらが驚きの声を上げる。

「今日、大学は？」

「まだ授業なんて始まってないわよ」

　美み紀きが嬉うれしそうに言う。

「なんだか、米倉さんにめでたいことがあったというから来たのよ」

　舞まいが口を綻ほころばせる。

「そうなのよ。輝かぐ夜やと愉快な仲間達の一員としてね」

「それは、ありがとうございます。さーさ。座ってください」

　錦にしき織おりは二人にパイプ椅い子すを出し、コップにジュースを注ついでテーブルに置く。そんな錦織を美紀はチラリと見ながら、

「なんだか、よく頑張っているって聞いたわよ？」

「ええ。がんばってます」

　錦織はニッコリと笑う。何の媚こびも誤ご魔ま化かしもない笑いだ。それを見て、美紀は少しだけ顔を赤らめる。

「そう。じゃあ、私の目に狂いはなかったってことかな？」

「美紀先輩に恥をかかせないように、頑張ってます」

「ふ――ん。とにかく、感心感心」

　美紀は満足そうに頷うなずく。

　しばらく、今度雑誌に載る米倉の漫画の話や、錦織の生徒会長としての活躍について話していると、突然、舞が冷めた目で錦織を睨にらんだ。

「それはいいんだけど」

「は、はい」

　錦織はギクッと背筋を伸ばした。

「結論は出たわけ？　あのことの」

「舞、今、それを言うかな!?」

　美紀が顔を少し赤らめて叫ぶ。

　錦織は「やべっ」と顔を引ひき攣つらせた。

「だって、こういう時じゃないと、錦織くんに聞けないじゃない」

「それはそうかもしれないけど……」

「輝夜さんの記憶が戻ってそろそろ半年なんだから。はっきりさせてもいいじゃない。いや、はっきりさせろ！」

「でも、今日は米倉さんのめでたい日なわけだし……」

　美紀は唇くちびるを尖とがらせて、米倉の方を見る。

「はっきりさせたいことというのは、錦織くんが閣かつ下かのことをどう思っているか、ですよね？　そのことでしたら、私も結局どうなったのか知りたいと思っていました。ぜひ、この場ではっきりさせて欲しいです」

　米よね倉くらまでも、やや怖い目で錦にしき織おりを睨にらむ。

「そのことなら、六りく道どうも知りたいよ」

「あたしも知りたい。にしぽん、今までの間、ずっと適当にはぐらかしてきたじゃんか。そろそろ限界点突破！」

　六道と弓ゆ削げも錦織の方を向く。

「いや、えっと、そのことについてなんだけど」

　錦織は冷や汗を浮かべながら、両手を上げる。

「なんだけど？」

　舞まいはギロリと目を剥むいた。

「実はまだよく分かってない――」

「分かりなさい」

　舞の冷徹な声が、錦織の言葉を遮る。

「今までずっと、分からないで誤ご魔ま化かしてきたんだから、そろそろ腹を決めなさい。実はこっそり輝かぐ夜やさんと付き合っているとか、じゃないんでしょうね？」

「いや、そんなことは！　ってか、ほぼ毎週、みんな一緒に『新世界構築活動』をやっていますよね？」

「だったら、ますますはっきりさせてもいいじゃない。こっちは婿探しの予定もあるんだから」

　六道が腕を組む。

「そうだよ。今日という今日は、はっきりさせてもらうよ、にしぽん」

「い、いや、今日は勘弁してくれません？　必ず近い内にはっきりさせるから」

「その言葉は聞き飽きました」

　米倉がどこから取り出したのか、輝夜が錦織への制裁用に使うペチペチ棒を振りながら錦織に接近していく。

「よ、米倉まで!?」

　錦織は顔中に汗を浮かべながら、後ずさる。

　と――。

　突然、秘密基地の扉が開いた。

「何を騒いでいるんだ！」

　怒声を響かせながら、輝夜が入ってくる。

　輝夜はいつもの大股で基地の中を歩いていくと、定位置の席に腰を下ろす。錦織に迫っていた女子＋１も、各おの々おのの席に座った。

　錦にしき織おりもひとまずホッとしながら、自分の椅い子すに戻る。

「うむ。『メディア王』と『秘書』もきていたのだな」

　輝かぐ夜やが美み紀きと舞まいに目を向けながら、満足そうに頷うなずいた。記憶を戻した輝夜が、『新世界構築活動』に参加することになった二人につけたコードネームがそれだった。

「うーむ。今日は妙に賑やかじゃないか。何かいいことでもあったのか？」

　輝夜はテーブルの上のジュースに目を向けながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「い、いや、以前に言っていた米よね倉くらの漫画家デビューのことを、みんなで話していたんだよ」

　錦織は焦りながら愛あい想そ笑わらいを浮かべる。輝夜にはお祝いをすることを伝えていなかった。面倒くさいことになりそうだったから。

「そう、そのセクシーの漫画の件で、新たなアイディアが浮かんだのだ」

　輝夜はポンと手を打つと、持ってきた紙袋からフリップボードを取り出した。錦織は「やっぱり」と胸の中でため息を吐つく。

「今や日本の漫画は世界に冠たる文化となった。セクシーの漫画を利用することで、新世界の構築に繋つなげられないだろうか？」

　フリップボードには『漫画を制した者が世界を制す』というタイトルが書かれている。錦織は額を押さえる。輝夜が言い出すことを恐れていたのだ。

「セクシー、お前の漫画には新世界構築活動の将来がかかっている。しっかり腕を上げて、累計一億部突破を目指してくれ」

「は、はあ」

　米倉は困った顔をしている。

「それから、ハラグロ！」

　輝夜は険しい目つきで、錦織を睨にらんだ。

「はっ、ここに」

「お前はどうやればセクシーの漫画で新世界を構築できるか、具体的な作戦計画書を作製するんだ。そうだな、明日までで頼む」

「いや無理だよ！　そんな、突然言われても」

「じゃあ、今日中ならなんとかなるか？」

「なんともならないよ！　ってか、デッドラインが短くなってない!?」

「いつまで経たっても、文句の多いヤツだ。なんなら、本当の意味での“〝デッドライン（死の期日）”〟にしてやってもいいんだぞ？」

　輝夜は目を糸のように細めて不敵に笑う。

「い、いや。でもオレ、この後、新入生への生徒会の説明会の準備があるんだけど！」

「そうだった。我々も新入生から新たな戦力を見つけないといけないな！」

「人の話を聞いてない！」

　錦にしき織おりは口を引ひき攣つらせながら、立ち上がる。

「さすがだなハラグロ。早速、計画書を作りにいくのか？」

「な、な、な、な……」

　体を震わせながら、六りく道どうや米よね倉くらたちの方に振り向く。

「オ、オレが閣かつ下かのことをどう思っているかなんて……。そんなの決まっているよ！　オレにとって閣下は――」

　輝かぐ夜やをビシッと指差す。

「閣下以外のなにものでもない！　ユア・マジェスティだよ」

　今から一年ほど前、この隣の部屋で輝夜と会った時以来、ずっと、錦織と輝夜の関係は変わっていないのだ。閣下と参さん謀ぼう。その関係はこれからも、いつまでも続く。あの時、輝夜に誓った通り。

「ハラグロ、お前は何を言っているんだ？」

　輝夜は威厳たっぷりに前髪をかきあげる。

「私は新世界の王になる。私がお前の閣下なのは当然じゃないか！」

　輝夜の凛りん然ぜんたる声が、秘密基地内に響き渡る。

　一瞬、空気が止まった後、ハアとため息が女の子たちから聞かれる。全員、残念そうな顔をしながら、どこかホッとしたように目を細めていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「つまらないことを言ってないで、早く作ってこい！」

「へいへい、御ぎよ意いですよ。作ればいいんでしょ！」

　錦にしき織おりはやぶれかぶれ気味に答えながら頷うなずく。そして、笑う。

「分かったのなら、すぐに行け！　走れ！　飛びたて、ハラグロ！　行って、一時間以内に作って戻ってこい！」

「いつの間にかノルマが厳しくなってる―――――――――――――――!?」

　錦織の悲鳴は、春の暖かい風に乗って群ぐん青じように晴れ渡る空に向かって流れていく。
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あとがき



　月つき見みでございます。かぐや、フィナーレです。

　ざっと２年半、書かせていただきました。やりたいことは全部できました。10式の中身は、１式を書いている時から考えていた通りです。色々と反省もあったけれど、楽しくシリーズを続けることができました。よかった。



　シリーズが長くなるとその間、色々なことがありますね。社会情勢などの自分を取り巻く環境だけでなく、自分自身についても。例えば体重が十キロ増えて十二キロ痩やせたりとか、肝臓の性能を示す値が限界値の十倍から正常値に戻ったとか、オイルフィルターが壊れたまま車を走らせてエンジンをお釈しや迦かにしたとか。ほんともう、色々。

　あと、大きな節目もありました。何年も経たってこの節目を思い出した時、一緒に輝かぐ夜やたちのことも頭に浮かぶんじゃないかと。街中で「大衆はコブタだ！」と叫びたくなるかもしれない。



　やっぱり三月十一日のことを書こうと思うのです。震災にあわれた皆さまへ本当に心よりお見舞い申し上げます。

　最近よく、「もし自分が震災にあっていたなら、今、どうしているだろう」と考えます。

　自分は『計画立て魔』だから、年中、いつも予定表を作っているタイプです。だからもしそういう立場になっていたなら、恐らく自分は予定表を書き直していると思う。「この修正、容易ではないぞ」とか言いながら、カレンダーに横線を引いているかな。

　予定を考えることの効用は、その間、未来だけを見ていられることじゃないかと。そんな風に感じるのです。



　謝しや辞じです。絵師の水みず沢さわ深み森もりさま。編集長のＭさま、編集のひろぽんさま、Ｔさま。装そう丁ていのｂｌｕｅさま、いつも素晴らしい仕事をしてくださる校正さま。ギリギリのスケジュールで原稿を届けてくださったバイク便さま。クロネコさま。美お味いしいハンバーグを食べさせてくれた『オレのハンバーグ』さま。遠くの地で原稿直しの場を提供してくださったネットカフェさま、あけみんさま。そして、読者の皆様……。

　長期に渡り、かぐやを支えて下さった全すべての方に感謝。

月つき見み　草そう平へい



    

  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。

　　著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　９月１日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『しゅぷれ～むキャンディ』など。好物は金髪・ツンデレ。

　　公式ＨＰ『cocotto』

　　http://www.rose.ne.jp/~cocotto/
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